
    
      
        
      
    

  











〈保護者のみなさまへ〉


本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　なんか、遠とおくの方ほうで悲ひ鳴めいが聞きこえたような気きがする……。




　もうそろそろ起おきなきゃ……。

　栗くり原はら陽詩ひなたは布ふ団とんをどかそうと、もぞもぞと片かた手てを動うごかした。

　あれ？　布ふ団とんがかかってないぞ？

　何なんだか固かたいものの上うえに寝ねてるみたいだ。そういえば、背せ中なかもお尻しりも痛いたい。

　ぼく、いったいどこで寝ねてるんだ？

　ゆっくり上じょう半はん身しんを起おこして、頭あたまをぶるっとふってみた。

「きゃーーーーっ！　生いきてる！！！」

　今こん度どの悲ひ鳴めいは、はっきりと、すぐそばで聞きこえた。

　はっとして声こえの方ほうを見みると、紺こんの制せい服ふくを着きた若わかい女じょ性せいが、両りょう手てで口くちをおおって、ぶるぶる震ふるえながら立たっていた。

　えーと、この人ひとは……？

　そうだ。豪ごう華か客きゃく船せんの研けん修しゅう中ちゅうの新しん人じんクルー。ぼくたちの案あん内ない係がかりをしてくれていた人ひとだ。

　確たしか、千ち帆ほ里りさん、加か瀬せ千ち帆ほ里りさんって言いってたっけ。

　ちょ、ちょっと待まって！　豪ごう華か客きゃく船せん？　陽詩ひなたはおでこに手てを当あてた。

　そうだ、だんだん思おもい出だしてきたぞ。

　ぼくとクリスと麻ま由ゆ香かと小こ林ばやしさんは、豪ごう華か客きゃく船せんプリマヴェッラ号ごうに乗のったんだ。

　同おなじクラスの女おんなの子こ、美み都とちゃんのヴァイオリンコンサートを聴きくために。

　で？

　今いまぼくは、どこで何なにをしているんだろう……？

「だ、大だい丈じょう夫ぶですか、陽詩ひなたくん!?　てっきり死しんでるのかと思おもった!!」

　泣なきそうな声こえを上あげてかけよってきた千ち帆ほ里りは、陽詩ひなたの肩かたをさすった。

「だ、大だい丈じょう夫ぶ……。よく寝ねちゃったみたいで……」

　はっきりしてきた目めで、陽詩ひなたはお尻しりの下したを見みた。白しろとグレーの幾き何か学がく模も様ようの絨じゅう毯たん……。

　ぼく、床ゆかで寝ねてたのか！

　目めを上あげると、そばのベッドから、足あしが一本ぽん飛とび出だしているのが見みえた。つやつやした黒くろい靴くつに見み覚おぼえがある。麻ま由ゆ香かだ。

　反はん対たい側がわに目めをやると、小こ林ばやしさんが車くるまいすからずり落おちかかって、ぐっすり寝ねこんでいた。

　壁かべ際ぎわのデスクの上うえには、ヴァイオリンケース……。

　そうか！　ここは船ふねの客きゃく室しつ。美み都とちゃんの控ひかえ室しつだ。

　でも、おかしい。

　ぼくたちは、夕ゆう方がた船ふねに乗のりこんだ。美み都とちゃんのヴァイオリンコンサートを聴きき、ディナーを食たべ、夜よる、船ふねを下おりる予よ定ていだったはずだ。

　なのに、窓まどからは、明あかるい光ひかりがさんさんと入はいっている。

「ち、千ち帆ほ里りさん、もしかして……？」

　陽詩ひなたは、千ち帆ほ里りの手てを振ふり払はらって飛とび起おきると、窓まどに飛とびついた。

　窓まどの外そとはバルコニー。そしてその向むこうは……。

　どこまでも続つづく、青あおい海うみだった！

　はるかに、はるかに、きらめく水面みなも。

　水すい平へい線せんまで、なにもさえぎるものがない。

　陽詩ひなたがぽかんと口くちを開あけてふり返かえると、千ち帆ほ里りも青あおい顔かおをして、ぼーっと立たちすくんでいる。

　その横よこのツインベッドでは、麻ま由ゆ香かと美み都とが、ぴくりともしないで寝ねこけていた。

「も、もしかして……？」

　陽詩ひなたがくり返かえすと、千ち帆ほ里りが顔かおをゆがめて叫さけんだ。

「太たい平へい洋ように出でちゃいました！　ゆうべ遅おそく、出しゅっ航こうしたんです。まさかみなさんが、まだここにいらっしゃるとは思おもわなくて!!」
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　ことの起おこりは、四よっ日か前まえの「マロン動どう物ぶつ病びょう院いん」の待まち合あい室しつだった。




　学がっ校こうから帰かえった陽詩ひなたは、すぐに相あい棒ぼうの柴しば犬いぬクリスといっしょに玄げん関かんを出でた。

　散さん歩ぽに行いく前まえに、自じ宅たくの一階かいにある「マロン動どう物ぶつ病びょう院いん」のドアを開あける。

「お父とうさん、ただいまー！」

「おかえり、陽詩ひなた。おっ、クリス、散さん歩ぽに連つれて行いってもらうのか？　よかったな」

「ワン！」

　ピンク色いろのリードを付つけたクリスは、うれしそうに返へん事じをする。

　奥おくの受うけ付つけで手てを振ふっているがっちりとした大おお男おとこは、陽詩ひなたの父ちちの裕ゆう介すけだ。動どう物ぶつ看かん護ご師し兼けん、トリマーで、動どう物ぶつの治ち療りょうの手て助だすけや、健けん康こう管かん理り、犬いぬのヘアカットなどを担たん当とうしている。

「陽詩ひなたくん、遅おそかったですね」

　声こえをかけてきたのは、同おなじクラスの竹たけ内うち類るい。待まち合あい室しつのソファーにすわり、ひざの上うえに大おおきな茶ちゃ色いろのトラネコ、茶ちゃ々ちゃ丸まるをのせている。

「う、うん……。と、図と書しょ館かんで動どう物ぶつ図ず鑑かんを見みてたから……」

　陽詩ひなたはおずおずと言いった。人ひと見み知しりの陽詩ひなたは、同どう級きゅう生せいにもちょっとだけ緊きん張ちょうしてしまう。

「なるほど。ぼくはとっくに家いえに帰かえって、茶ちゃ々ちゃ丸まるを連つれてきました。耳みみがかゆそうなので、涼すず音ね先せん生せいに診みてもらおうと思おもって」

　類るいは、ずり落おちそうになったメガネを上あげてにんまり笑わらった。

　そこへ、陽詩ひなたの後うしろから大おおきな声こえがかかった。

「陽詩ひなたー、クリスー、散さん歩ぽに行いこう！　あ、竹たけ内うち類るい。あんた、いつもここにいるね」

　待まち合あい室しつに入はいってきたのは、陽詩ひなたの幼おさななじみで、同どう級きゅう生せいの吉よし沢ざわ麻ま由ゆ香かだ。いつにもまして元げん気きそうに、ツインテールをゆらしている。クリスの散さん歩ぽについてくるのは、ほとんど毎まい日にちのこと。

　麻ま由ゆ香かさんに言いわれたくはありませんと、類るいは不ふ服ふくそうだ。

「クリス、きょうは、天てん祖そ神じん社じゃで犯はん人にん追つい跡せきの特とっ訓くんしようか！」

　あっけらかんと楽たのしそうな麻ま由ゆ香かに、陽詩ひなたはあわててシーッと指ゆびを立たてる。が、遅おそかった。

「麻ま由ゆ香かちゃん、危あぶないことはしない約やく束そくだよ」

　案あんの定じょう、受うけ付つけの裕ゆう介すけににらまれた。

　陽詩ひなたと麻ま由ゆ香かと元もと警けい察さつ犬けんのクリスは、今いままで、宝ほう石せき泥どろ棒ぼうや空あき巣すの一いち味みの逮たい捕ほに、大だい活かつ躍やくしてきた。クリスが匂においを追おって大だい事じな手てがかりをつかみ、麻ま由ゆ香かの行こう動どう力りょくと陽詩ひなたの推すい理り力りょくで、犯はん人にんを突つき止とめたのだ。

　ただ身み近ぢかなおとなたちは、何なん度ども危き険けんな事じ件けんに巻まきこまれる陽詩ひなたたちを、とても心しん配ぱいしていた。

　事じ件けんのボスの目め等ひとヘレンは、いまだに行方ゆくえ不ふ明めい。しかも彼かの女じょは、情じょう報ほうのカギを握にぎるクリスを手てに入いれようと、今いまもどこかで陽詩ひなたたちをねらっているかもしれない……。

　そんな事じ情じょうだから、おとなたちの心しん配ぱいも、仕し方かたのないことだった。

「そうです。陽詩ひなたくんと麻ま由ゆ香かさんは、いつも後あと先さきかえりみずに突つっ走ぱしるんですから……。助たすけを呼よんだのはぼくだったってこと、覚おぼえていますよね？」

　類るいが、まゆをひそめて言いった。でも、麻ま由ゆ香かはへらっと受うけ流ながす。

「はいはい！　竹たけ内うち類るいさまには、いつもお世せ話わになってます。裕ゆう介すけ先せん生せい、危あぶないことなんてしてないから大だい丈じょう夫ぶだよ。安あん心しんして」

「もう……。麻ま由ゆ香かちゃんは調ちょう子しがいいからなー。いいかい、犯はん人にん追つい跡せきの特とっ訓くんなんて……」

　裕ゆう介すけのお説せっ教きょうは、ドアの開ひらく音おとにさえぎられた。

　待まち合あい室しつに入はいってきたのは、すらりと背せの高たかい女おんなの子こと、男おとこの人ひとだった。

　女おんなの子こはまっすぐな長ながい黒くろ髪かみで、ラフなトレーナーとパンツ姿すがた。メガネをかけた男だん性せいは、きちんとスーツを着きて、大おおきな荷に物もつを胸むねに抱かかえている。上うえがドーム型がたの丸まるい鳥とりかごのようだ。中なかが見みえないように、黒くろい布ぬのでおおってあった。

「あれ、美み都とちゃん？」

　麻ま由ゆ香かがソファーから立たち上あがる。

　女おんなの子こは驚おどろいたように立たち止どまり、表ひょう情じょうをすっと固かためた。

　裕ゆう介すけが受うけ付つけから声こえをかける。

「こんにちは。初はじめての方かたですね。……麻ま由ゆ香かちゃん、知しり合あいなの？」

「う、うん。美み都とちゃんは、わたしたちと同おなじクラスなんだけど……」

　麻ま由ゆ香かが言いいよどむと、女おんなの子こはぷいと顔かおをそむけて言いった。

「『この子こ、あんまり学がっ校こうに来こないし、しゃべったこともない』……でしょ？」

　美み都とという少しょう女じょの、つっけんどんな言こと葉ばに、裕ゆう介すけはまごついて陽詩ひなたを見みた。

　……え？　なんか複ふく雑ざつな事じ情じょうの子こ？

　陽詩ひなたが返へん事じに困こまっていると、類るいが先さきに答こたえた。

「杉すぎ崎さき美み都とさんは、ヴァイオリニストなんです。レッスンやコンサートで忙いそがしいので、学がっ校こうをお休やすみすることが多おおいんですよ」

「すごい、ヴァイオリンを習ならっているのか！」

　感かん心しんして目めを丸まるくした裕ゆう介すけだったが、類るいは首くびをふった。

「そんなレベルじゃないと思おもいます。確たしか、ジュニアコンクールで優ゆう勝しょうしたんですよね？」

　それを聞きいて、陽詩ひなたもびっくりした。美み都とがヴァイオリンの練れん習しゅうで、なかなか学がっ校こうに来こられないといううわさは知しっている。でも、そんなにすごい子こだとは思おもっていなかった。

　ところが美み都とは、切きれ長ながの目めを細ほそめて類るいをにらむと、冷つめたい声こえで言いったのだ。

「だから？　優ゆう勝しょうしたからって何なんだっていうの？」

　その場ばの空くう気きが凍こおりついた。クリスまで、陽詩ひなたの足あしの陰かげに首くびを突つっこんだほどだ。

「い、いや……、その……、すごいじゃないか！　この三人にんと同おない年どしってことだろ？」

　裕ゆう介すけは、人ひと差さし指ゆびで三人にんをぐるぐる指さしながら、あわてて取とりつくろった。

「うちの陽詩ひなたなんて、ヴァイオリンどころか、風か邪ぜをひくのがせいぜいで。ハハハハ……」

　さらに冷ひえこんで南なん極きょくのようになった待まち合あい室しつに、鳥とりかごを持もった男おとこの人ひとの声こえが響ひびいた。

「やめなさい、美み都と。ポポを診みてもらいに来きたんだろ？　すみません、美み都との父ちち親おやの杉すぎ崎さきと申もうします。この鳥とりを……」

　杉すぎ崎さきが黒くろい布ぬのをめくると、鳥とりかごの止とまり木ぎに、黄き色いろいインコが止とまっていた。頭あたまの上うえの羽はねがぴょんと長ながく飛とび出だしていて、ほっぺたが鮮あざやかなオレンジ色いろだ。

　そいつだれ？　と言いうように、クリスが陽詩ひなたの足あしの陰かげから、ウオゥと首くびを出だす。

「オカメインコですね。どうぞこちらへ……」

　気きを取とり直なおした裕ゆう介すけは、専せん門もん家からしい冷れい静せいな声こえで言いうと、カウンターに招まねく。

　杉すぎ崎さきは歩あゆみ寄よって、鳥とりかごをカウンターの上うえにのせた。

「実じつはついさっき、急きゅうに暴あばれ出だして、ケガをしたんです。足あしから血ちが出でて……」

　裕ゆう介すけは、注ちゅう意い深ぶかくかごの中なかの鳥とりを見みた。インコは裕ゆう介すけの顔かおを見みて、ピィと鳴なく。

「かわいいインコですね。うちの獣じゅう医いがこれから診しん察さつしますけど、止とまり木ぎにちゃんと止とまっているところを見みると、大たいしたことはないかな？　オカメパニックを起おこしましたね」

「オカメパニック？」

「ええ。オカメインコはおくびょうな子こが多おおくてね。大おおきな音おとや、地じ震しんなんかで、パニックを起おこし、暴あばれることがあるんですよ。それを、オカメパニックと言いって……」

　すると、美み都とがふたりの間あいだに乱らん暴ぼうに割わりこみ、とがった声こえで言いった。

「ポポは、おくびょうじゃない！　小ちいさいときから、わたしのヴァイオリンを聴きいて育そだったんだから、大おおきな音おとなんか平へい気きよ」

「でも、美み都と、さっきは練れん習しゅう中ちゅうに……」

　おずおずと杉すぎ崎さきが口くちをはさむと、美み都とは鼻はなにしわを寄よせて声こえを荒あららげた。

「わかってる、わたしのせいだってことは！　ピチカートがうまくいかなくて、譜ふ面めん台だいをけとばしたからよね！」

　うっ。陽詩ひなたはソファーで身みを引ひいた。譜ふ面めん台だいをけとばした？　美み都とちゃんって恐こわい……。

　ところが麻ま由ゆ香かは、感かん心しんしたように目めを丸まるくし、美み都とに言いったのだ。

「えーっ？　ヴァイオリンの練れん習しゅうって大たい変へんなんだねー。わたし、ヴァイオリンが弾ひけるなんてすごいなって、単たん純じゅんにあこがれてたんだけど。そんな簡かん単たんなことじゃなさそう……」

　あっけらかんとそう言いう麻ま由ゆ香かに、美み都とは驚おどろいたようだ。一いっ瞬しゅんとまどったが、顔かおにかかった髪かみを払はらうと、あらためて挑ちょう戦せんするように言いい放はなつ。

「あんた、ヴァイオリンに触さわったことある？　わたしの苦く労ろうなんて、分わかるわけないわよ！」

　それでも麻ま由ゆ香かは、悪わるびれずにうなずいた。

「うん、ごめん。ぜんぜん分わかってないと思おもう。触さわるどころか、実じつ物ぶつを見みたことないもん。でも、一いち度ど見みてみたいなー。そばで聴きいたら、きっとすごくいい音おとなんだろうなー」

　麻ま由ゆ香かの無む邪じゃ気きさに拍ひょう子し抜ぬけしたのか、美み都との顔かおが少すこしゆるむ。ふーっと息いきをはき出だすと、麻ま由ゆ香かの目めを正しょう面めんから見みすえて、ゆっくり言いった。

「……じゃ、そのうち……」

「わっ、ほんと？　楽たのしみ！」

　麻ま由ゆ香かは小ちいさく拍はく手しゅしながら、うれしそうに飛とびはねた。

　そのとき、診しん察さつ室しつのスライドドアが開あき、中なかから犬いぬを連つれたおじいさんが出でてきた。

「ダックスくん、お大だい事じにねー」

と、おじいさんの後うしろから顔かおを出だした涼すず音ねは、待まち合あい室しつを見み回まわして、類るいにウインクする。

「さて、次つぎは茶ちゃ々ちゃ丸まるくんかな？」

　陽詩ひなたの母はは親おやの涼すず音ねは、「マロン動どう物ぶつ病びょう院いん」の獣じゅう医い。小こ柄がらで丸まる顔がおの涼すず音ねは、きめ細こまかい診しん療りょうをする反はん面めん、性せい格かくはおおらかでフレンドリーだ。

　ウインクされた類るいは、茶ちゃ々ちゃ丸まるの片かた手てを持もって振ふってみせた。

「涼すず音ね先せん生せい、ぼくは暇ひまだからあとでいいです。こちらの、オカメインコさんを先さきに診みてあげてください。たぶん、急いそいでいるんじゃないでしょうか」

「いいの？」

　涼すず音ねは首くびをかしげ、インコのかごに手てをかけている杉すぎ崎さきに、視し線せんを移うつした。

　杉すぎ崎さきが、類るいに頭あたまを下さげる。

「すみません、助たすかります。えーと、きみは……」

　ちらっと美み都とを見みる杉すぎ崎さき。美み都とは少すこし顔かおを赤あからめ、口くちを結むすんでまた横よこを向むく。

　すかさず麻ま由ゆ香かは、気き軽がるな調ちょう子しで紹しょう介かいした。

「その子こは、竹たけ内うち類るいだよ。わたしは吉よし沢ざわ麻ま由ゆ香かで、こっちはこの病びょう院いんの子こで、栗くり原はら陽詩ひなた。なんと、偶ぐう然ぜん、みーんな同おなじクラスなの！」

「ありがとう、麻ま由ゆ香かちゃん。では先せん生せい、類るいくんのお言こと葉ばに甘あまえてもいいでしょうか？」

「もちろん。初しょ診しんの問もん診しん票ひょうは、中なかで書かいてもらいましょ。どうぞ……」

　杉すぎ崎さきはかごを抱かかえると、涼すず音ねの後あとについて診しん察さつ室しつに入はいる。美み都ともだまって、その後あとを追おった。




　診しん察さつ室しつのドアが閉しまると、全ぜん員いんがハーッと息いきをはき出だした。

　あー緊きん張ちょうしたと、陽詩ひなたが足あしもとを見みると、クリスも床ゆかにくたっと寝ねそべっている。

　ダックスフントとおじいさんを送おくり出だしてから、裕ゆう介すけはもう一いち度どため息いきをついた。

「美み都とちゃんって、感かん性せいが鋭するどいっていうか、繊せん細さいっていうか……。すでに芸げい術じゅつ家かだね！」

　まいりましたとつぶやきながら、裕ゆう介すけは類るいに向むかって首くびをかしげた。

「美み都とちゃん、コンクールで優ゆう勝しょうしたって？」

「はい。全ぜん国こくレベルのジュニアコンクールで優ゆう勝しょうしたそうですよ。中ちゅう学がく生せいになったら、海かい外がいに留りゅう学がくするとか。おばあちゃんのお弟で子しさんから聞きいたんですけど」

　類るいの祖そ母ぼは、茶さ道どうの先せん生せい。類るいは、茶さ道どう教きょう室しつに来くる人ひとたちから、いろいろなご近きん所じょ情じょう報ほうを仕し入いれているらしい。

「ほー、留りゅう学がく！　そりゃすごいや。ぼくも美み都とちゃんのヴァイオリン、聴ききたくなったな」

　裕ゆう介すけは、診しん察さつ室しつのドアをまぶしそうにながめる。

「うちの家か族ぞくには、そういう芸げい術じゅつ的てきな才さい能のうがないもんなー」

　すみませんねと陽詩ひなたが首くびをすくめると、クリスもクゥンと鳴ないてみせた。

　類るいが天てん井じょうを見み上あげて、考かんがえながら言いった。

「美み都とさんは、たしかお母かあさんも有ゆう名めいなピアニストです。杉すぎ崎さき佳けい都とさんだったかな？　前まえにテレビに出でてるのを見みて、おばあちゃんが騒さわいだことがありました」

「そうか！　芸げい術じゅつ一いっ家かなんだな」

　感かん心しんしきりの裕ゆう介すけに、麻ま由ゆ香かが張はり合あうように声こえを上あげる。

「わたしもピアノ習ならったことあるもん！」

「……確たしか、一いっか月げつでやめたよね？」

　陽詩ひなたがぼそっと言いうと、麻ま由ゆ香かはぷーっとほっぺたをふくらませた。

「それは言いっちゃダメなことだって！」

「だ、だって、ほんとのことじゃん」

「才さい能のうがなかったわけじゃないよ。たぶん、先せん生せいとの相あい性しょうが悪わるかっただけで……」

　麻ま由ゆ香かに音おん楽がくの才さい能のうがあるかどうかで、みんながわいわい騒さわいでいるうちに、ポポの診しん察さつが終おわったようだ。

　美み都とが、さっきよりも明あかるい顔かおをしてドアから出でてきた。

　杉すぎ崎さきも後あとから出でてきて、空あいているソファーの上うえにどっこいしょと鳥とりかごをのせる。

「ポポちゃん、大だい丈じょう夫ぶだった？」

　麻ま由ゆ香かがかけよってたずねると、美み都とはくちびるのはしをちょっとだけ上あげた。

「血ちが出でただけで、骨ほねには異い常じょうがないって」

「じゃ、すぐ治なおるね？　よかったー。美み都とちゃん、ホッとしたね」

　照てれくさそうにうなずいた美み都とは、ちらっと父ちち親おやを見みてから、ためらいがちに言いった。

「あの……、麻ま由ゆ香かちゃん。金きん曜よう日びの放ほう課か後ご、ヒマ？」

「今こん週しゅうの金きん曜よう日び？　うん、別べつに予よ定ていはないけど……」

「わたしのヴァイオリン、聴ききにくる？」

　麻ま由ゆ香かは目めを輝かがやかせた。

「え？　いいの？　どこ？　美み都とちゃんち？」

「そうじゃなくて、えーと、横よこ浜はまなんだけど……。もしよかったら、男おとこの子こたちも……」

　美み都とは、陽詩ひなたと類るいにもちらっと視し線せんを送おくる。陽詩ひなたはどきっとした。え？　ぼくたちも？

　だが、美み都とは顔かおをしかめて首くびをふった。

「ん、もう。……パパ、めんどくさいから、あとはお願ねがい！」

　杉すぎ崎さきは鳥とりかごから離はなれ、少すこし驚おどろいたように娘むすめの顔かおを見み直なおした。

「美み都と、いいのか？」

「いいに決きまってるでしょ？　わたしが言いい出だしたんだもの……」

　美み都とはまた不ふ機き嫌げんそうに横よこを向むいてしまう。

　杉すぎ崎さきは、なぜかうれしそうにほおをゆるめ、美み都との前まえに出でた。

「じゃ、ぼくが説せつ明めいを……。金きん曜よう日びの夕ゆう方がたに、美み都とのミニコンサートがあるんです。……横よこ浜はま港こうに停てい泊はくしている、『プリマヴェッラ号ごう』という客きゃく船せんをご存ぞんじですか？」

　麻ま由ゆ香かはうなずいた。

「有ゆう名めいな豪ごう華か客きゃく船せんでしょ？　すごく大おおきな船ふね。テレビで見みたことあるけど……」

　え、まさか……？　麻ま由ゆ香かの目めが大おおきく見み開ひらかれる。

　杉すぎ崎さきがにっこりと笑わらった。

「その船ふねのロビーで、美み都とがヴァイオリンを弾ひくことになっているのです。コンサートの後あとにはディナーパーティーも開ひらかれますので、よかったらそれにもごいっしょに……。船ふねが出しゅっ航こうする前まえには、下げ船せんする予よ定ていです。いかがでしょう」

「ちょ、ちょっと待まって！」

　裕ゆう介すけがあわててカウンターから出でてきて、話はなしに割わりこんだ。

「プリマヴェッラ号ごうといったら、超ちょう豪ごう華か客きゃく船せんじゃないですか！　そんなところに子こどもたちが？　しかも、ディ、ディ、ディナーパーティーだなんて！」

「それをおっしゃるなら、美み都とだって子こどもです。実じつは、いろいろ事じ情じょうがあって……」

　杉すぎ崎さきは、興こう奮ふんしている裕ゆう介すけを、おだやかに押おしとどめた。

「今こん回かいのコンサートは、あるヴァイオリンの収しゅう集しゅう家かから頼たのまれたのです。彼かれのストラディバリウスという高こう価かなヴァイオリンを、美み都とがお借かりして弾ひくことになっているのですが……」

　鼻はなにしわを寄よせた美み都とが、横よこから口くちを出だす。

「その人ひと、いやみなおじいさんなの！　高こう級きゅうなヴァイオリンをいくつも持もってて、それを自じ慢まんしてるのよ。わたしの腕うでなんかどうでもいいの。子こどもに弾ひかせれば、みんながおもしろがって注ちゅう目もくすると思おもってるんだわ」

「美み都と……」

　杉すぎ崎さきが美み都とをたしなめるように言いった。

「それでも、あのストラディバリウスを弾ひいてみたいんだよね？　なかなか手てにすることができない物ものだ。ぼくも、いい楽がっ器きとの出で会あいは、美み都との将しょう来らいのためになると思おもうよ」

　美み都とは苦にが虫むしをかみつぶしたような顔かおをして、しぶしぶうなずく。

　陽詩ひなたは、ぽかんと口くちを開あけて話はなしを聞きいていた。思おもっていた以い上じょうに、美み都とちゃんはぼくの知しらない世せ界かいで生いきているんだ！

　床ゆかに目めを落おとして、美み都とは言いった。

「あのおじいさん、わたしを子こどもあつかいして、猫ねこなで声ごえで言いうの。『お嬢じょうちゃん、お友ともだちも連つれておいで。わたしが招しょう待たいするよ』って。友ともだちなんていないし、絶ぜっ対たいそんなことしないって思おもったんだけど、……麻ま由ゆ香かちゃんたちだったら、いいかなって」

　杉すぎ崎さきは、そんな美み都とを見みて微笑ほほえみながら、麻ま由ゆ香かに言いった。

「ごめんなさい、変へんな話はなしを聞きかせてしまって。でも、ぼくからもお願ねがいします。よかったら来きてもらえませんか？　美み都とが友ともだちに、『わたしのヴァイオリン、聴ききにくる？』なんて言いったのは、初はじめてなんです。どなたか保ほ護ご者しゃの方かたとごいっしょに……」

　麻ま由ゆ香かは息いきをのんで、まわりのみんなを見みまわした。

　だんだんキラキラしてくる麻ま由ゆ香かの瞳ひとみを見みて、陽詩ひなたは青あおくなった。

　麻ま由ゆ香かは絶ぜっ対たい、行いくって言いう。

　しかも絶ぜっ対たい、ぼくもいっしょに行いくことになる……。

「あ、ありがとうございます！」

　麻ま由ゆ香かは裏うら返がえった声こえで叫さけんだ。

「行いきたいです、絶ぜっ対たい行いってみたい！　美み都とちゃんのヴァイオリン聴ききたいし、豪ごう華か客きゃく船せんの中なかを見みられるなんて、夢ゆめみたい！　陽詩ひなたも行いっていいんですか？　竹たけ内うち類るいも？」

「もちろんです」

　杉すぎ崎さきは力ちからをこめてうなずいたが、類るいは悲かなしそうな声こえで言いった。

「……ぼくは金きん曜よう日びの午ご後ごから、田舎いなかの親しん戚せきの法ほう事じに行いく予よ定ていになっているんです……」

「そうか……。でもきっと、またのチャンスがあるよね！　じゃ、陽詩ひなたと一いっ緒しょってことで」

　麻ま由ゆ香かが杉すぎ崎さきにむかってうなずいているのを見みて、陽詩ひなたはあせった。

「ぼ、ぼくはクリスがいるから、む、無む理り。クリスの散さん歩ぽとか、世せ話わとか……」

　豪ごう華か客きゃく船せんも、ディナーパーティーも、ぼくの想そう像ぞう外がいの世せ界かい。そんなところへ行いっても、緊きん張ちょうしてガチガチになっちゃう。クリスと散さん歩ぽしている方ほうが、どれほど気き楽らくで楽たのしいか！

　クリスは何なんの話はなしかと、みんなの顔かおをきょろきょろ見みまわしている。

　ところが杉すぎ崎さきは、陽詩ひなたのガードを簡かん単たんに打うちくだいた。

「それだったら、大だい丈じょう夫ぶです。プリマヴェッラ号ごうは、豪ごう華か客きゃく船せんの中なかでも数かず少すくない、ペットと一いっ緒しょにクルーズできる船ふねで、そのためのサービスも充じゅう実じつしているんですよ。ぜひワンちゃんも連つれてきてください」

　ええっ！　陽詩ひなたは、ソファーの上うえでひっくり返かえりそうになった。

　で、でも……。

「やっぱり、おとながいっしょに行いった方ほうがいいですよね？　残ざん念ねんだけど、わたしたちは無む理りだわ。病びょう院いんは夜よる七時じまでなので……」

　いつの間まにか、診しん察さつ室しつから出でてきて話はなしを聞きいていた涼すず音ねが言いった。裕ゆう介すけが手てを上あげる。

「ぼくは、涼すずちゃんさえいいって言いってくれれば、いっしょに行いくんだけどなー」

「何なに言いってるの！　金きん曜よう日びは混こむし、ワンちゃんのヘアカットの予よ約やくも入はいってるわよ。麻ま由ゆ香かちゃんちのご両りょう親しんはどう？」

　麻ま由ゆ香かはしゅんとして、鼻はなの前まえで人ひと差さし指ゆびをつつき合あわせた。

「うちも、無む理りかも……。もっと前まえから分わかってれば、お休やすみ取とれたかもしれないけど……」

　美み都ともがっかりしたようだ。下したを向むいて、つま先さきでぐりぐりと床ゆかを踏ふみつけている。

　杉すぎ崎さきがぎゅっと口くちを結むすんで、頭あたまをさげた。

「申もうし訳わけありません。かえって、ご迷めい惑わくなお誘さそいをしてしまって。船ふねに乗のったら、ぼくは美み都とに付つきっきりになるので、やはりどなたかおとなの方かたに付つき添そっていただかないと……。麻ま由ゆ香かちゃん、ごめんね。きっとまたお誘さそいしますから……」
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　陽詩ひなたはホッと胸むねをなでおろした。よかった、行いかなくてすんだ……。

　ところが、麻ま由ゆ香かがフフフ……と不ぶ気き味みな笑わらい声ごえをあげて、顔かおを上あげたのだ。

「わたし思おもいついた！　おとなの人ひとならいいのよね？　ひとりいるじゃん、ヒマな人ひと！」

　え？　驚おどろいた陽詩ひなたが麻ま由ゆ香かの顔かおを見みると、クリスもウォン？　と一ひと声こえ鳴ないた。

「そうだよ、クリス。あんたは分わかってるでしょ？　あんたの元もとの飼かい主ぬし、小こ林ばやしさん。絶ぜっ対たいにヒマな探たん偵ていだよね？」




　そんなわけで、陽詩ひなたと麻ま由ゆ香かとクリス、そして「絶ぜっ対たいにヒマな探たん偵てい」小こ林ばやし翔しょうは、三みっ日か後ご、豪ごう華か客きゃく船せんプリマヴェッラ号ごうに、乗じょう船せんすることになったのだ。
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　当とう日じつの三時じ過すぎ、陽詩ひなたたちは、動どう物ぶつ病びょう院いんの前まえで、美み都との父ちち親おやのワゴン車しゃに乗のりこんだ。

　豪ごう華か客きゃく船せんには「ドレスコード」というのがあって、場ば面めんに合あわせて服ふく装そうが決きめられているのだそうだ。正せい式しきなディナーには、ドレスやタキシードを着きなければいけないらしい。

「気き軽がるな出しゅっ航こうパーティーですので、ちょっとしたお出でかけスタイルで十じゅう分ぶんです」

　そう杉すぎ崎さきは言いったのだが、陽詩ひなたは涼すず音ねにスーツを着きせられ、息いきがつまりそうになっている。ただ、クリスもいっしょなので、お散さん歩ぽショルダーバッグはいつもどおり肩かたからかけていた。

　麻ま由ゆ香かといえば、薄うす紫むらさきのふわふわしたワンピース姿すがたで気き取どっていた。ストラップの付ついたつやつやの黒くろい靴くつをはき、ツインテールには、服ふくと同おなじ布ぬのでできた花はな飾かざりも着つけている。

「親しん戚せきの結けっ婚こん式しきに出でたときのドレスだよ。似に合あうでしょ？」

　陽詩ひなたはいつもの服ふくの方ほうが似に合あうと思おもったが、口くちがさけてもそんなこと言いえるわけがない。

　車くるまいすに乗のった青せい年ねん、小こ林ばやしは、タンスの奥おくから引ひっ張ぱり出だしてきたというスーツに身みを包つつんでいた。

「久ひさしぶりにしめると、ネクタイってやっぱり苦くるしいな」

と、何なん度どもえりもとに指ゆびを入いれている。いつものぼさぼさ頭あたまは、一いっ所しょ懸けん命めいなでつけたようだ。

　クリスだけは、おしゃれのしようがないので、いつもと同おなじ。

「蝶ちょうネクタイが付ついた首くび輪わ、買かってあげればよかったのに……」

　麻ま由ゆ香かは文もん句くを言いったけれど、陽詩ひなたは無む視しした。




　助じょ手しゅ席せきには、ヴァイオリンケースを抱かかえた美み都と。地じ味みな黒くろいワンピースを着きている。

　ケースの中なかには、例れいのストラディバリウスが入はいっているそうだ。

　後こう部ぶ座ざ席せきに、陽詩ひなたとクリスと麻ま由ゆ香か。そして裕ゆう介すけに手て伝つだってもらって、小こ林ばやしが最さい後ごに乗のりこむ。

　彼かれの、カッコいい最さい新しん式しき電でん動どう車くるまいすは、美み都との荷に物もつといっしょに、荷に台だいに積つみこまれた。

「では、行いってきます。帰かえりは九時じ過すぎになると思おもいます」

　杉すぎ崎さきは裕ゆう介すけにそう伝つたえ、車くるまを発はっ進しんさせた。




　美み都とはピリピリした空くう気きをまとっていて、ひとことも口くちをきかない。乗じょう車しゃの前まえに、

「すみません、美み都とは演えん奏そう前まえなので打うち解とけないと思おもいますが、お許ゆるしください」

と杉すぎ崎さきからささやかれていたので、陽詩ひなたたちもあえて話はなしかけようとしなかった。

「横よこ浜はまだったよね」

　小こ林ばやしが、小こ声ごえで陽詩ひなたたちに言いった。

「クリスと別わかれるきっかけになったのは、横よこ浜はま港こうで起おきた事じ件けんだったんだ。警けい察さつ犬けんクリスティ号ごうの、最さい初しょで最さい後ごの事じ件けん。またあそこへ行いくのは、ちょっと緊きん張ちょうするな……」

　そうだったんだ……。そこで小こ林ばやしさんは犯はん人にんたちに捕つかまって、クリスと離はなればなれになり、長ながい間あいだ監かん禁きんされていた。その上うえ、足あしも不ふ自じ由ゆうになっちゃったんだもんね……。

　陽詩ひなたは小こ林ばやしの気き持もちを察さっし、ただうなずく。

「その前まえにも、横よこ浜はまの海かい上じょう保ほ安あん本ほん部ぶに行いったっけなー。麻ま薬やくの密みつ輸ゆを発はっ見けんするための、訓くん練れんに参さん加かしたんだ。そこでも優ゆう秀しゅうだってほめられたよね、クリス。……覚おぼえてるかな？」

　小こ林ばやしは、懐なつかしそうに目めを細ほそめてクリスを見みた。

　陽詩ひなたの足あしもとで、クリスはクーンとやさしい声こえを上あげる。

　もちろん覚おぼえてるよ。そう言いったのかもしれない。

[image: ]

　横よこ浜はま港こうの大おおきな桟さん橋ばしにある、大おおきな国こく際さい客きゃく船せんターミナル。

　駐ちゅう車しゃ場じょうで車くるまを下おりた陽詩ひなたたちは、二階かいの受うけ付つけカウンターで、簡かん単たんな乗じょう船せんの手て続つづきをした。

「ぼくたちは、『特とく別べつ乗じょう船せん客きゃく』ということになります。一いち時じ的てきな乗じょう船せんですからね」

　杉すぎ崎さきがスーツケースを係かかり員いんに預あずけると、一いち同どうは大おお型がた客きゃく船せん専せん用ようの乗じょう船せん口ぐちに向むかった。

「ターミナルから、直ちょく接せつ、船ふねの三階がいのロビーに乗じょう船せんできるそうです」

　美み都とがヴァイオリンケースを抱だき、その横よこを杉すぎ崎さきが歩あるく。すぐ後うしろをスキップで付ついていく麻ま由ゆ香か。陽詩ひなたとクリス、車くるまいすの小こ林ばやしは、最さい後ごからゆっくり進すすんでいった。

　係かかり員いんが、搭とう乗じょう橋きょうへと案あん内ないしてくれる。

　ターミナルビルとプリマヴェッラ号ごうをつなぐ、トンネルのような橋はしだ。

　そして、トンネルを抜ぬけて船せん内ないに足あしをふみいれたとたん……、そこは別べっ世せ界かいだった！




　陽詩ひなたは後こう悔かいした。

　わあ！　場ば違ちがいなところに来きちゃった。やっぱ断ことわればよかった……。

　まずは、ロビーのまぶしい照しょう明めい、そしてそのケタ外はずれの空くう間かんの広ひろさに、圧あっ倒とうされた。

　吹ふき抜ぬけの高たかい天てん井じょうには、色いろとりどりのステンドグラス。

　足あしもとに広ひろがる、ふかふかの絨じゅう毯たん。

　休きゅう憩けい用ようのソファーやイス、係かかり員いんが控ひかえているデスク、そしてさまざまな装そう飾しょく品ひん、何なにもかもが高こう級きゅうでキラキラ光ひかって見みえた。

　広ひろ間まの正しょう面めんに巨きょ大だいな帆はん船せん模も型けいが飾かざられ、それを囲かこむように、ふたつの大おお階かい段だんが上うえの階かいへと延のびている。

　美うつくしい曲きょく線せんを描えがいた階かい段だんは、まるで、シンデレラがかけ下おりて来きそうだ。もしかして、お城しろの舞ぶ踏とう会かいにまぎれこんじゃったのかな？

「では、わたしたちは控ひかえ室しつでコンサートの準じゅん備びをしますので、みなさんは船ふねを楽たのしんでいてくださいね。この方かたが案あん内ないしてくれるそうです」

　杉すぎ崎さきはそう言いい残のこすと、美み都とといっしょに、ロビーの奥おくのエレベーターに向むかって行いった。

　紹しょう介かいされたのは、紺こんのブレザースーツの制せい服ふくに身みを包つつみ、黒くろ髪かみをシニョンにまとめた若わかい女じょ性せいだった。彼かの女じょは、胸むねの下したで両りょう手てを組くみ、腰こしをきっちり三十度ど折おっておじぎをした。

「加か瀬せ千ち帆ほ里りと申もうします。まだ研けん修しゅう中ちゅうの新しん人じんクルーですが、精せいいっぱいみなさまのお世せ話わをいたします。よ、よろしくお願ねがいいたしまちゅ……！」

　セリフをかんだ千ち帆ほ里りは、真まっ赤かになって片かた手てで口くちを押おさえる。

　麻ま由ゆ香かはうふふと笑わらった。

「気きにしないで、千ち帆ほ里りさん。わたしたちも新しん人じんのお客きゃくさんだから。ね、クルーってなあに？」

「すみません……。えーと、船ふねで働はたらいている人ひとのことをクルーっていうの」

「そうなんだ、かっこいい！　よろしくお願ねがいします。わたし、麻ま由ゆ香か。こっちは陽詩ひなた」

　ぴょこんと頭あたまを下さげる麻ま由ゆ香かにつられて、陽詩ひなたもあわてて頭あたまを下さげる。

「ぼくは小こ林ばやしです。どうぞよろしく。いろいろ教おしえてください」

　小こ林ばやしも自じ己こ紹しょう介かいをすると、千ち帆ほ里りは一いっ瞬しゅん彼かれを見みつめてから、またおじぎをした。

「わたしも、まだ分わからないことばかりですが……。えーと、ここが三階がいのロビーです。奥おくに、ショップとカジノがあって……」

　説せつ明めいを聞ききながら、陽詩ひなたはもう一いち度ど天てん井じょうを見み上あげた。

　すごい。すごすぎる……。「豪ごう華か」がいっぱい詰つまったこの空くう間かんに、押おしつぶされそうだ。

　まわりにはたくさんの着き飾かざった乗じょう船せん客きゃく。外がい国こく人じんの割わり合あいも多おおく、日に本ほん語ごではない会かい話わが飛とび交かっている。

　陽詩ひなたはごくりとつばをのんだ。緊きん張ちょうするなぁ。体からだがガチガチだ……。

　千ち帆ほ里りが心しん配ぱいそうに、陽詩ひなたの顔かおをのぞきこんだ。

「あのう、一いっ回かいデッキに出でて、外そとの空くう気きを吸すいましょうか？　陽詩ひなたくんの顔かお色いろが……」




　ということで、一いち同どうは乗じょう船せん口ぐちの横よこにある、バルコニーに出でることになった。

　陽詩ひなたは、手てすりから身みを乗のり出だし、大おおきく息いきを吸すった。ああ、生いき返かえった気き分ぶん！

　目めの前まえは、今いま通とおってきた客きゃく船せんターミナルだ。

　麻ま由ゆ香かは手てすりに背せ中なかを預あずけて、陽詩ひなたと反はん対たい側がわを見み上あげていた。

「まるで、でっかいマンションみたいだねー」

　麻ま由ゆ香かの言こと葉ば通どおり、目めの前まえには大おおきな建たて物ものがそびえたっている。ずらりと並ならんだバルコニー付つきの窓まどの列れつは、視し界かいに入はいりきらない。全ぜん体たいで十二階かい建だて、乗じょう客きゃくは二千人にん以い上じょうだそうだ。

　これが船ふねだなんて！

「マンションっていうか、超ちょう高こう級きゅうホテルだ。すごいよなー」

　麻ま由ゆ香かのとなりで、小こ林ばやしがうめいた。

「貧びん乏ぼう探たん偵ていには、こんなところ一いっ生しょう縁えんがないと思おもってたよ。おまえも落おち着つかないのか？」

　陽詩ひなたの足あしもとで、クーンと鳴ないているクリスに、小こ林ばやしは声こえをかける。

「どう、陽詩ひなた？　少すこしは気き分ぶんよくなった？」

　麻ま由ゆ香かが首くびをかしげ、陽詩ひなたの顔かおを見みる。陽詩ひなたはなんとかうなずいてみせた。

「う、うん……」

「よかった！　ほら、緊きん張ちょうしてないで、力ちからを抜ぬいて楽たのしもうよ。せっかく来きたんだから」

　麻ま由ゆ香かにぽんと肩かたをたたかれ、陽詩ひなたは笑わらった。

　そうだね、せっかく来きたんだもん。きっとうちではお父とうさんとお母かあさんが、うずうずしてぼくの帰かえりを待まっているに違ちがいない。いろいろ見みて、報ほう告こくしてあげないと……。それに、ぼくが緊きん張ちょうしてるとクリスも不ふ安あんになるからな。

　気きを取とり直なおした陽詩ひなたを見みて、麻ま由ゆ香かは満まん足ぞくそうに言いった。

「じゃあ戻もどろうか。美み都とちゃんのコンサート、そろそろ始はじまるよ！」

　陽詩ひなたはうなずいて、クリスと歩あるきはじめる。

　小こ林ばやしは、車くるまいすの手てすりにある操そう作さレバーを倒たおして、発はっ進しんさせた。




　カフェを通とおってロビーに戻もどると、陽詩ひなたはまた目めをみはることになった。

　おしゃれなイスが半はん円えん状じょうに何なん列れつも並ならび、お客きゃくさんたちがすわっている。さっきまでは船ふねのエントランスだったのに、コンサート会かい場じょうに様さま変がわりしていたのだ。

　正しょう面めんの大おお階かい段だんでも人ひと々びとが立たち止どまり、手てすりにもたれて会かい場じょうを見み下おろしている。

　楽たのしそうなささやきと笑わらい声ごえに、ロビーは満みちあふれていた。

「ミニコンサートって言いってなかったっけ？　これでミニ？」

　小こ林ばやしは、ため息いきといっしょに陽詩ひなたに言いった。

　陽詩ひなたたちは千ち帆ほ里りにみちびかれ、一いち番ばん前まえの座ざ席せきについた。そのとたん、照しょう明めいが落おちる。

　陽詩ひなたは身みをかがめて、クリスがびっくりしないように、首くびを抱だいてやった。

　帆はん船せんの模も型けいが、ぼんやりと浮うかび上あがり、その前まえに立たった人ひとにスポットライトが当あたった。白しろい立りっ派ぱな制せい服ふくを着きた、体たい格かくのいい外がい国こく人じん男だん性せいだ。袖そで口ぐちについた金きん色いろの四本ほん線せんが光ひかっている。

「船せん長ちょうさんだ！」

　麻ま由ゆ香かが興こう奮ふんして、陽詩ひなたの耳みみにささやきかける。拍はく手しゅがわき、彼かれのスピーチが始はじまった。

「Good evening, everyone!　Welcome aboard. I'm the captain of this ship……みなさん、こんばんは！　ご乗船いただきありがとうございます。わたしは船長の……」

「麻ま由ゆ香か、分わかる？　英えい会かい話わ教きょう室しつに通かよってるだろ？」

　陽詩ひなたは思おもわず聞きいた。麻ま由ゆ香かは、

「うん、ばっちり！」

とうなずく。ほんとかな？

　しばらくして、あいさつは日に本ほん語ごに切きり替かわった。船せん長ちょうは日に本ほん語ごも上じょう手ずだ。

「多おおくご乗じょう船せんの日に本ほんのお客きゃくさまにも、ごあいさつ申もうし上あげます。ようこそ、プリマヴェッラ号ごうへ。今こん夜やは、出しゅっ航こうイベントにふさわしいフレッシュなゲストをお招まねきしました。将しょう来らい有ゆう望ぼうな、若わか手てヴァイオリニスト、杉すぎ崎さき美み都とさんです！」

　思おもわず拍はく手しゅをした麻ま由ゆ香かだが、まわりがシーンとしているので、あわててひざに手てを戻もどす。

「今こ宵よい奏かなでるのは、ストラディバリウスです。ご承しょう知ちとは思おもいますが、これはストラディバリという昔むかしの職しょく人にんが作つくった、有ゆう名めいなヴァイオリンのひとつ。この船ふねのお客きゃくさまの曽そ我が雄ゆう大だいさまが、プリマヴェッラ号ごうの出しゅっ航こうのお祝いわいにと、特とく別べつに貸かし出だしてくださいました。彼かれのコレクションの中なかでも、一いち番ばんすばらしい楽がっ器きだとか。どうか曽そ我がさまに拍はく手しゅを！」

　スポットライトが最さい前ぜん列れつの真まん中なかを照てらした。

　やせた小こ柄がらな老ろう人じんが立たち上あがり、後うしろのお客きゃくたちに手てをふってみせる。大おおきな拍はく手しゅが起おこった。

「なんで、美み都とちゃんじゃなくて、おじいさんに拍はく手しゅするのよ！」

　麻ま由ゆ香かは悔くやしそうだ。船せん長ちょうは、片かた手てを上あげた。

「お待またせいたしました。では、ストラディバリウスの登とう場じょうです。最さい後ごまでお楽たのしみください」

「登とう場じょうするのは、美み都とちゃんでしょ！」

　麻ま由ゆ香かの文もん句くをかき消けす、さらに大おおきな拍はく手しゅ。

　まずは帆はん船せん模も型けいの左ひだり側がわにあるグランドピアノの前まえに、ピアニストが現あらわれた。

　と、陽詩ひなたたちの前まえを、ふわりと真まっ赤かなドレスが横よこ切ぎっていく。

　美み都とちゃん？

　陽詩ひなたはあんぐりと口くちを開あけた。

　赤あかいチュールのロングドレスを着きた美み都とは、ヴァイオリンを片かた手てに、堂どう々どうと歩あるいていく。

　長ながい髪かみをポニーテールにまとめ、少すこしお化け粧しょうをしているせいで、いつも以い上じょうにおとなっぽく見みえた。シンプルなドレスが、すらりとした体たい形けいによく似にあっている。

　さっきまで、いっしょに車くるまに乗のっていた美み都ととは、まるで別べつ人じんのようだった。

　美み都とは帆はん船せん模も型けいの正しょう面めんまで進すすむと、前まえを向むいて、ていねいにおじぎをした。

「杉すぎ崎さき美み都とです。よろしくお願ねがいいたします」

　さざ波なみのように、静しずかな拍はく手しゅが起おこる。

「この船ふねの名な前まえは、プリマヴェッラ。イタリア語ごで『春はる』のことです。それにちなんで、一曲きょく目めは、同おなじ名な前まえの曲きょくをご用よう意いいたしました。ベートーベン作さっ曲きょくのヴァイオリン・ソナタ第だい五番ばん『春はる』の第だい一楽がく章しょうです。では……」

　美み都とは、ヴァイオリンをあごの下したにはさみ、少すこし上うえを向むいて弓ゆみを構かまえた。

　そして、ピアニストと目めを合あわせて小ちいさくうなずくと、一いっ気きに弓ゆみを引ひく。

　つややかな茶ちゃ色いろのヴァイオリンから、音おん楽がくがあふれ出だした！
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　高こう音おんから始はじまった曲きょくは、なめらかに音おん階かいを下くだり、またかけ上あがっていく。

　のびやかな響ひびきと、リズミカルにはじける音おとが、美うつくしいメロディの中なかで踊おどる。

　そこへ、キラキラしたピアノの音おとがからまってくる。まるでピアノとヴァイオリンが、野の原はらで追おいかけっこをしたり、呼よび合あったり、ふざけたりしているようだ。

　明あかるさと暗くらさが交まじり合あいながらメロディが流ながれて広ひろがり、聴きき手てをいざなっていく。

　遠とおくで雷かみなりが鳴なっているのかな？　いや、また陽ひが射さしてきた。暖あたたかく明あかるい、春はるの光ひかり……。

　気き持もちいい！

　クラシックなんてほとんど聴きいたことのない陽詩ひなたと麻ま由ゆ香かは、あっけにとられて口くちをぽかんと開あけていた。音おん楽がくが体からだの中なかにしみこんでいくようだ。

　美み都とちゃん、すごい！

　気きが付つくと、曲きょくは終おわっており、みんなが割われんばかりの拍はく手しゅをしていた。

　美み都とはていねいにおじぎをすると、また口くちを開ひらいた。

「ありがとうございます。では、次つぎの曲きょく、モンティ作さっ曲きょくの『チャルダッシュ』を……」
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　三十分ぷんほどのコンサートが終おわって、その興こう奮ふんが冷さめきらないうちに、陽詩ひなたはクリスを連つれてエレベーターに乗のっていた。

「パーティーの間あいだは、ワンちゃんをケンネルでお預あずかりしますね。申もうし訳わけないんですけれど、飼かい主ぬしさまがご自じ分ぶんで連つれて行いく決きまりですので……」

　そう千ち帆ほ里りに言いわれて、案あん内ないしてもらっている途と中ちゅうだ。

「ケンネル」というのは、もともと「犬いぬ小ご屋や」という意い味み。この船ふねでは、乗じょう船せん客きゃくのペットを預あずかったり、世せ話わをしてくれたりする施し設せつの名な前まえだそうだ。

　エレベーターは音おともなく最さい上じょう階かいの十二階かいまで上あがった。エレベーターホールのガラスドアを出でると、そこは屋や根ねのない甲かん板ぱんの上うえだった。にぎわっていたロビーと違ちがって人ひと気けがなく、日ひもすっかり暮くれて、寒さむ々ざむとしている。風かぜの音おとだけが、ヒューヒューと耳みみもとで鳴なった。

「ここです」

　エレベーターホールの左ひだり横よこの扉とびらに、かわいい犬いぬ小ご屋やのマークがついていた。

　千ち帆ほ里りがそこをノックすると、すぐに扉とびらが開ひらいた。

「Welcome to our home!ようこそいらっしゃいました！」

　中なかから、緑みどり色いろの制せい服ふくを着きた女じょ性せいが、明あかるく声こえをかけてきた。体たい格かくのいい四十代だいくらいの外がい国こく人じんで、豊ゆたかな髪かみを後うしろでぎゅっとしばっている。

「Hi,ハイ、 Liz.リズ。 お客きゃくさまよ」

　リズと呼よばれた彼かの女じょは、目め鼻はな立だちのはっきりした顔かおでにっこりと笑わらった。

「ご連れん絡らくいただいていますよ。特とく別べつ乗じょう船せんのお客きゃくさま、陽詩ひなたとクリスですね？」

　陽詩ひなたがうなずくと、リズはドアをいっぱいに開ひらいて迎むかえ入いれる。

「どうぞ、奥おくのカウンターまで」

　寒さむ々ざむとしていた甲かん板ぱんと違ちがって、建たて物ものの中なかは柔やわらかい照しょう明めいに満みたされて、暖あたたかかった。

　壁かべには犬いぬやネコの写しゃ真しんが飾かざられ、本ほん棚だなには、外がい国こくのペットの雑ざっ誌しや本ほんが並ならんでいる。すわり心ごこ地ちのよさそうなソファーがいくつか置おいてあった。

　部へ屋やの空くう気きにはかすかに動どう物ぶつの匂においが混まじっている。奥おくの方ほうから「ワンワン」「クーン……」という犬いぬの声こえも聞きこえてきた。

　奥おくのカウンターには、先せん客きゃくの後うしろ姿すがたがあった。大おおきな金きん色いろのゴールデンレトリバーを連つれた少しょう年ねんで、別べつの女じょ性せいの係かかり員いんの話はなしを聞きいている。

　クリスが低ひくくウゥとうなった。

「どうしたクリス？」

　万まんが一いち、飛とびかかったりしないように、陽詩ひなたはリードを引ひき寄よせた。相あい性しょうの悪わるい犬いぬなのかな？　クリスは、散さん歩ぽ途と中ちゅうで会あう仲なか間まにも、だいたいフレンドリーなんだけどな。

　その声こえを聞ききつけたのか、ゴールデンと少しょう年ねんが同どう時じに振ふりむいた。

　ゴールデンの表ひょう情じょうが、ぱっと輝かがやく。目めじりが下さがって、舌したがだらりと垂たれた。

　体からだは大おおきいけれど、まだ子こ犬いぬかもしれない。仲なか間まに出で会あって、単たん純じゅんに喜よろこんでいるようだ。

　少しょう年ねんの方ほうは、陽詩ひなたたちを見みて、一いっ瞬しゅんびっくりしたような表ひょう情じょうを浮うかべた。

　スリムな黒くろいスーツを着きて、ターコイズブルーのネクタイをしている。色いろ白じろの繊せん細さいな顔かお立だちで、短たん髪ぱつ。黒くろいまっすぐな髪かみが半はん分ぶん目めを隠かくしていたが、その瞳ひとみもブルーに光ひかっているようだ。

　中ちゅう学がく生せいくらいかな？

　そう思おもいながら陽詩ひなたが頭あたまを下さげると、少しょう年ねんはぷいと目めをそらして、係かかり員いんに低ひくい声こえで言いった。

「じゃ、お願ねがいします……」

　そして、ゴールデンのリードを係かかり員いんに差さし出だす。

「はい、お預あずかりします。お迎むかえの際さいは、必かならずこのカードをお持もちください」

　係かかり員いんはにっこりとうなずくと、リードと引ひき換かえに、小ちいさなカードを少しょう年ねんに渡わたした。

「行いってらっしゃいませ、支はせ倉くらさま……」

　少しょう年ねんはゴールデンの頭あたまをひとなですると、陽詩ひなたを無む視しして、足あし早ばやに部へ屋やを出でて行いった。

　係かかり員いんは、ゴールデンのリードを引ひいて、カウンターの右みぎ奥おくへ消きえていく。

「さあ、陽詩ひなたとクリスはこちらへ！」

　明あかるいリズの声こえにうながされてカウンターへ行いった陽詩ひなたは、その上うえに置おいてあった書しょ類るいをちらっと見みた。

　英えい語ごの文ぶん章しょうの下したに、「支はせ倉くら玲れ央お」、「小こ太た郎ろう」と手て書がきで記き入にゅうしてある。

　へえ！　あの子こ、小こ太た郎ろうって言いうんだ。かわいい名な前まえだな……。

　リズが新あたらしいカードと書しょ類るいを出だしてきて、カウンターに置おいた。

「このカードと書しょ類るいに、あなたの名な前まえとワンちゃんの名な前まえを書かいてくださいね」

　陽詩ひなたが名な前まえを書かくと、リズは書しょ類るいに今いまの時じ刻こくと自じ分ぶんのサインを入いれ、カードは返かえしてくれた。

「はい。これはお迎むかえのときに必ひつ要ようですから、なくさないでね」

　カードをバッグに入いれようとした瞬しゅん間かん、陽詩ひなたの左ひだり手てからリードがするりと抜ぬけた。

　えっ？

　驚おどろいてクリスを見みると、受うけ付つけの左ひだり奥おくへすたすたと歩あるいていく。

「ク、クリスどうした？　待まって！」

　クリスはちょっと立たち止どまってふり返かえった。きりっとした、お仕し事ごとモードの表ひょう情じょうだ。そして、また奥おくへと歩あるき出だす。

「ダメだよ、クリス！　勝かっ手てに行いっちゃ」

　陽詩ひなたは、あわててクリスを追おった。あとから千ち帆ほ里りとリズが走はしってくる。

　左ひだり奥おくは倉そう庫こになっていた。棚たなに、何なん種しゅ類るいものペット用ようフードや、衛えい生せい用よう品ひん、おもちゃなどが、きちんと収しゅう納のうされている。

　クリスは、一いち番ばん奥おくに積つみ重かさねてあった段だんボール箱ばこを、フンフンと嗅かいだ。そして、

「ワン！」

と一ひと声こえ吠ほえた。どう、ぼくやったでしょ？　そう言いいたげな、得とく意いそうな顔かおをしている。
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「あーら、おなかが空すいているの？」

　リズが体からだをゆすって大おお笑わらいした。

「その箱はこは、特とく別べつにお預あずかりした高こう級きゅうドッグフードよ。食くいしん坊ぼうさんね！」

　陽詩ひなたは真まっ赤かになって、クリスのリードを拾ひろい上あげた。

「ダ、ダメだよクリス！　それはほかの子このフード。おまえのは、ここにあるから……」

　リードを引ひき、お散さん歩ぽバッグをたたいて、必ひっ死しに言いい聞きかせる陽詩ひなた。

　クリスはワォン？　と首くびをかしげた。ぼく、何なにか間ま違ちがえた？

　リズはまだ笑わらいながら、片かた手てを差さし出だした。

「じゃ、そのフードをくださいな。わたしがクリスにあげておきますから。陽詩ひなたは、パーティーに行いかなきゃ。そろそろ始はじまる時じ刻こくでしょ？」

　陽詩ひなたはバッグからフードの袋ふくろを引ひっぱりだし、その手てにのせた。

「す、すみません、お願ねがいします。あのう、クリスはいつもそんなに食くいしん坊ぼうじゃないんですけど……」

　クリスの名めい誉よのためにと、陽詩ひなたはまだ顔かおをほてらせて一いっ所しょ懸けん命めい言いい訳わけした。

　千ち帆ほ里りが、そんな陽詩ひなたの顔かおをのぞきこんだ。

「大だい丈じょう夫ぶですよ、リズに任まかせておけば……。クリスも、いつもと違ちがう雰ふん囲い気きに緊きん張ちょうしたんじゃないかしら？　静しずかなところに来きてホッとしたら、おなかが空すいたのかもしれませんよ」

　リズも微笑ほほえみながら言いった。

「そうよね。さあ、リードをくださいな」

　陽詩ひなたはリードをリズに渡わたすと、クリスの頭あたまをなでて、ケンネルを後あとにした。
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　陽詩ひなたがロビーに帰かえり着つき、その奥おくのレストランに案あん内ないされたときには、パーティーはもう始はじまっていた。

　たくさんの人ひとが、料りょう理りやグラスを片かた手てに、立たったまましゃべったり笑わらったりしている。

　だいぶこの船ふねの豪ごう華かさに慣なれてきた陽詩ひなただったが、パーティーの華はなやかさはまた格かく別べつだ。

　レストランの片かた側がわに、色いろとりどりのおいしそうな料りょう理りがずらりと並ならび、人ひと々びとが群むらがっている。

「ここはビュッフェレストランですから、好すきなお料りょう理りを取とって食たべてくださいね」

　千ち帆ほ里りはそう言いって、スタッフが運はこんでいたオレンジジュースを取とってくれた。

「とりあえず、のど渇かわいたでしょう？」

「陽詩ひなた、こっち、こっち！」

　向むこうから麻ま由ゆ香かの声こえがかかった。

　陽詩ひなたがジュースを片かた手てに声こえの方ほうへ向むかうと、麻ま由ゆ香かたちは隅すみの六人にんがけテーブルで、料りょう理りを食たべ始はじめていた。

　赤あかいドレス姿すがたの美み都とも、黙もく々もくとサラダを食たべている。

　陽詩ひなたはジュースをテーブルに置おき、まずは美み都とにコンサートの感かん想そうを告つげた。

「み、美み都とちゃん、ヴァイオリンすごかったよ！　びっくりした。きれいな音おとだった」

　美み都とはナプキンで口くち元もとをぬぐって、表ひょう情じょうを変かえずに言いった。

「ありがとう。自じ分ぶんでも結けっ構こううまく弾ひけたと思おもう」

「え、そうだったのか？」

　となりの杉すぎ崎さきが、うれしそうな声こえを上あげた。

「美み都とはなかなか自じ分ぶんの演えん奏そうに納なっ得とくしないじゃないか！　よかった、そりゃ、よかった！」

　美み都とはつんと鼻はなを上あげて付つけ足たす。

「会かい場じょうは最さい悪あく。響ひびきがよくない。でも、ヴァイオリンはいい音おとが出だせた」

「さすが、スト……、ストラ、ストラバリー……？」

　麻ま由ゆ香かが必ひっ死しで思おもい出だしながら聞きくと、美み都とはぴしゃりと返かえした。

「ストラディバリウス！　ストロベリーといっしょにしないで！」

　ワインを飲のんでいた小こ林ばやしが、プッと吹ふき出だし、テーブルの全ぜん員いんが笑わらい出だす。美み都とも、口くちのはしを少すこし上あげて笑わらっているようだ。

「悪わるかったわね！　生なまでヴァイオリンを見みたのも初はじめてなんだから、そんなめちゃ難むずかしい名な前まえ、覚おぼえられるわけないじゃん！」

　麻ま由ゆ香かが逆ぎゃく切ぎれすると、みんなの笑わらい声ごえがまた大おおきくなった。

「うん、もう！　ローストビーフもらってくる！」

　ガタンと音おとを立たててイスを引ひくと、麻ま由ゆ香かは陽詩ひなたに指ゆびを突つきつけた。

「いい？　陽詩ひなた。いつでも食たべられるようなピザとかじゃなく、高こう級きゅうなお料りょう理りを選えらばなきゃ損そんよ。せっかくなんだからね！」

　麻ま由ゆ香かはプンプン怒おこって去さっていく。千ち帆ほ里りも笑わらいをこらえながら、陽詩ひなたくんの分ぶんもお持もちしますねと、そのあとを追おっていった。

　今いまの麻ま由ゆ香かのセリフ、お母かあさんがいたら絶ぜっ対たい言いいそうだな……。陽詩ひなたは苦く笑しょうした。

「ん、でも麻ま由ゆ香かちゃんのアドバイスは的てき確かくです。ぼく、生うまれて初はじめて食たべました。この黒くろいの、キャビアですよね？　うまいなぁ……」

　小こ林ばやしは、目めの前まえの三さん角かくのグラスを持もち上あげた。中なかに入はいっているのは小こエビの料りょう理りで、上うえに黒くろい粒つぶ々つぶがこんもりのっている。

「どうぞ、存ぞん分ぶんに召めし上あがってください」

　杉すぎ崎さきが微笑ほほえんだ。小こ林ばやしは身みを乗のり出だして、こそっと美み都との後うしろを指ゆびさした。

「ちなみに、美み都とちゃんは主しゅ役やくなのに、ここで食たべていていいんですか？」

　小こ林ばやしの指ゆびの先さきでは、ストラディバリウスの持もち主ぬしの曽そ我がが、大おお勢ぜいの人ひとに囲かこまれて大おおきな声こえでしゃべっていた。

　となりには赤あかい布ぬのがかかった台だいがあり、上うえにストラディバリウスが飾かざってある。体たい格かくのいいふたりの警けい備び員いんに守まもられ、曽そ我がともども、パーティー客きゃくの注ちゅう目もくを浴あびていた。

「まあ、今いまの相そう場ばでは、三億おく円えんというところでしょうかね」

　曽そ我がの大おお声ごえが響ひびく。まわりの人ひと々びとが、おお！　と驚おどろきの声こえを上あげた。

「これからますます価か値ちは上あがっていきますよ。保ほ険けん代だいだけでも、バカになりませんわな」

　美み都とはちらりと後うしろをふり返かえり、冷さめた声こえで言いった。

「いいのよ。あの人ひとたちが興きょう味みを持もってるのは、値ね段だんの高たかいヴァイオリン。だれが、どんな演えん奏そうしたのかなんて、関かん係けいないんだわ」

　なんと返かえしていいかわからず、小こ林ばやしはあいまいな笑えみを浮うかべる。

「……美み都と、チキンを持もってこようか？　好すきだろ？」

　美み都との父ちちが、娘むすめをなだめるようにやさしく言いった。

「うん、お願ねがい。演えん奏そうが終おわったらおなかがすいちゃった。ジュースのお代かわりと、パンもね」

　美み都とちゃんも大たい変へんだなと、小こ林ばやしは陽詩ひなたに目め配くばせしてみせる。

　本ほん当とうだよね、と陽詩ひなたはそう目めで返かえし、美み都とにおずおずとたずねた。

「み、美み都とちゃん、曽そ我がさんが言いってた保ほ険けん代だいって？」

　美み都とはスープをすくいながら、上うわ目めづかいで答こたえた。

「ヴァイオリンにキズが付ついたり、壊こわれたり、盗ぬすまれたりしたときのために、保ほ険けんをかけておくの。なにかあったら、保ほ険けん会がい社しゃがお金かねを出だしてくれるってわけ。ただ、楽がっ器きが高たかいから、保ほ険けんのために払はらうお金かねも高たかいんだって。わたしには関かん係けいないけど……」

　そのとき、テーブルの横よこを通とおりかかった品ひんのいい年ねん配ぱいの男だん性せいが、ふと美み都とに目めをとめた。

「おお、杉すぎ崎さき美み都とさん。あなた、すばらしかったですよ！　ありがとう、いい演えん奏そうを……。握あく手しゅしてくださいますか？」

　美み都とはさっと立たち上あがって、差さし出だされた手てを握にぎった。

「ありがとうございます。そう言いってくださって、うれしいです」

　それを目めのはしでとらえたのか、曽そ我がが向むこうから大おおきな声こえを張はり上あげた。

「おお！　お嬢じょうちゃん！　そんなところにいたか。こっちへ来きなさい。ほらほら、わたしのストラディバリウスを弾ひいた感かん想そうを、ぜひとも聞きかせてもらおうじゃないか！」

　美み都とはナプキンをクシャッとテーブルの上うえに置おき、陽詩ひなたたちにしかめっ面つらをしてみせると、ゆっくりと曽そ我がの方ほうへ歩あるいて行いった。

「美み都とちゃん、おとなだなぁ……。つくづく、ヴァイオリニストじゃなくてよかったよ」

　小こ林ばやしはため息いきをついて陽詩ひなたを見みる。

「なれるわけないでしょ？」

　陽詩ひなたは笑わらって、小こ林ばやしをひじでついた。

　曽そ我がは美み都とを、紫むらさき色いろの髪かみをした老ろう婦ふ人じんに紹しょう介かいしている。

　老ろう婦ふ人じんは、金きん縁ぶちのメガネをかけて、腰こしをかがめ、杖つえを突ついていた。その横よこに、陽詩ひなたがケンネルで出で会あった少しょう年ねんが立たっていた。時ときおり、老ろう婦ふ人じんと言こと葉ばを交かわしているところを見みると、知しり合あいか、家か族ぞくらしい。

　一いっ瞬しゅん陽詩ひなたと目めが合あった少しょう年ねんは、またあからさまに視し線せんをそらした。

　陽詩ひなたはどきっとした。ぼく、嫌きらわれたのかな。なぜかわからないけど……。

　そこへ、杉すぎ崎さきがスマホを片かた手てに、せかせかと戻もどってきた。チキンもジュースも持もっていない。

「えーと、美み都とは？」

「曽そ我がさんに引ひっぱり出だされましたよ」

　小こ林ばやしが肩かたをすくめた。杉すぎ崎さきは、向むこうの人ひとだまりを見みると、額ひたいに手てを当あてた。

「あ、そうか……。実じつはちょっとトラブルがあって……」

「どうしました？」

「佳けい都とが……、妻つまが、きょうはほかの場ば所しょで演えん奏そう会かいのリハーサルをしているんですが、頭ず痛つうがすると連れん絡らくをよこしたんです」

「佳けい都とさん、ピアニストでしたね。心しん配ぱいですね。風か邪ぜをひかれたとか？」

　小こ林ばやしの言こと葉ばに、杉すぎ崎さきは首くびをふった。

「いえ、たぶん偏へん頭ず痛つうだと思おもいます。よく起おきるんです。ただ、一いち度どひどくなってしまうと、何なん日にちも寝ねこむことがあって、すぐに迎むかえに行いって休やすませないと……。まいったな……」

「行いってあげてください。ぼくたちは美み都とちゃんといっしょに、タクシーを頼たのんで帰かえりますよ。そこのロビーで手て配はいしてもらえますよね？　帰かえるだけなら、気きが楽らくです」

　杉すぎ崎さきは、小こ林ばやしに両りょう手てを合あわせた。

「すみません、ありがとうございます。そうしていただけると、ほんとに助たすかります。ぼくが、ロビーに頼たのんでおきましょう。ストラディバリウスも、あと一週しゅう間かん借かりることになっていますので、よろしくお願ねがいします。他ほかに荷に物もつもありますから、大おお型がたのワゴンタクシーを手て配はいしておきますね」

　そう言いうと、杉すぎ崎さきは美み都とのもとへ飛とんでいく。二ふた言こと三み言こと交かわすと、美み都とも納なっ得とくしたようだ。陽詩ひなたたちを見みて、うなずいている。

「よろしくお願ねがいします。どうぞ楽たのしんでください！」

　杉すぎ崎さきは、両りょう手てをメガホンのように口くちに当あててひとこと叫さけぶと、レストランを出でて行いった。

「ヴァイオリニストも、ピアニストも、それからマネージャー役やくのお父とうさんも、大たい変へんなんだな……。あ、そうか！　三億おく円えんのヴァイオリンを持もって帰かえるのか。気きが楽らくなんて言いってられない」

　小こ林ばやしはグラスに残のこったワインを、じっと見みつめる。飲のみ干ほすのをためらっているようだ。

　陽詩ひなたは笑わらった。とにかく、ここから帰かえれるんだったら、それで十じゅう分ぶん。

「逆ぎゃくに、ぼくたちがそんな高こう価かなものを持もってるなんて、だれも思おもわないよ。小こ林ばやしさん、ただの探たん偵ていでよかったね」

　陽詩ひなたがからかうと、小こ林ばやしはその頭あたまをゲンコツでたたくふりをした。
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「このドレス、スーツケースに詰つめこんじゃって！」

　バスルームのドアのすき間まから、赤あかいドレスが放ほうり出だされた。

　ここは美み都との控ひかえ室しつにあてられた、プリマヴェッラ号ごうの船せん室しつ。ロビーのある三階がいの一つ上うえ、四階かいの一いっ室しつだ。

　パーティーが終おわって、美み都との着き替がえのために、陽詩ひなたたちもここにやってきた。

「はいはい、人ひと使づかいが荒あらいんだから……」

　麻ま由ゆ香かはドレスを拾ひろい上あげると、床ゆかの上うえに広ひろげてあるスーツケースに押おしこんだ。

「靴くつも！」

　今こん度どは赤あかいパンプスが投なげ出だされた。それは陽詩ひなたが拾ひろい、靴くつの箱はこに入いれる。

「ヴァイオリンには気きを付つけてね！　この船ふねが帰かえって来くる一週しゅう間かん後ごに、またここで弾ひく約やく束そくなの。それまでは借かりることになってるから」

「はいはい、お父とうさんからもよく言いわれておりますからね、美み都とお嬢じょう様さま……」

　小こ林ばやしは軽かる口くちをたたき、壁かべ際ぎわのデスクに置おかれたヴァイオリンケースをおそるおそるなでた。

「ぼくが今いま触さわっているのは、三億おく円えん……」

「信しんじられないよね！」

　麻ま由ゆ香かはまゆをひそめて、陽詩ひなたに渡わたされた靴くつ箱ばこをスーツケースに突つっこんだ。

　陽詩ひなたは部へ屋やを見み回まわした。床ゆかには、白しろとグレーの幾き何か学がく模も様ようの絨じゅう毯たんが敷しいてある。二台だいのベッドにソファーとテーブル、そして大おおきな窓まどの外そとにはバルコニー。

　カーテンを少すこし開あけて外そとを見みると、明あかりの灯ともったターミナルビルが見みえた。

　麻ま由ゆ香かが近ちか寄よってきて、陽詩ひなたの後うしろから窓まどの外そとをのぞく。

「船ふねが出しゅっ航こうしたら、ここから海うみが見みえるんだよね。行いきたいなー。千ち帆ほ里りさんが言いってたけど、今こん夜や遅おそく港みなとを出でるんだって。太たい平へい洋ようを北ほく上じょうして、津つ軽がる海かい峡きょうを日に本ほん海かいにぬけて、二ふつ日か後ごには、ロシアのウラジオストク！」

「船ふねの旅たびって、どんな感かんじなんだろうね……」

　でも、こんなところに長ながくいたら緊きん張ちょうして疲つかれ果はてちゃうよと、陽詩ひなたは思おもった。

　バタンと大おおきな音おとを立たてて、バスルームから美み都とが出でてきた。

　来きたときと同おなじ、黒くろいワンピース姿すがたになった美み都とは、ポニーテールのゴムを引ひっぱって取とると、ぶるっと頭あたまをふって髪かみを下おろす。

「ああ、のど渇かわいちゃった！　これ飲のんでもいいの？」

　丸まるテーブルの上うえの赤あかい飲のみ物ものに手てを伸のばす。麻ま由ゆ香かがうなずいた。

「さっき、千ち帆ほ里りさんが持もってきてくれたんだよ。美み都とちゃんの着き替がえが終おわったら飲のもうと思おもって待まってたの。プリマヴェッラ号ごう特とく製せいのザクロジュースなんだって。だれかの差さし入いれだって言いってたけど……、だれだっけ？」

　美み都とは透すき通とおった赤あかいジュースのグラスを取とり上あげ、勢いきおいよく突つき出だした。

「じゃ、この船ふねの思おもい出でに……。最さい後ごの乾かん杯ぱい！」

　すべてが終おわってすっきりした顔かおで、美み都とが笑わらう。

　みんなはあわててグラスを取とって、美み都とのグラスに合あわせた。

「乾かん杯ぱい！」

　一いっ気きに飲のみ干ほした麻ま由ゆ香かは、目めを丸まるくして手ての甲こうで口くち元もとをぬぐった。

「すごい。これおいしいね！」

「さすが、豪ごう華か客きゃく船せんの特とく製せいジュースだ」

　小こ林ばやしも感かん心しんして、氷こおりだけになったグラスを見みつめている。

　美み都とは、空からのグラスをコンと音おとを立たててテーブルに戻もどす。水すい滴てきがテーブルに散ちった。

「じゃ、帰かえろう。スーツケースを閉しめて、ヴァイオリンを持もって、あとは千ち帆ほ里りさんを呼よんで、ロビーまで送おくってもらえばいいのね？　タクシーは、パパが頼たのんでくれたから」

　乱らん暴ぼうにスーツケースを閉しめようとしている美み都とに、陽詩ひなたは言いった。

「ぼ、ぼくクリスを迎むかえに行いってくる。直ちょく接せつロビーで待まち合あわせでいい？」

「わかった。迷まい子ごにならないでね」

　そう言いいながら勢いきおいよくスーツケースを立たてた美み都とだったが、急きゅうにおでこに手てを当あてて、ベッドに座すわりこんだ。小こ林ばやしが心しん配ぱいしてたずねる。

「美み都とちゃん、どうした？」

　ドアに向むかっていた陽詩ひなたは、足あしを止とめてふり返かえった。麻ま由ゆ香かもあわてて、美み都とのとなりに座すわる。

「疲つかれちゃった？　美み都とちゃん、ずっとがんばってたもんね」

「ううん、いつもはこれぐらいじゃ……。でも、なんか……、眠ねむい……」

　美み都とは、くたっとベッドに倒たおれる。

「み、美み都とちゃ……」

　美み都との顔かおをのぞきこもうとした麻ま由ゆ香かも、そのままベッドに倒たおれこみ、動うごかなくなった。

　え？

　陽詩ひなたは驚おどろいてふたりにかけよろうとしたが、自じ分ぶんの足あしも動うごかない。

　え？　どうして？　背せ中なかがぞくっとした。

　小こ林ばやしに目めをやると、とろんとした目めを必ひっ死しに開あけようとして、まぶたをピクピクさせている。

　な、なにが起おこったんだろう……？

　そう思おもったのを最さい後ごに、陽詩ひなたは真まっ暗くらな闇やみに引ひきこまれていった。
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　そして、四人にんがぐっすり眠ねむっている間あいだに、一いち夜やが過すぎてしまったのだった……。




　窓まどの外そとの大おお海うな原ばらを見みた陽詩ひなたは、ふり返かえって千ち帆ほ里りと顔かおを合あわせたまま、立たちすくんだ。

　夜よる、船ふねを下おりて帰かえるはずだったのに、ぼくたちはまだここにいる。

　お日ひさまはとっくに高たかくなっていて、船ふねは太たい平へい洋ようを、ロシアに向むけて航こう海かい中ちゅう……？

「な、なんで……？」

　陽詩ひなたは混こん乱らんした頭あたまを何なんとかはっきりさせようと、すがるように千ち帆ほ里りを見みた。

　千ち帆ほ里りも、途と方ほうに暮くれたような顔かおで、陽詩ひなたを見み返かえしている。

「ゆ、ゆうべ、わたしはみなさんをお送おくりしようと、この部へ屋やに来きたんです。いくらインターホンを鳴ならしても返へん事じがないので、ロビーに下おりてみたの。そしたらクルーのひとりが、美み都とさんたちは、もうとっくに下げ船せんしたと……」

「で、でもぼくたちは、今いまここにいて……」

「そ、そうですよね。な、なんでこんなことに！」

　おろおろしている千ち帆ほ里りの後うしろで、黒くろいエプロンを着つけた女おんなの人ひとが声こえを上あげた。

「Chihori, are you OK?　What happened?千帆里、大丈夫？　何があったの？」

「ちょ、ちょっと待まって。陽詩ひなたくん、とりあえず、ここにいて。フロントで確たしかめてくるから！」

　千ち帆ほ里りはあわてて後うしろの人ひとをドアの外そとに押おし出だすと、自じ分ぶんも部へ屋やを出でて行いった。

　大おお声ごえで言いい争あらそう声こえが、だんだん遠とおざかっていく。

　陽詩ひなたは一いち度ど大おおきく息いきを吸すうと、車くるまいすに飛とびついた。

「小こ林ばやしさん、小こ林ばやしさん！　起おきて。大たい変へんだよ！」

　小こ林ばやしは、うう……と軽かるくうめくと、薄うすく目めを開ひらいた。

「ひ、陽詩ひなたくん……？」

「そうだよ、起おきて！」

　陽詩ひなたは、額ひたいに手てを当あてている小こ林ばやしのそばを離はなれ、ベッドの麻ま由ゆ香かと美み都とを同どう時じにゆすった。

「麻ま由ゆ香か！　美み都とちゃん！　起おきて！　目めを覚さまして!!」

　ふたりもかすかにうーんと声こえを上あげて、目めを開あける。

「大だい丈じょう夫ぶ？　気き分ぶんは？」

　陽詩ひなたは、デスクの横よこにあった小ちいさい冷れい蔵ぞう庫こから、ミネラルウォーターのペットボトルを三本ぼん取とり出だした。そして、まだ目めが覚さめ切きっていない三人にんに押おしつけるように渡わたす。

「それ飲のんで、目めを覚さまして！　大たい変へんなんだよ。ぼくたち、海うみに出でちゃったんだ！」

　一いち番ばん先さきに我われに返かえったのは、小こ林ばやしだった。水みずをごくごく飲のんで、自じ分ぶんのほおをたたいている。

「んー、どうしたんだろう？　ぐっすり寝ねた気きがする……」

「よく寝ねすぎちゃったんだ。船ふねを下おりずに、太たい平へい洋ように出でちゃったんだよ！」

「えっ!?」

　小こ林ばやしは、車くるまいすを動うごかして窓まどまで行いくと、外そとを見みて絶ぜっ句くした。

　麻ま由ゆ香かもベッドで身みを起おこすと、目めを丸まるくして窓まどの外そとを見みた。

「ど、どういうこと……？」

「なんで？　そう言いえば、わ、わたし、急きゅうに眠ねむくなって……」

　美み都とは水みずを一ひと口くち飲のみ、髪かみをかき上あげるとそろそろと立たち上あがった。麻ま由ゆ香かは、おでこにペットボトルを当あてて冷ひやしている。

「ザクロジュース……？」

　小こ林ばやしが、テーブルを見みてつぶやいた。

「確たしか、ここにあったジュースをみんなで飲のまなかったか？」

　そうだ。最さい後ごの乾かん杯ぱいって、みんなで赤あかくてきれいなジュースを飲のんだはず。

　しかし、テーブルの上うえには何なにもなく、水すい滴てきひとつ残のこっていなかった。

「も、もしかして？」

　陽詩ひなたは息いきをのんだ。小こ林ばやしの考かんがえていることがわかったからだ。

　あのジュースに睡すい眠みん薬やくが入はいってた？　だから、みんな寝ねこんじゃったんだろうか。

　あ、クリス！

「そ、そうだ！　とりあえず、ぼくはクリスを……」

　陽詩ひなたがドアへ向むかおうとしたとき、美み都との悲ひ鳴めいが空くう気きを引ひき裂さいた。

「ストラディバリウスがない!!」

　え？

　美み都とは、デスクの上うえに置おいてあったヴァイオリンケースを開あけ、ぼうぜんとしている。

　陽詩ひなたと麻ま由ゆ香かがかけよった。ケースの中なかは空からっぽ。何なにも入はいっていない！

「!?」

　小こ林ばやしも後うしろからのぞいて絶ぜっ句くした。
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　部へ屋や中じゅうを見み回まわす。ない！

　美み都とがバスルームにかけこんだ。

　麻ま由ゆ香かはクローゼットの扉とびらを全ぜん開かいにした。

　小こ林ばやしはデスクまわりをたんねんに調しらべる。

　陽詩ひなたは窓まどを開あけ放はなち、カーテンの陰かげや、バルコニーまで見みて回まわった。

「ないよ！」

　麻ま由ゆ香かが悲ひ鳴めいを上あげる。

「ない！」

　入はいるはずがないと言いいつつ、小こ林ばやしはデスクの引ひき出だしを全ぜん部ぶ開あけている。

　クローゼットの引ひき出だしも、麻ま由ゆ香かがひとつ残のこらず開あけた。

　陽詩ひなたは、ベッドの枕まくらやマットレスの下したをのぞきこみ、ベッドカバーも引ひきはがした。

「ない！」「ない！」「ない！」「ない!!」

　四人にんはぼうぜんと顔かおを見み合あわせる。

　三億おく円えんのストラディバリウスがない！




　ピンポーン！

　インターホンの音おとがして、全ぜん員いん飛とび上あがった。ドアの一いち番ばん近ちかくにいた麻ま由ゆ香かが、どうしようとみんなをふり返かえる。

「麻ま由ゆ香かちゃん、開あけるのは、だれだか確たしかめてから……」

　小こ林ばやしがそうささやいた瞬しゅん間かんに、大おおきな声こえが聞きこえてきた。

「千ち帆ほ里りです！　開あけて。船せん長ちょうを連つれてきました！」

　麻ま由ゆ香かがドアを開あけると、千ち帆ほ里りを押おしのけるようにして、大おお柄がらな船せん長ちょうが部へ屋やに入はいってきた。

「美み都とさん！」

　船せん長ちょうは日に本ほん語ごでそう言いうと、美み都とに歩あゆみ寄より、大おおきな手てで美み都との片かた手てを包つつみこんだ。

「何なにか、手て違ちがいがありました。あなたたちを、船ふねから下おろすのを忘わすれてしまったようです。千ち帆ほ里りが……、ミスしました」

　千ち帆ほ里りは首くびをふって抗こう議ぎした。

「違ちがいます！　部へ屋やの中なかまで確かく認にんしなかったのはわたしのミスかもしれません。でもお客きゃくさまの部へ屋やのカギを勝かっ手てに開あけるのは、最さい後ごの手しゅ段だんです。その前まえにフロントのスタッフに確たしかめたら、美み都とさんたちはもう下げ船せんしたと言いわれました。しかもパソコンには、下げ船せんした記き録ろくも残のこっています。だれかが間ま違ちがえたか、もしかしたらわざと……？」

「フロントのスタッフはだれでしたか？」

　船せん長ちょうは千ち帆ほ里りにつめよる。千ち帆ほ里りは顔かおの前まえで片かた手てをふった。

「わ、分わかりません。だって、スタッフは何なん千ぜん人にんもいて、わたしはまだ、ひとりひとりの名な前まえを覚おぼえているわけじゃ……」

「ちょっと待まってください」

　小こ林ばやしが口くちを出だした。

「パソコンに下げ船せんの記き録ろくがあったんですね？」

　千ち帆ほ里りがうなずく。

「船せん長ちょうさんも、それは確かく認にんしましたか？」

「確たしかにそうなっていましたが、千ち帆ほ里りはきちんと部へ屋やを確たしかめる義ぎ務むが……」

「じゃ、陽詩ひなたくん、ケンネルへ行いって、クリスの無ぶ事じを確かく認にんしてきて。クリスを預あずかった記き録ろくがどうなっているかも、調しらべてきてほしい」

　陽詩ひなたはうなずいた。そうだ、クリスを引ひき取とって来こなくちゃ。ヴァイオリン騒さわぎで、後あと回まわしになっちゃったけど……。

「いっしょに行いってきます」

　千ち帆ほ里りがきっぱりと言いった。




　ふたりがケンネルを訪たずねると、リズが驚おどろいた表ひょう情じょうで迎むかえてくれた。

「おお、陽詩ひなたね！　あなた、ゆうべ下げ船せんしたはずじゃない？　まだケージにクリスがいたから、びっくりしてたところよ。いったい何なにがあったの？」

「リズ、手て違ちがいで、陽詩ひなたくんたちは下げ船せんしそこなったの。ケンネルの記き録ろくはどうなってる？」

　千ち帆ほ里りが真しん剣けんに聞きくと、リズは不ふ思し議ぎそうな表ひょう情じょうで奥おくへ案あん内ないしてくれた。

「まず、クリスを連つれてくるわ。陽詩ひなたが来きてくれて、喜よろこぶと思おもうから」

　右みぎ奥おくの部へ屋やから、クリスはリズといっしょにかけてきた。

　陽詩ひなたの顔かおを見みると、うれしそうにワンワンと吠ほえて、飛とびついてくる。

「ごめんね、クリス。さみしかっただろ？」

　よかった、無ぶ事じで……。陽詩ひなたはクリスを抱だきしめて、背せ中なかを何なん度どもなでた。

　リズはふたりの姿すがたを見みて、両りょう手てを腰こしに、うなずく。

「やっぱり、飼かい主ぬしさんが一いち番ばんよね。とりあえず朝あさごはんは食たべたわよ。食くいしん坊ぼうさんですものね。さてと、記き録ろくなんだけど……」

　受うけ付つけカウンターの後うしろへ回まわると、リズはノートパソコンの画が面めんを千ち帆ほ里りに見みせた。

「ほら、ここ。ちゃんと引ひき取とられたことになっているでしょ？　ゆうべ、わたしの勤きん務む時じ間かん内ないには陽詩ひなたが来こなかったから、てっきりパーティーが長なが引びいたのかと思おもってたの。さっきここに戻もどってゆうべの記き録ろくを確たしかめたら、引ひき渡わたし済ずみになっていたから安あん心しんした。なのに、ケージを見みたら、いるじゃないの！」

　千ち帆ほ里りはまゆを寄よせた。

「夜や勤きんのスタッフはだれ？」

「ダンよ。彼かれがまちがえて入にゅう力りょくしたのかしら……、陽詩ひなた、カードは持もってる？」

　陽詩ひなたがバッグから預あずかり証しょうを出だして見みせると、リズは両りょう手てを広ひろげて肩かたをすくめた。

「どうなってるのかしら。でも、だいたい、記き録ろくと頭とう数すうをちゃんと合あわせないなんて、最さい低ていだわ。ダンによく言いっておかなきゃ……」




　陽詩ひなたたちが、四階かいに戻もどると、騒さわぎが大おおきくなっていた。

　曽そ我がが、美み都との部へ屋やに押おしかけていたのだ。

「ストラディバリウスがない!?　冗じょう談だんじゃない！」

　彼かれの怒ど鳴なり声ごえは、廊ろう下かにまで響ひびき渡わたっていた。

「あれは、三億おく円えんもする高こう額がくヴァイオリンだ。ないじゃすまされんぞ！」

　千ち帆ほ里りが驚おどろいて陽詩ひなたを見みた。

「ヴァイオリンがなくなった!?」

　そ、そうか、千ち帆ほ里りさんにはまだ言いってなかった……。

「う、うん……。気きがついたら、デスクに置おいてあったヴァイオリンケースが空からになっていて」

「た、大たい変へんだわ……」

　千ち帆ほ里りは額ひたいを押おさえて、うめいた。

　廊ろう下かの外そとには、体たい格かくのいいスーツ姿すがたの男おとこたちが数すう人にん、あたりを脅おどすかのように立たっている。

「曽そ我がさんのボディガードね。いつも連つれてくるんですって……」

　千ち帆ほ里りは迷めい惑わくそうな顔かおをする。

　陽詩ひなたは思おもわずクリスのリードを引ひきよせた。男おとこのひとりがクリスをにらんだのだ。

「そ、曽そ我がさんって何なに者ものなの？　高こう級きゅうなヴァイオリンを集あつめてるんでしょ？　お金かね持もち？」

「大おお手てレストランチェーンの会かい長ちょうさん。他ほかにもたくさん会かい社しゃを持もっているんですって。超ちょうお金かね持もちなんでしょうね。この船ふねの常じょう連れんさんなの」

「あのさ……」

　突とつ然ぜん、後うしろから声こえをかけられて、クリスがぴょんとはねた。

　ふり返かえってみると、メガネをかけた小こ太ぶとりの男おとこが、不ふ安あんそうな目めつきでボディガードたちをながめていた。小ちいさめのジャケットが、きゅうくつそうだ。

「何なにかあったの？」

　千ち帆ほ里りがあわてて、両りょう手てを胸むねの前まえで振ふった。

「申もうし訳わけありません、お客きゃくさま。すぐに収おさまりますから、どうぞお部へ屋やにお引ひき取とりを……」

　そう言いわれても、男おとこはきょろきょろと廊ろう下かの奥おくに探さぐるような視し線せんを送おくっている。

　千ち帆ほ里りは、行いきましょうと陽詩ひなたの背せ中なかを押おした。

　陽詩ひなたはボディガードの間あいだをぬって、ドアが開あいている美み都との部へ屋やをのぞいた。

「わたしのせいじゃありません！」

　きっぱりとした美み都との声こえが響ひびいた。

「わたしたちぐっすり寝ねていて、その間あいだに何なにがあったのか、まったく分わからないんです！」

「それが無む責せき任にんだというんだ。大だい事じなヴァイオリンを預あずかっていながら、眠ねむりこんだだと？」

　小こ柄がらな曽そ我がの背せ中なかが、怒いかりに震ふるえているのがわかった。窓まど際ぎわでは、麻ま由ゆ香かが泣なきそうな顔かおをして、車くるまいすの小こ林ばやしにしがみついている。

「そのことについては、はっきりさせておきたいことがあります。千ち帆ほ里りさん？」

　小こ林ばやしが千ち帆ほ里りに呼よびかけた。

「は、はい」

　千ち帆ほ里りが姿し勢せいを正ただす。船せん長ちょうと曽そ我がが、ハッと後うしろをふり返かえった。

「ゆうべ、この部へ屋やにジュースを持もってきてくれましたよね？」

「はい。曽そ我がさまからルームサービスにご注ちゅう文もんがあって、ザクロジュースを四杯はい……」

「なに？　わたしはそんなもの、注ちゅう文もんした覚おぼえはないぞ！」

　曽そ我がが顔かおをしかめる。千ち帆ほ里りは首くびをふった。

「わたしはそのように連れん絡らくを受うけました。ですから、レストランでジュースを受うけ取とって、こちらにお持もちしたんです」

「で、ぼくたちはそのジュースを飲のみました。そうしたらその直ちょく後ご……」

「急きゅうに眠ねむくなったんです！　そのまま眠ねむってしまって、気きが付ついたのは、ついさっき……」

　美み都とがこぶしをふって、曽そ我がに訴うったえる。小こ林ばやしが続つづけて言いった。

「そのジュースに、何なにかが混まじっていた可か能のう性せいがあります。たぶん睡すい眠みん薬やくが」

　千ち帆ほ里りが息いきをのんで、口くちに手てを当あてた。

「そ、そんなこと……、わたしはちっとも……」

「じゃあ、そのザクロジュースとやらはどこだね？　証しょう拠こを出だしてもらおうじゃないか！」

　いきり立たつ曽そ我がに、小こ林ばやしはまゆを寄よせた。

「目めを覚さますと、ジュースのグラスは消きえていました。片かた付づけたのは千ち帆ほ里りさんですか？」

「いいえ！」

　千ち帆ほ里りは激はげしく首くびをふる。

「お部へ屋やの片かたづけや掃そう除じは、翌よく朝あさ、清せい掃そう担たん当とうのスタッフがすることになっています。わたしの勤きん務むは夜よる九時じまでですから、ゆうべジュースをお届とどけした後あとは、この部へ屋やに入はいっていません」

「では、あのグラスを片かた付づけたのはだれでしょう。清せい掃そう担たん当とうの人ひと？」

「たぶん違ちがいます。彼かの女じょたちは、ドアを開あけたら中なかで人ひとが倒たおれていたので、恐こわくて入はいれなかったそうです。わたしが連れん絡らくを受うけてここに来きたときは、廊ろう下かでおろおろしていました」

「ということは、ぼくたちが寝ねこんでしまった後あと、だれかがこの部へ屋やに入はいって、証しょう拠このグラスを片かた付づけたんですね。その人ひとが、ストラディバリウスを盗ぬすんだ可か能のう性せいが高たかいと思おもいますが」

「全ぜん部ぶおまえたちの言いい分ぶんでしかないだろう！　睡すい眠みん薬やく入いりジュースだと？　ばかばかしい！」

　曽そ我ががわめきちらす。

「だいたい、寝ねてたからストラディバリウスがどこへいったか知しらないなんて、そんな言いい訳わけが通とおるわけがないだろう」

「だって、しょうがないじゃん、ほんとのことだもん……」

　麻ま由ゆ香かが泣なきそうな声こえを上あげる。曽そ我がは、美み都とに指ゆびを突つき付つけた。

「先さきに下おりたおまえの父ちち親おやが、持もち逃にげしたんじゃないのか？」

　美み都とのほおが、真まっ赤かになった。

「違ちがいます！　パパが船ふねを下おりたときには、ヴァイオリンはまだレストランでした！」

　小こ林ばやしが、美み都との前まえにぐいっと車くるまいすを乗のり出だした。

「ぼくらはゆうべ、この船ふねから下おりたことになっています。だれかが、フロントのパソコンデータに、偽にせの情じょう報ほうを入いれたからです。陽詩ひなたくん、クリスの記き録ろくは？」

　陽詩ひなたは、足あしもとのクリスと目めを合あわせてから答こたえた。

「ク、クリスも、記き録ろくでは引ひき取とられたことになってて……」

「だとすれば、だれかがわざとぼくらを眠ねむらせ、記き録ろくの上うえでは下げ船せんしたことにして、船ふねから下おりられないようにした……。そういう推すい理りが成なり立たちます」

　船せん長ちょうが濃こい眉まゆをぎゅっと寄よせた。

「何なんのために!?」

「何なんのためでしょう。ぼくにもさっぱりわかりません。ヴァイオリンを盗ぬすむためだけなら、そこまでやる必ひつ要ようはないと思おもうのに……」

　小こ林ばやしは難むずかしい顔かおをして考かんがえこむ。

「そんなことはどうでもいい！　ヴァイオリンさえ返かえってくれば……。おまえもグルか？」

　曽そ我がは、今こん度どは千ち帆ほ里りに向むかって怒ど鳴なった。

「わ、わたしは、本ほん当とうに何なにも……」

　千ち帆ほ里りはうろたえて、救すくいを求もとめるように船せん長ちょうを見みる。が、船せん長ちょうも困こまり果はてて首くびをふった。

「わたしの船ふねで、こんな不ふ祥しょう事じが起おこるなんて……。とにかく、警けい備び係がかりを総そう動どう員いんしてヴァイオリンは捜さがさせます。曽そ我がさま、この盗とう難なん事じ件けんのことは、どうかご内ない密みつに……」

「だれにも言いうなと命めい令れいするのか!?」

　興こう奮ふんする曽そ我がを両りょう手てで押おしとどめ、船せん長ちょうは頭あたまを下さげる。

「お客きゃくさまはみな、この船ふねでの特とく別べつな時じ間かんを楽たのしんでいらっしゃいます。大おおっぴらな犯はん人にん捜さがしで、ご不ふ快かいな思おもいをさせることはできません。わたしたちが全ぜん力りょくをつくしますので、どうか……」

　曽そ我がは荒あらい息いきをつきつつ、それ以い上じょうは口くちをつぐんだ。

　船せん長ちょうは一ひと息いきつくと、今こん度どは美み都とと陽詩ひなたたちを見みた。

「あなた方がたは特とく別べつ乗じょう船せんのお客きゃくさまで、数すう時じ間かんで下げ船せんすることになっていました。海うみに出でるはずではなかった。パスポートも持もっていませんよね？」

　陽詩ひなたたち全ぜん員いんがうなずく。船せん長ちょうは、大おおきくため息いきをついた。

「本ほん来らい、ここにいるはずではないが、かといってここは太たい平へい洋よう上じょうで……」

「どこかの港みなとに寄よって、下おろしてもらえば……」

　麻ま由ゆ香かがおろおろ言いうと、小こ林ばやしがその腕うでをさすった。

「麻ま由ゆ香かちゃん、タクシーじゃないんだから、そう簡かん単たんに港みなとに寄よるわけにはいかないんだよ」

　船せん長ちょうもうなずく。

「このような巨きょ大だい客きゃく船せんは、簡かん単たんに行いき先さきを変かえるわけにはいきません。まして、予よ定ていにない港みなとに入にゅう港こうするのは大たい変へん難むずかしいです。船せん長ちょうとして、乗じょう船せんは許きょ可かしますが、これから行いく港みなとで船ふねを下おりることは許ゆるしません。勝かっ手てに動うごいてはいけませんよ。必かならず、千ち帆ほ里りといっしょにいること。六むい日か後ご、また横よこ浜はま港こうに帰かえるまで、おとなしくしていてもらいます」

「六むい日か後ご？　学がっ校こうは……？」

　麻ま由ゆ香かが消きえ入いりそうな声こえで聞きいた。だれも答こたえない。麻ま由ゆ香かは泣なき声ごえを上あげた。

「お、お父とうさんやお母かあさんには……？」

「こちらからお知しらせしておきます。あなた方がたからは、外がい部ぶに連れん絡らくすることを禁きんじます」

「乗じょう船せんの費ひ用ようは？」

　小こ林ばやしの顔かおが、少すこし青あおくなっている。陽詩ひなたもはっとした。この船ふねに乗のるには、そうとうなお金かねがかかるに違ちがいない。船せん長ちょうはせきばらいをしてから答こたえた。

「とりあえず、こちらで持もちましょう。もしこの件けんについて、あなた方がたに何なんらかの責せき任にんがあることがわかれば、後あとで請せい求きゅうすることにします」

「責せき任にんなんて、絶ぜっ対たいにないわ！」

　美み都とが叫さけんだ。

「お嬢じょうちゃん、じゃあだれがストラディバリウスを取とったというんだね」

　曽そ我ががまた怒おこり出だす。

「責せき任にんがないというなら、あれをすぐにここに出だしてみせろ!!」

「クリスが……」

　麻ま由ゆ香かがそうつぶやいて、ドアの前まえにいるクリスを指ゆびさした。

「クリスが捜さがすよ！　きっと見みつけてくれる！　クリスは優ゆう秀しゅうな探たん偵てい犬けんなんだから!!」
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「クリス？」

　曽そ我がは後うしろの柴しば犬いぬをふり返かえり、あきれたように笑わらい出だした。

「タンテイケンってこの犬いぬっころのことか？　子こどものたわごとなど、聞きいておられん」

　すると、陽詩ひなたの足あしもとでクリスが「ワン！」と大おおきな声こえで吠ほえたのだ。

「ほら、クリスも見みつけるって言いってる！　陽詩ひなた、そうだよね？」

　陽詩ひなたは思おもわぬ展てん開かいに、目めをみはってクリスを見みた。相あい棒ぼうのクリスは、目めをキラキラさせて陽詩ひなたをじっと見み上あげている。

「う、うん……」

　陽詩ひなたは思おもわず返へん事じをしてしまった。

　曽そ我がは、顔かおをゆがめて奇き妙みょうな笑わらい声ごえを上あげた。

「じゃあ、やってもらおうじゃないか。ロシアのウラジオストクに到とう着ちゃくする、あすの昼ひる過すぎまでに、わたしのストラディバリウスを返かえしてもらおう」
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「おなかすいた……」

　麻ま由ゆ香かがソファーに倒たおれこんだ。

　ベッドを整ととのえていた千ち帆ほ里りは、腕うで時ど計けいを見みてびっくりしたようだ。

「あ、もうお昼ひる……。そうよね、ゆうべから何なにも食たべてないんですものね！　もうここはわたしに任まかせて、どうぞレストランでお昼ひるを食たべてきてくださいな」

　あのあと曽そ我がは、自じ分ぶんのボディガードたちに、この部へ屋やを徹てっ底てい的てきに捜そう索さくさせたのだ。ヴァイオリンがないのがわかると、めちゃくちゃになった部へ屋やをそのままにして、プンプン怒おこって自じ室しつに帰かえってしまった。

　その後あと片かた付づけは、すべて千ち帆ほ里りの仕し事ごと……。陽詩ひなたたちも、それを手て伝つだっていた。

　美み都とは、不ふ機き嫌げんな顔かおで空からのヴァイオリンケースをたたく。

「わたしは、ヴァイオリンが欲ほしい。一日にち練れん習しゅうしないと、もとに戻もどるのに一週しゅう間かんはかかる」

　麻ま由ゆ香かと陽詩ひなたは顔かおを見み合あわせた。

　すごい、美み都とちゃん。ごはんよりヴァイオリンだなんて！

「食しょく事じ代だいも、船せん長ちょうが出だしてくれるのかな……」

　小こ林ばやしは、もっと現げん実じつ的てきなことに心こころを悩なやませていた。千ち帆ほ里りは笑わらった。

「大だい丈じょう夫ぶですよ。船ふねに乗のっている以い上じょう、食たべないわけにはいかないじゃないですか！　みなさんがごはんを食たべている間あいだ、あとふたり分ぶんのベッドを用よう意いしておきます。レストランには入はいれませんから、クリスはここに置おいていってください。クリス、あとでお散さん歩ぽさせてあげるね」

　クリスは了りょう解かいと言いうように、ワンとひとつ吠ほえた。




　陽詩ひなたたちは、ゆうべのパーティー会かい場じょうだったビュッフェレストランに入はいった。

　四人にんとも、むっつりと会かい話わもなく、取とってきた料りょう理りを黙もく々もくとおなかに詰つめこむ。

「陽詩ひなたったら、きのうもピザ食たべてたじゃない。高こう級きゅうなお料りょう理りにしなさいって言いったでしょ？」

　麻ま由ゆ香かが、牛ぎゅう肉にくのワイン煮に込こみを食たべながら文もん句くを言いった。

「う、うるさいな。好すきなんだからいいだろ？　しかも、いつものピザの百倍ばいおいしい」

　美み都とは、すましてチキンサラダを食たべている。

　小こ林ばやしは、フライドポテトにフォークを突つきさしたまま、なにやら考かんがえにふけっていた。

「あ……」

　陽詩ひなたは、レストランに入はいってきたお客きゃくと目めが合あって、ピザを持もったまま手てを止とめた。

　きのう、ケンネルで出で会あった少しょう年ねんだ。ゴールデンレトリバー、小こ太た郎ろうの飼かい主ぬし、支はせ倉くら玲れ央お。

　玲れ央おはすっと視し線せんを外はずすと、連つれ立だっていた紫むらさき色いろの髪かみの老ろう婦ふ人じんの耳みみに、何なにやらささやく。すると、老ろう婦ふ人じんもかけていたメガネを上うえにあげ、目めを細ほそめてこちらを見みた。そして、杖つえにすがるようにして、歩あゆみ寄よってきた。

「お食しょく事じ中ちゅうに、失しつ礼れい……」

　老ろう婦ふ人じんは、美み都とに話はなしかける。美み都とはフォークを置おくと、さっとナプキンで口くちをふいた。

「美み都とさん、ゆうべはありがとう。あらためて、ほんとにすばらしい演えん奏そうだったわ」

　少すこしこもった低ひくい声こえだった。美み都とは立たち上あがってていねいにおじぎをした。

「こちらこそ、ありがとうございます。支はせ倉くら陶とう子こさま」

「曽そ我がさんの前まえでは言いえなかったけれどね、いくら高こう価かなヴァイオリンでも、弾ひき手てがよくなければダメよ。ストラディバリウスが浮うかばれないわ」

「おほめいただいて、うれしいです」

　美み都とのほおが、ぽっと赤あかく染そまる。支はせ倉くら陶とう子こは、あごを上あげて皮ひ肉にくっぽく言いった。

「あの人ひと、他ほかにもいいヴァイオリンをこの船ふねに持もちこんでいるんだと、すいぶん得とく意い気げだったわ。でも、持もってるだけでは、宝たからの持もち腐ぐされよね。あなた、また聴きかせてくださるのかしら？」

「たぶん、もう弾ひけないんじゃないかと……」

　美み都との顔かおから赤あかみが消きえ、影かげが差さす。

「あらまあ、残ざん念ねん。……曽そ我がさんにも、そう言いっておきますね」

　陶とう子こは、陽詩ひなたたちにかすかにうなずいてみせると、ゆっくりと離はなれていった。

　あとには、きつい香こう水すいの匂においが立たちこめた。

「うわぁ」

　麻ま由ゆ香かが、顔かおの前まえで手てをふって香かおりを払はらいのける。

「お料りょう理りの味あじが分わからなくなっちゃう！　香こう水すいのつけすぎじゃない？」

「『香かおりの害がい』って書かいて、『香こう害がい』というよね」

　小こ林ばやしも鼻はなの頭あたまにしわを寄よせている。美み都とはふっと息いきをはくと、すわり直なおしてナプキンをひざの上うえに広ひろげた。

「ゆうべはこんなに強つよい香こう水すい、つけてなかったわ。……そうか、曽そ我がさん、他ほかにもヴァイオリンを持もってるのね。でも、貸かしてくれるわけないか」

「さっきの様よう子すじゃ、絶ぜっ対たい無む理り……」

　麻ま由ゆ香かは、思おもい出だしても腹はらが立たつとでも言いいたげに、水みずをがぶりと飲のんだ。

「陽詩ひなた、さっさとヴァイオリンを見みつけようね。食たべ終おわったら、捜そう査さ活かつ動どう開かい始しだよ！」

　やっぱり、麻ま由ゆ香かにはちゃんと言いっておかなきゃ……。陽詩ひなたはしぶしぶ口くちを開ひらいた。

「ねえ麻ま由ゆ香か、クリスは、匂においを追おって捜そう査さするんだよ。あのヴァイオリンを盗ぬすんだ犯はん人にんは、何なにも残のこしていない。だから、追おう匂においがないんだ……」

「あ……」

　麻ま由ゆ香かのフォークから、牛ぎゅう肉にくがぽろりと落おちた。

「でも陽詩ひなた、さっき曽そ我がさんに、クリスがヴァイオリンを見みつけるって言いったじゃない！」

　陽詩ひなたは顔かおをゆがめた。

「成なり行ゆきで言いっちゃっただけ。クリスが見みつけられると思おもったわけじゃないし、ぼくにだって見みつける自じ信しんはない。でも、悔くやしいだろ？　目めの前まえにあったヴァイオリンが盗ぬすまれて、ぼくたちが疑うたがわれてる。何なんとかしなくちゃと思おもって……」

「そうだね。ぼくも悔くやしい」

　さっきから考かんがえこんでいた小こ林ばやしが言いった。

「ただ、いくら考かんがえても手てがかりがない。この巨きょ大だいな豪ごう華か客きゃく船せんの、どこを捜さがせばいいんだ？　乗じょう客きゃくが二千人にん以い上じょう？　だれを疑うたがえばいい？」

「……パソコンにニセの情じょう報ほうを入いれられるのは、だれか……。それから、ザクロジュースを注ちゅう文もんして、その中なかに睡すい眠みん薬やくを入いれたのは、だれか……」

　陽詩ひなたが、ゆっくりとつぶやいた。

「手てがかりにつながりそうなのは、そのくらい？　千ち帆ほ里りさんに聞きいてみるしかないかな？」

「さすが少しょう年ねん探たん偵てい団だん団だん長ちょう、栗くり原はら陽詩ひなただ！　まずはそのあたりからだな」

　小こ林ばやしが手てをたたく。えー、陽詩ひなたが団だん長ちょうなのー？　麻ま由ゆ香かが小こ声ごえでぶつぶつ言いった。

「よし、さっさと食たべて、千ち帆ほ里りさんに聞きいてみよう」

　小こ林ばやしがハンバーガーにかぶりつき、ほかの三人にんも食しょく事じに戻もどった。

　レストランに、目めつきの鋭するどい警けい備び員いんがふたりで入はいってきた。あちこちに目めをむけて、ぼそぼそと言こと葉ばを交かわしては、物もの陰かげをのぞいている。

　ヴァイオリンを捜さがしているのかな……。陽詩ひなたは小こ林ばやしに目め配くばせをした。小こ林ばやしもうなずく。

　と、サラダをつついていた美み都とが、ぽつりと言いった。

「わたし、やっぱり曽そ我がさんのところに行いこうかな。ヴァイオリンを貸かしてもらいに……」

　全ぜん員いんがむせた。

　美み都とちゃん、すごい！　プロのヴァイオリニストだ!!
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　四人にんがレストランを出でたところへ、千ち帆ほ里りがクリスを連つれてやってきた。

「ちょうどよかった。お散さん歩ぽがてら、この階かいをご案あん内ないしましょうか？」

　千ち帆ほ里りはクリスといっしょにロビーを抜ぬけ、その先さきへ歩あるいていく。クリスは、すっかり千ち帆ほ里りになじんでいるようだ。

　おしゃれなカフェ、劇げき場じょう、映えい画が館かん、カジノ、さまざまな品しな物ものが並ならぶショップ……。

　豪ごう華かな施し設せつを紹しょう介かいされるたび、陽詩ひなたたちはぽかんと口くちを開あけるしかない。

「大おおきなマンションみたいと思おもってたけど、ここは街まちだね！」

　あっけにとられた麻ま由ゆ香かが言いった。千ち帆ほ里りはうなずいた。

「一ひと通とおりの物ものはありますよ。そっちには、小ちいさな美び術じゅつ館かんでしょ？　もっと上うえの階かいには、美び容よう院いんやクリニック、図と書しょ館かん、プールやジムも。レストランもここだけじゃありません……」

「千ち帆ほ里りさん、迷まい子ごにならない？」

「なりますよ！　しょっちゅうです」

　ほがらかな笑わらい声ごえを上あげた千ち帆ほ里りを、すれ違ちがった警けい備び員いんがたしなめるようににらむ。

　こほんとせきばらいをして、千ち帆ほ里りが言いった。

「ケンネルがある十二階かいのデッキに行いきましょうか。すいてるし、気き持もちいいですよ」




　エレベーターに乗のりこむと、小こ林ばやしは千ち帆ほ里りを質しつ問もん攻ぜめにした。

「フロントのパソコンは、どうやって、だれが操そう作さしてるんですか？」

「わたしはまだ新しん人じんなのでよくわかりませんが、顔かお認にん証しょうでパソコンを開ひらいているみたいです。フロントのパソコンはフロント係がかりが、レストランのパソコンはレストランの係かかりが、それぞれ必ひつ要ようなシステムを使つかっているのだと思おもいますけど……？」

「じゃ、ケンネルのパソコンは、ケンネルの係かかりの人ひとしか使つかえないの？」

　陽詩ひなたは聞きいてみた。千ち帆ほ里りはうなずいた。

「たぶんね。ただ、それを総そう合ごう的てきに見みる人ひとがいないと、船ふね全ぜん体たいの仕し事ごとは回まわらないでしょ？　上うえの方ほうの人ひとは、すべてを把は握あくしてるし、すべてのシステムに入はいれると思おもうわ」

「そうですよね。船せん長ちょう、航こう海かい士し、各かく部ぶ署しょの主しゅ任にんさんとか……」

　小こ林ばやしはあごに手てを当あてた。

「ルームサービスの注ちゅう文もんはどうやって？」

「お客きゃくさまが、客きゃく室しつの電でん話わで注ちゅう文もんするんです。すると、担たん当とう係がかりから各かく部ぶ署しょに連れん絡らくが行いき、最さい終しゅう的てきに、客きゃく室しつ係がかりがご注ちゅう文もんの品しな物ものをお部へ屋やへお届とどけします。わたしのところには……」

　千ち帆ほ里りは制せい服ふくのポケットからスマホを出だして見みせた。

「これに注ちゅう文もん内ない容ようが表ひょう示じされるので、すぐわかります。お飲のみ物ものや、お料りょう理りのときもあるし、寝しん具ぐやタオル、お薬くすりとか、いろいろです」

「じゃ、ゆうべは、ザクロジュースを四杯はい、うちの部へ屋やに、という注ちゅう文もんが表ひょう示じされたんですね？」

「ええ。注ちゅう文もんなさったお客きゃくさまの名な前まえも。ゆうべはちゃんと、曽そ我がさまって……」

　千ち帆ほ里りが片かた手てでスマホを操そう作さする。そして、驚おどろきの声こえを上あげた。

「え？　履り歴れきがない！　消きえてる！」

　小こ林ばやしと陽詩ひなたは顔かおを見み合あわせた。麻ま由ゆ香かはむっとした声こえを上あげた。

「都つ合ごうが悪わるいことは、みんな書かき換かえたり消けしたりしちゃうんだね！　むかつく」

　ふう……。陽詩ひなたはため息いきをついた。いったいだれがやっているんだろう……。

　手てがかりにつながりそうなものが、またひとつなくなってしまった。




　エレベーターが十二階かいに着ついて甲かん板ぱんに出でると、全ぜん員いんがうわあと叫さけんだ。

　見み渡わたす限かぎり、三百六十度ど、青あおい海うみと青あおい空そらだ！

　雲くもひとつない空そら。静しずかな海うみ。青あお一いっ色しょくのドームの中なかに放ほうりこまれたようだった。

　陽詩ひなたも、麻ま由ゆ香かも、美み都とでさえ、甲かん板ぱんの手てすりにかけよって、身みを乗のり出だした。

「すごい！　こんなの見みたことない！」

　ワンピースのすそを風かぜにひるがえし、麻ま由ゆ香かが叫さけぶ。

「ぜーんぶ、海うみ！」

「ぜーんぶ、空そら！」

　陽詩ひなたが叫さけびかえす。

　クリスはワンワン吠ほえながら、リードの長ながさが許ゆるす限かぎり、ぐるぐるとその場ばをかけ回まわった。

「クリスも、こんなとこ初はじめてだよね」

　麻ま由ゆ香かが、かけ回まわるクリスをぎゅっと抱だきしめる。

　その横よこで美み都とは目めをつぶり、全ぜん身しんで風かぜを受うけ止とめていた。

「空そらと海うみと風かぜ……、すごい……」

　美み都とは顔かおを少すこし上あげ、ゆっくりと回まわった。それから、左ひだり手てでヴァイオリンを構かまえるしぐさをすると、右みぎ手てで弓ゆみを持もつ格かっ好こうをする。

　ふっと息いきを吸すったかと思おもうと、右みぎ手てが動うごき始はじめた。

　左ひだり手ての指ゆびは、すばやく繊せん細さいに空くう中ちゅうを移い動どうする。

　風かぜに髪かみをなびかせて、美み都とはしばらく見みえないヴァイオリンを演えん奏そうした。

　耳みみには、風かぜの音おとしか聞きこえてこない。

　でも、美み都との優ゆう美びな動うごきを見みていると、不ふ思し議ぎと音おん楽がくを感かんじる。

　やがて両りょう手ての動うごきが止とまり、だらりと腕うでが下さがった。

　みんなは拍はく手しゅをした。

「すばらしい！」

　小こ林ばやしが叫さけんだ。千ち帆ほ里りもにっこり笑わらって聞きく。

「何なんという曲きょく？」

「『美うつくしきロスマリン』。この空そらみたいに明あかるい曲きょくよ」

　美み都とは満まん足ぞくそうにそう答こたえてから、急きゅうに顔かおを曇くもらせた。

「ヴァイオリン弾ひきたいな……。やっぱり、曽そ我がさんに頼たのもう……」

　麻ま由ゆ香かは、そんな美み都との表ひょう情じょうを見みて、胸むねを打うたれたらしい。

「わかった、美み都とちゃん。あとでわたしもいっしょに頼たのんであげるよ！」

　陽詩ひなたも美み都との思おもいの強つよさに感かん動どうしていた。

　ぼくもいっしょに……と言いいかけたとき、クリスがいきなり後うしろ足あしで立たち上あがった。




　ん？　どうした？

　クリスの視し線せんの先さきを見みた陽詩ひなたは、驚おどろいた。大おおきな犬いぬが、すごい勢いきおいで走はしってくる！
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　長ながい金きん色いろの毛けをなびかせてまっしぐらに向むかってくるのは、小こ太た郎ろうだ。

　ウォン、ウォン!!

　とっさにクリスをかばってうずくまった陽詩ひなたに、小こ太た郎ろうは勢いきおいよく跳とびついた。

「うわーっ！」

　まわりのみんなが叫さけぶ。

　小こ太た郎ろうには、手て加か減げんというものがない。陽詩ひなたの服ふくにかみつき、離はなれては跳とびかかる。

　襲おそっている気きはないらしい。ただただ、嬉うれしくてじゃれついているのだ。

　逆さからったり、大おお声ごえを出だしたりすると、よけい興こう奮ふんするかも……。陽詩ひなたはひたすら我が慢まんした。

「こ、小こ太た郎ろう、やめ、やめろ……」

　すると、さんざん踏ふまれて、よだれまみれにされている陽詩ひなたの下したから、クリスがもぞもぞとはい出だしてきた。ぶるっと体からだをふるわすと、一いっ瞬しゅんひるんだ小こ太た郎ろうめがけて一ひと声こえ吠ほえた。

「ワン!!」

　小こ太た郎ろうはビクッとしてピョンと跳とびのいた。前まえ足あしをそろえ、頭あたまを低ひくくして、クーン、クーンと悲かなしげな声こえを上あげる。ぼく、怒おこられちゃった、ゴメンよぅ……。そう、しょげているようだ。

　どこかに逃にげようかなと、小こ太た郎ろうが首くびを横よこにむけたとたん、小こ林ばやしががっちりと首くび輪わを握にぎった。

「よしよし、いい子こだ。落おち着つけ……。陽詩ひなたくん、フードあるか？」

　陽詩ひなたはそろそろと起おき上あがり、お散さん歩ぽバッグの中なかからドッグフードを少すこし取とり出だすと、小こ太た郎ろうの鼻はな先さきに差さし出だした。

「いい子こだね。おとなしくするんだよ、小こ太た郎ろう。ほら、お食たべ……」

　小こ太た郎ろうはもじもじとお座すわりすると、カプッとフードを食たべた。

　陽詩ひなたが、小こ太た郎ろうのリードを拾ひろい上あげると、小こ林ばやしは首くび輪わからそっと手てを離はなす。

「よしよし、小こ太た郎ろう。もう暴あばれちゃだめだよ……」

　陽詩ひなたは小こ太た郎ろうの頭あたまをなで、もう少すこしフードを食たべさせる。カリカリ……。

　小こ太た郎ろうは、首くびをかしげて陽詩ひなたを見み上あげた。ごほうび、終おわり？

「今いまはこれで終おわりだよ。でも、おりこうにしていたら、またあげるね」

　陽詩ひなたは小こ太た郎ろうに人ひと差さし指ゆびを出だして見みせると、かたわらのクリスを見みた。

「クリス、大だい丈じょう夫ぶか？」

　クリスはもう一いち度どぶるっと体からだをふるわせると、ワンと鳴ないた。大だい丈じょう夫ぶだよ！

　そして、小こ太た郎ろうに向むかって、ウウ……とうなってみせる。おまえ、二に度どとこんなことするなよ！　そうお説せっ教きょうしているようだ。小こ太た郎ろうは、小ちいさな声こえでキュンと鳴ないた。

「すごい、クリス。体からだはちっちゃいのに、先せん輩ぱいみたいね」

　麻ま由ゆ香かが目めを丸まるくしてクリスのリードを拾ひろいにくる。

　小こ林ばやしが頭あたまをかいた。

「このゴールデンレトリバー、まだ子こ犬いぬなんだよ。図ずう体たいは大おおきいけどね。……ごめん、陽詩ひなたくん。やっぱり車くるまいすだと動うごきが思おもうようにならなくて、助たすけられなかった。きみがあまり動うごかないでくれてよかったよ。動うごくとよけい興こう奮ふんするからね」

「ううん、やっぱり小こ林ばやしさんはドッグトレーナーだね。首くび輪わ、つかんでくれてよかった」

　すると、陽詩ひなたの背はい後ごから低ひくい声こえが聞きこえた。

「小こ太た郎ろう……」

　振ふりむくと、立たっていたのは支はせ倉くら玲れ央おだ。

　彼かれはふらりと近ちか寄よってくると、陽詩ひなたに片かた手てを差さし出だした。

　前まえ髪がみのすき間まから、青あおい目めがきらっと光ひかる。

　陽詩ひなたが小こ太た郎ろうのリードを渡わたすと、玲れ央おはそれを握にぎりしめ、クイッと引ひいた。

「来こい」

　玲れ央おはくるりと後うしろを向むいて、歩あるき出だす。小こ太た郎ろうは玲れ央おの左ひだり側がわにつき、引ひかれるままおとなしく歩あるいて行いった。クリスが、ウウ……と低ひくくうなる。

「きみ！　その子こはまだやんちゃ盛ざかりだ。絶ぜっ対たいリードを離はなすなよ！」

　小こ林ばやしの呼よびかけにも応こたえず、玲れ央おと小こ太た郎ろうはエレベーターホールの中なかに消きえて行いった。

「何なによあれ！　ゴメンのひとこともないの？」

　玲れ央おと小こ太た郎ろうの姿すがたが見みえなくなると、麻ま由ゆ香かは怒いかりの声こえを上あげた。

「もう！　この船ふね、素す敵てきだけど、超ちょうムカつくこともいっぱい。あの男おとこの子こ、さっきレストランで会あった子こでしょ？　きっつい香こう水すいのおばあさんといっしょにいたよね」

　美み都とがうなずいた。

「お孫まごさんですって。確たしか、玲れ央おさん……」

「陽詩ひなた、あの犬いぬの名な前まえ知しってたの？」

「うん。ゆうべクリスをケンネルに連つれて行いったとき、会あったんだ」

　陽詩ひなたはやるせなかった。理り由ゆうはわからないけれど、初はじめて出で会あったときから、玲れ央おはぼくのことを嫌きらってるらしい。それとは逆ぎゃくに、小こ太た郎ろうはぼくらのことが大だい好すきみたいだけどな。

　しょうがないなぁと、陽詩ひなたはバッグからタオルを出だして、よだれでぬれた袖そで口ぐちをふく。クリスは、お気きの毒どくにと言いわんばかりに、陽詩ひなたを見み上あげてワォンと鳴ないた。




「じゃ、わたしは曽そ我がさんのところへ行いってくる」

　美み都とが言いった。こうと思おもったら考かんがえを曲まげない、意い志しの強つよさを感かんじる声こえだった。

「じゃ、……わたしもいっしょに……」

　さっき力ちから強づよく応おう援えんしていた割わりに、麻ま由ゆ香かは気き弱よわな声こえを出だす。

「ううん、いい。麻ま由ゆ香かちゃんが怒おこりだしたりすると、借かりられなくなるかもしれない。わたしひとりの方ほうがいいと思おもう」

　きっぱりと言いう美み都とに、麻ま由ゆ香かはしゅんとして黙だまりこんでしまった。

「千ち帆ほ里りさん、曽そ我がさんのお部へ屋やにアポイントを取とって。今いまから行いきますって」

　千ち帆ほ里りは少すこしためらったが、スマホを出だして耳みみに当あてた。

「Hello, this is Chihori speaking……もしもし、千帆里ですが……」

　背せ中なかを向むけてしばらく話はなしていた千ち帆ほ里りだったが、通つう話わを切きると美み都とに向むき直なおった。

「ＯオーＫケーですって。今いますぐならお時じ間かんを取とってくださるそうです。わたしがご案あん内ないしますね」

「千ち帆ほ里りさん、わたしたちを見み張はってなくてもいいの？　船せん長ちょうさんに怒おこられない？」

　麻ま由ゆ香かが千ち帆ほ里りを気きづかう。千ち帆ほ里りは、まわりの海うみを見み回まわして苦にが笑わらいした。

「ここから逃にげられる人ひとはいませんからね。お昼ひるのときも、別べつ々べつでしたし……」

「そういえばそうだね。……美み都とちゃん、がんばって！」

　麻ま由ゆ香かの声せい援えんを背せに、美み都とと千ち帆ほ里りはエレベーターホールに入はいっていった。
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「ようし、こっちはこっちで捜そう査さしよう」

　小こ林ばやしは真しん剣けんな顔かおで前まえを向むき、車くるまいすの手てすりの操そう作さレバーに手てをかけた。陽詩ひなたが聞きく。

「どこへ行いこうか？」

「まずはケンネルで、記き録ろくを書かき換かえられるのはだれかを調しらべてみよう。どこ？」

　陽詩ひなたは犬いぬ小ご屋やのマークがついた扉とびらを指さし、クリスといっしょにかけよった。

「こんにちは……」

　陽詩ひなたが扉とびらの中なかに声こえをかけると、奥おくからリズが笑え顔がおを見みせた。

「ハイ、陽詩ひなた！　ハイ、クリス！　遊あそびに来きてくれたの？」

「ちょっと聞ききたいことがあって……。友ともだちも入はいってもいい？」

　小こ林ばやしと麻ま由ゆ香かが扉とびらから顔かおをのぞかせると、リズは大おおきく両りょう手てを広ひろげた。

「もちろんＯオーＫケーよ。彼かれらも、犬いぬが大だい好すきって顔かおをしてるわ」

　小こ林ばやしは車くるまいすを中なかへ入いれ、にこやかに右みぎ手てをリズに差さし出だした。

「こんにちは。小こ林ばやしと言いいます。顔かおだけで犬いぬ好ずきがわかるんですね。ぼくは、元もとドッグトレーナーで、警けい察さつ犬けんを育そだてていたんです」

　リズは、そういう人ひとは大だい歓かん迎げいよと、力ちからをこめて小こ林ばやしの手てを握にぎり、麻ま由ゆ香かに笑え顔がおを送おくった。

「日に本ほんでは、警けい察さつ犬けんのトレーニングはどうやるのかしら。ぜひ、聞きかせて！」

　横よこに立たっていた陽詩ひなたは、急きゅうに手て首くびを引ひっぱられて、よろけそうになった。

　ゆうべと同おなじように、クリスがまた受うけ付つけの左ひだり奥おくへ行いこうとしたのだ。

　うわあ！　陽詩ひなたはあわてて、リードを力ちからいっぱいたぐった。

　クリスは陽詩ひなたを見みてクゥンと鳴なき、リズと話はなしている小こ林ばやしを見みて、もう一いち度どクゥンと鳴ないた。そして、どうしても倉そう庫この方ほうへ行いこうとする。

　陽詩ひなたはふと思おもった。ひょっとして、クリスは何なにかを知しらせようとしてるのかな？

　熱ねっ心しんに警けい察さつ犬けんについて話はなしこんでいるリズと小こ林ばやしを横よこ目めに、陽詩ひなたはリードをゆるめた。

「陽詩ひなた、どこへ行いくの？」

　麻ま由ゆ香かにシッと口くちに指ゆびを当あててみせて、クリスの後あとをついていく。

　クリスはまた倉そう庫こに入はいりこみ、壁かべ際ぎわの段だんボール箱ばこを嗅かいで、ワンと一ひと声こえ鳴ないた。

　やっぱり、得とく意いそうな顔かおだ。

「これ、ドッグフードの箱はこじゃない。クリス、おなかが空すいたの？」

　麻ま由ゆ香かも、クリスのドヤ顔がおを見みてあきれている。

　そうだよなー。どう考かんがえても、高こう級きゅうドッグフードの匂においに誘さそわれただけだよなー。

　陽詩ひなたはがっかりした。




「次つぎはどうするか……」

　小こ林ばやしは、ケンネルを出でると、陽詩ひなたに言いった。

　ケンネルにも警けい備び員いんふたりが捜そう索さくに入はいってきて、陽詩ひなたたちは体ていよく追おいはらわれたのだった。

　結けっ局きょく、ケンネルの記き録ろくを書かき換かえた犯はん人にんも、分わからなかった。夜や勤きんのダンは自じ分ぶんの船せん室しつでぐっすり眠ねむっているらしく、連れん絡らくが取とれないと、リズはプンプンしていた。

「あの子こはいい加か減げんなところがあるから、わたしはいつも叱しかっているのよ！」

　ただ、現げん場ばのパソコンの記き録ろくも、大おおもとで操そう作さすれば書かき換かえられるはずだとリズは言いう。

「この大おおきな船ふねは、よくも悪わるくも、全ぜん部ぶ上うえから管かん理りされているものね」

　言いい訳わけともあきらめともつかない表ひょう情じょうで、リズはそう付つけ加くわえたのだった。

　陽詩ひなたは、エレベーターホールへと歩あるきながら考かんがえた。

「そうだ。もうひとつ調しらべなきゃ。だれが、ザクロジュースに睡すい眠みん薬やくを入いれたのか……」

「それだ！」

　小こ林ばやしがぽんとこぶしをたたいたので、車くるまいすが止とまってしまった。基き本ほんこの車くるまいすは、手てすりの操そう作さレバーを倒たおさないと動うごかない。

「千ち帆ほ里りさんが、レストランからぼくたちの部へ屋やへジュースを届とどける途と中ちゅうで、だれかが、睡すい眠みん薬やくを入いれたんだ。それを突つき止とめれば……」

「……まさか、千ち帆ほ里りさんじゃないよね？」

　急きゅうに思おもいついた麻ま由ゆ香かが、おそるおそる聞きく。

　一いっ瞬しゅん考かんがえこんでから、陽詩ひなたは重おもい口くちを開ひらいた。

「ち、違ちがうと思おもうな……。一いち番ばん簡かん単たんにそれができるのは千ち帆ほ里りさんだけど、まっさきに疑うたがわれるのも千ち帆ほ里りさんだもん。その証しょう拠こに、船せん長ちょうさんも曽そ我がさんも、千ち帆ほ里りさんを責せめてたよね？」

「ぼくもそう思おもう。第だい一いち、彼かの女じょには動どう機きがない。ただ、だれかにおどされて、無む理りやりやらされているなら話はなしは別べつだけど……」

　三人にんはお互たがいにじっと顔かおを見みていたが、最さい後ごに麻ま由ゆ香かが言いった。

「でもわたし、千ち帆ほ里りさん好すきだな！」

　陽詩ひなたも小こ林ばやしも、心こころからうなずいた。クリスももちろん、ワンと吠ほえたのだった。
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　部へ屋やへ帰かえる前まえに、三人にんはレストランに寄よってみた。

　ゆうべのザクロジュースを千ち帆ほ里りに渡わたしたのはだれか。それがわかるといいんだけど……。

　だが、それは無む理りだと、レストランの前まえに立たつ案あん内ない係がかりにきっぱりと言いわれた。

「ゆうべはパーティーの後あと片かた付づけと、一いっ般ぱんのお客きゃくさまのディナー対たい応おうとで大おお忙いそがしでしたからね。しかも、ここでは延のべ百人にん以い上じょうのスタッフが働はたらいています。一つの注ちゅう文もんをだれが受うけて、だれが作つくったかなんて、とうていわかりはしませんよ」

　三人にんと一匹ぴきは、すごすごと、いったん部へ屋やへ戻もどることにした。

「千ち帆ほ里りさんが美み都とちゃんと帰かえってきたら、もう一いち度ど詳くわしく話はなしを聞きいてみよう」




　四階かいのエレベーターの前まえには、大おおきな観かん葉よう植しょく物ぶつが三鉢はち並ならんでいる。

　陽詩ひなたたちが下おりると、その陰かげで人ひとがちらちらと動うごいているのが見みえた。おまけに、何なにやらぶつぶつつぶやく声こえが聞きこえる。

　何なんだろう……。陽詩ひなたは、葉はっぱのあいだをのぞいた。

　小ちいさめのジャケットを着きた、小こ太ぶとりのメガネ男おとこだ。どこかで見みた気きがする。

　しゃがみこんで、背せの高たかい植しょく物ぶつの根ね元もとを、一いっ所しょ懸けん命めいにのぞいている。軍ぐん手てをはめて、小ちいさなプラスチックボックスを下さげていた。

「メリー、メリー……？」

とつぶやく男おとこの視し線せんがふと上あがり、陽詩ひなたの目めとぶつかった。

　そのとたん、彼かれは弾はじかれたように立たち上あがり、そそくさと廊ろう下かの奥おくへと走はしっていった。

「なぁに？　変へんな人ひと……」

　麻ま由ゆ香かが首くびをかしげる。

「メリーって何なんのこと？」

　陽詩ひなたは思おもい出だした。そうだ、朝あさ、曽そ我がさんのボディガードを、不ふ安あんそうに見みていた人ひとだ。

「たぶん、この階かいの部へ屋やのお客きゃくさんだと思おもうけど……。ほんと、メリーって何なんだろうね？」

　不ふ審しんに思おもいつつも廊ろう下かを歩あるき、美み都との部へ屋やにたどり着ついた。

　小こ林ばやしがポケットからカードキーを取とり出だしていると、急きゅうにクリスがフッと荒あらく息いきをついた。

「どうした？」

　クリスは、ドアの横よこに置おいてあったワゴンの下したをじっと見みている。タオルやシーツがのっている、客きゃく室しつ係がかりのワゴンだ。その陰かげで、黒くろい物ものがもそっと動うごいた。

「あ……」

　陽詩ひなたがリードを握にぎり直なおそうとするより早はやく、クリスが、悲ひ鳴めいを上あげた。

「キャイ─────ン!!」

　リードが陽詩ひなたの手てを抜ぬけ、クリスはあっという間まにエレベーターの方ほうへかけていく。
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「クリス!?」

　あわてて後あとを追おおうとする陽詩ひなたの耳みみをつんざく、特とく大だいの悲ひ鳴めいが上あがった。


「キャーーーーーーッ!!」

「ギャーーーーーーッ!!」



　麻ま由ゆ香かと小こ林ばやしだ。麻ま由ゆ香かは、ぱっと車くるまいすの小こ林ばやしにしがみついてその胸むねに顔かおをうずめ、小こ林ばやしもぎゅっと目めをつぶって、麻ま由ゆ香かを抱だきしめている。

「い、いや、いやーーーーっ！」

「う、ううーーー!!」

　何なに？　陽詩ひなたは、クリスを取とるか、麻ま由ゆ香かたちを取とるか、一いっ瞬しゅん迷まよった。そのあげく、パニックの原げん因いんを確たしかめようと、かがみこんでワゴンの下したをのぞいてみる。

「!!」

　ぞわぞわっと背せ筋すじを冷つめたいものが走はしった。

　悲ひ鳴めいを上あげることもできないくらい、陽詩ひなたは驚おどろいた。

　そのまま床ゆかにしりもちをつくと、ずりずりと後うしろへ下さがる。

　こ、これ、もしかして、タランチュラってやつ??

　実じつ物ぶつを見みたことはないけど、写しゃ真しんは図ず鑑かんで見みたことがある。

　手てのひらほどの大おおきさで、毛けむくじゃらの太ふとい足あしと、毛けむくじゃらのコロンとした胴どう体たい。

　全ぜん体たい的てきには黒くろっぽいが、足あしと胴どう体たいの一いち部ぶはきれいなオレンジ色いろだ。

　もそもそ動うごいているから、生いきている本ほん物ものに違ちがいない！

　こりゃ、虫むし嫌ぎらいのクリスじゃなくたって飛とんで逃にげるよ！

　陽詩ひなたはごくんとつばをのみ下くだすと、図ず鑑かんの解かい説せつを思おもい起おこして、そろそろと立たち上あがった。

「ま、麻ま由ゆ香か、タランチュラはみんなが思おもってるほど、猛もう毒どくの持もち主ぬしじゃないんだ……。かまれたからって、人ひとが死しんだ例れいはほとんどないって。だ、だから、大だい丈じょう夫ぶ……」

「ど、ど、毒どくがないって言いわれても、そ、そんなおっきいクモは……、無む理り!!」

　麻ま由ゆ香かは小こ林ばやしの胸むねから顔かおを離はなさない。

「そ、そうだな……。ちょっと無む理りっぽい……。ぼくもダメだ……」

　目めをつぶったままの小こ林ばやしの声こえも震ふるえている。でも、クリスが……。陽詩ひなたはあせった。

「お、おとなしいから、飛とびかかっては来こないよ。ぼ、ぼく、クリスを捜さがしてこないと……」

　陽詩ひなたが振ふりむくと、その前まえにさっきのメガネ男おとこが立たちはだかった。

「メリー？」

　え？

　陽詩ひなたが固かたまっているあいだに、男おとこはぱっと床ゆかにはいつくばり、ワゴンの下したをのぞいた。そして軍ぐん手てをはめた手てを、すき間まに差さし入いれる。

　まもなく引ひき出だされた男おとこの手てには、大おおきなクモがおとなしくのっていた。

　彼かれはすわりこんで、床ゆかに置おいてあったプラスチックボックスを、片かた手てで器き用ように開あける。そっとタランチュラを中なかに収おさめてふたを閉とじると、フーッと大おおきく息いきをついた。

「よかった、無ぶ事じだった……」

　にまーっと笑わらって立たち上あがった男おとこは、陽詩ひなたたちには目めもくれずに、いくつか先さきの部へ屋やのドアを開あけて、中なかへ入はいっていった。

　バタンとドアが閉しまり、廊ろう下かが静しずまりかえる。その間かん、約やく三十秒びょう。

　な、なんなんだ、あの人ひと……？

「陽詩ひなた……？」

　麻ま由ゆ香かが、小こ林ばやしの胸むねから青あおい顔かおをそろそろと上あげた。

「あ、あのクモ、どうした？」

　小こ林ばやしも、やっと薄うす目めを開あける。

　陽詩ひなたは、止とめていた息いきを吐はき出だした。

「もう大だい丈じょう夫ぶ。男おとこの人ひとが、箱はこに入いれて持もって行いったから。とにかく、クリスを捜さがしてくる」

　陽詩ひなたはエレベーターの先さきへと走はしり出だした。どこだ、クリス？

　きょろきょろ捜さがしていると、

「陽詩ひなたくん！」

と呼よび止とめられた。エレベーターから出でてきた千ち帆ほ里りだった。美み都ともいっしょだ。

「クリスだったらそこに……」

　千ち帆ほ里りが指さす方ほうを見みると、観かん葉よう植しょく物ぶつの鉢はちの下したに頭あたまをつっこんで、ふるえているクリスがいた。

　陽詩ひなたはほっとしてリードを拾ひろい上あげ、ぎゅっとクリスを抱だきしめた。

「恐こわかったよな、クリス。あんな強きょう烈れつなの、おまえじゃなくても逃にげたくなるよ……」

　クリスは、クーン、クーンと陽詩ひなたに頭あたまをすり寄よせて甘あまえる。

「どうしたの？　クリス、大だい丈じょう夫ぶ？」

　千ち帆ほ里りがかがみこんでクリスの様よう子すを見みる。ほっと気きのゆるんだ陽詩ひなたは、涙なみだ目めで訴うったえた。

「ち、千ち帆ほ里りさん、廊ろう下かにタランチュラがいたんだ！」

「タ、タランチュラ？　タランチュラって？」

　めんくらう千ち帆ほ里りに、横よこに立たつ美み都とが冷れい静せいに言いった。

「大おおきなクモのことじゃない？」

「そ、それは知しってるけど、なんでプリマヴェッラにタランチュラが？」

　陽詩ひなたは、クリスの背せ中なかをなでながら首くびをふった。

「わからない。でも、ほんとにいたんだ。男おとこの人ひとが捕つかまえて、自じ分ぶんの部へ屋やに持もって行いった……」

「ど、どこ？　どこの部へ屋や？」

　あわててあたりを見み回まわす千ち帆ほ里り。陽詩ひなたは、片かた手てを上あげて指さした。

「た、たぶん、４１５６号ごう室しつ。朝あさ、ぼくたちの部へ屋やに曽そ我がさんが押おしかけて来きたとき、廊ろう下かでうろうろしていた男おとこの人ひとだよ」

　千ち帆ほ里りは体からだを起おこして、ぎゅっと両りょうのこぶしを握にぎった。

「わかった。あなたたちは部へ屋やに帰かえってて。事じ情じょうを聞きいてくる……」
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「あれ、ペットなんですって！　彼かれが言いうには、ちょっとした手て違ちがいで、逃にげ出だしただけだと」

　美み都との部へ屋やにやってきた千ち帆ほ里りは、情なさけなさそうに首くびをふった。

「この船ふねはペット可かだろうって言いわれたら、言いいかえせなくて……。契けい約やく書しょになんて書かいてあるのか、詳くわしいことまで分わからないんですもの。とりあえず、船せん長ちょうに連れん絡らくしました」

「あんなペット持もちこんでいいなら、安あん心しんしてこの船ふねに乗のってられないよー」

　麻ま由ゆ香かが目めをこすった。そうだそうだと、小こ林ばやしもしきりにうなずく。

「今こん回かいのクルーズは、トラブルばかりです……」

　千ち帆ほ里りも困こまり果はてた顔かおをしている。

「そ、そう言いえば、美み都とちゃんはどうだった？　曽そ我がさんは何なんて？」

　陽詩ひなたは、バルコニーに出でて海うみをながめていた美み都とに聞きいた。すると美み都とはむすっと部へ屋やに入はいってきて、いきなり怒いかりを爆ばく発はつさせた。

「ぜんぜんダメ。あんな意い地じ悪わるなヤツ、見みたことない！」

　ベッドのマットレスの横よこを、ボスンとひとつけとばす。一いち同どうは首くびをすくめた。

「あいつ、グァルネリっていう名めい器きと、もうひとつ別べつのストラディバリウスを持もってきているの。ロシアの演えん奏そう家かに弾ひかせるんだって、いばってたわ。大おおきな保ほ管かんケースの中なかから出だして見みせて、いい楽がっ器きだろうって見みせびらかして……。でも、これを弾ひきたかったら、盗ぬすまれたストラディバリウスを出だせの一いっ点てん張ばり。それができないから貸かしてほしいのに……」

「そうだわ！」

　千ち帆ほ里りが顔かおを上あげた。

「曽そ我がさまのことばかり考かんがえていたから、忘わすれてた。この船ふねには、専せん属ぞくのミュージシャンたちが乗じょう船せんしてるんです。劇げき場じょうのショーや、ディナーでの演えん奏そうを担たん当とうする人ひとたち。彼かれらに聞きいてみましょうか、ヴァイオリンを貸かしてくれるかもしれません」

　美み都とは顔かおを曇くもらせた。

「でも、その人ひとたちはプロでしょ？　わたしに楽がっ器きを貸かしたら、仕し事ごとにも、練れん習しゅうにも響ひびくわ」

「そうか……。曽そ我がさんの楽がっ器きなら、だれも弾ひく人ひとがいないってことですよね……」

　千ち帆ほ里りはしゅんとして肩かたを落おとす。陽詩ひなたがすわっていたベッドから立たち上あがった。

「だ、だから、やっぱりなくなったストラディバリウスを見みつけなきゃならないんだ。千ち帆ほ里りさん、聞ききたいことがあるんだけど……。ゆうべのザクロジュースに睡すい眠みん薬やくが入はいっていたんだとしたら、それを入いれられるのはだれだと思おもう？」

　千ち帆ほ里りは、目めをパチパチまばたきして、そこにいる全ぜん員いんの顔かおを見みまわした。

「わたしじゃないです。信しんじてくださる？」

　一いち同どうはしっかりとうなずいた。小こ林ばやしは腕うで組ぐみをして言いった。

「千ち帆ほ里りさんを信しんじなかったら、ぼくたちはどうしようもない……」

「あ、ありがとうございます。……わたしはスマホで注ちゅう文もんを受うけ、レストランに行いきました。着ついたときにはもう、カウンターにジュースが用よう意いされていました。今いま思おもうと、レストランは混こんでいたから、だれでもジュースに近ちかづくことができたと思おもうわ。わたしは疑うたがうこともせず、お盆ぼんの横よこにあった注ちゅう文もん票ひょうを確かく認にんして、そこからまっすぐにこの部へ屋やへ来きました。一階かい上あがるだけなので、階かい段だんを使つかいました。途と中ちゅうではだれにも……」

　千ち帆ほ里りは言こと葉ばを切きって、少すこし考かんがえた。

「そう言いえば、いまの彼かれ……、タランチュラの飼かい主ぬしと、階かい段だんですれ違ちがったような……」

　みんなはハッと顔かおを上あげた。

「でも、睡すい眠みん薬やくをジュースに入いれられるほど、近ちかくは通とおらなかったと思おもいます。あとは、レストランを出でるときに、支はせ倉くらさまに声こえをかけられましたっけ。美み都とさんがすばらしかったと、しきりにおっしゃって。あの方かたは、杖つえで体からだを支ささえていらっしゃるので、妙みょうなことはできないと思おもいます」

「ですね。やっぱり、レストランのカウンターの上うえで入いれられたかな……」

　小こ林ばやしは腕うで組ぐみをしたまま、そう言いって首くびをひねる。

　陽詩ひなたは何なにげなく聞きいた。

「ち、千ち帆ほ里りさん、ゆうべ陶とう子こさんに呼よび止とめられたとき、香こう水すいのにおいがした？」

　千ち帆ほ里りは不ふ思し議ぎそうな顔かおで答こたえる。

「さあ、気きにならなかったわ。つけてなかったと思おもうけど？」

「わたしもそう言いったでしょ？」

　美み都とがつんとあごを上あげた。




　ピンポーンとインターホンが鳴なった。

「船せん長ちょうです」

との声こえに、千ち帆ほ里りがドアを開あける。船せん長ちょうが大おおきな体からだをかがめるように、部へ屋やに入はいってきた。

「失しつ礼れい……。千ち帆ほ里り、タランチュラの飼かい主ぬし、沼ぬま田たさまのお部へ屋やに行いってきました。タランチュラは、ケンネルのリズが預あずかるということで、決けっ着ちゃくしました。沼ぬま田たさまに任まかせておいて、また逃にげ出だされては困こまります。みなさんには、恐こわい思おもいをさせてしまいました。おわびします」

「リズは、リズは平へい気きなんですか、その……クモ……？」

　千ち帆ほ里りが目めを丸まるくして聞きく。

「彼かの女じょはうれしそうに飛とんできて、Cute!かわいい！ を連れん発ぱっして連つれて行いきました」
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「なるほどー」

　小こ林ばやしが、感かん心しんした口くちぶりでうなずく。リズなら言いいそうだと、陽詩ひなたも思おもった。

　船せん長ちょうは話はなしを続つづけた。

「それはそうと、沼ぬま田たさまの部へ屋や、とても暖だん房ぼうが効きいていますね。ドアを開あけると、熱あつい空くう気きが来きます。寒さむがりなんだと、彼かれは言いいますが……」

「あ、確たしかに！　さっきわたしが行いったときも、ドアが開ひらいたときにムッとしました。タランチュラのことで頭あたまがいっぱいだったので……」

「極きょく端たんな冷れい房ぼうや暖だん房ぼうは、問もん題だいです。彼かれの体からだにもさわります。あとで様よう子すを見みてください」

「わかりました」

　千ち帆ほ里りとの話はなしが終おわると、船せん長ちょうは美み都とに向むき直なおった。

「すみません、美み都とさん。別べつの件けんでお話はなしが……」

「なんですか？」

　美み都とがしっかりと船せん長ちょうを見み返かえすと、船せん長ちょうはていねいに頭あたまを下さげた。

「わたしからお願ねがいがあります。今こん夜やも、ヴァイオリンを弾ひいてくださいませんか？　ディナータイムの前まえに、きのうと同おなじ場ば所しょで、二曲きょくほど……」

　美み都との細ほそい目めに、パッと怒いかりの炎ほのおが燃もえた。そして、大おおきく息いきを吸すいこんでから言いい捨すてた。

「楽がっ器きがありません」

　船せん長ちょうは、ゆっくり首くびをふった。

「曽そ我がさまが、お貸かしするとおっしゃっています」

「え？　そんなことありえません！　わたし、ついさっき曽そ我がさんから断ことわられたばかりです。楽がっ器きを借かりたいなら、盗ぬすまれたストラディバリウスを持もって来こいと言いわれました」

「そのあと支はせ倉くら陶とう子こさまから、熱ねっ心しんなご依い頼らいがあったようです。他ほかのヴァイオリンの音ね色いろが聴ききたい、どうせなら、ぜひあの天てん才さい少しょう女じょの演えん奏そうで……と」

　そういえばあのおばあさん、レストランでそう言いってたな……。陽詩ひなたは思おもいかえした。

　美み都とは口くちを一いち文もん字じに結むすんで、ぐっとこぶしを握にぎる。

「そ、そういうことなら……」

「ご了りょう承しょういただけますか？」

「いきなりは弾ひけません。試ためし弾びきをして、練れん習しゅうしないと」

　船せん長ちょうはうなずいた。

「それも了りょう解かい済ずみです。ただ、弾ひくなら曽そ我がさまのお部へ屋やでと……」

「また盗ぬすまれると困こまる、ですね？」

　美み都とは口くちの片かた端はしをくいっとあげた。

「わかりました。今いまからすぐ行いきます」

「では、ごいっしょに……」

　船せん長ちょうは、またていねいにおじぎをした。
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　何なにもできないまま時じ間かんがたち、日ひ暮ぐれが近ちかづいていた。

　千ち帆ほ里りもほかの仕し事ごとで呼よび出だされたので、陽詩ひなたと麻ま由ゆ香か、小こ林ばやしとクリスは、当あてもないまま船せん内ないを巡めぐっていた。

　七階かいの船せん首しゅ展てん望ぼうデッキでタイタニックごっこをし、ケンネルと同おなじ階かいにある、大おおきなプールも見みに行いった。肌はだ寒ざむいので泳およぐ人ひとはほとんどいなかったが、となりにある、ジェットバスはにぎわっていた。

　ところどころで、警けい備び員いんがヴァイオリンを捜さがしている場ば面めんに出で会あう。ただ、一いっ般ぱんのお客きゃくたちは何なにも気きづかず、それぞれにクルーズを楽たのしんでいるようだ。




　陽詩ひなたたちがまた三階がいにやってくると、ロビーでは、船せん長ちょうが、数すう人にんのスタッフと美み都とのコンサートの打うち合あわせ中ちゅうだった。ピアノの位い置ちや、イスの配はい置ちなどを、確かく認にんし合あっている。

　すみの方ほうにはやはり警けい備び員いんが立たっていて、お客きゃくや物もの陰かげに目めを光ひからせていた。

「いっそのこと、警けい備び員いんさんでもいいからヴァイオリンを見みつけてくれるといいね」

　麻ま由ゆ香かはそう言いってため息いきをつく。

「陽詩ひなた、なんか名めい案あんは浮うかばないの？」

「無む理りだよ……。ただでさえ迷まい子ごになりそうな大おおきな船ふねの中なかで、小ちいさなヴァイオリンを捜さがすなんて、神かみ業わざだ。そもそも、だれかが自じ分ぶんの部へ屋やに隠かくしてたら、絶ぜっ対たいぼくたちには分わからない」

「同どう感かん。ぼくらはまったくの無む力りょくだ……」

　小こ林ばやしも頭あたまを抱かかえるしかない。

　しょうがないなぁ……。陽詩ひなたはクリスを見みた。

　クリスは、「ぼくに仕し事ごとはないの？」と目めで訴うったえているようだ。

「よしクリス、おまえが頼たよりだ。ヴァイオリンの匂においを追おえ！」

　ウォン？　クリスは首くびをかしげたが、鼻はなを上あげてフンフンと空くう気きの匂においを嗅かぐ。そして、陽詩ひなたと小こ林ばやしを順じゅん番ばんに見みて、ワンと吠ほえた。

「ん？　何なにか見みつけたのか？」

　小こ林ばやしが身みを乗のり出だしてクリスにたずねると、クリスは目めをクリッとさせて歩あるき出だした。

　三人にんが半はん信しん半はん疑ぎでついていくと、クリスは自じ信しん満まん々まんの様よう子すでロビーを横よこ切ぎり、革かわ張ばりのイスが置おいてある、立りっ派ぱなデスクの前まえまで行いった。

　デスクの向むこうでは、女じょ性せいスタッフがイスにすわり、パソコンのキーボードをたたいている。

「コンシェルジュ・デスクだ」

　小こ林ばやしがつぶやく。麻ま由ゆ香かが聞きいた。

「コンシェルジュって？」

「お客きゃくさんの相そう談だんを受うけ付つける係かかりのことだよ。要よう望ぼうとか、困こまりごととか、何なんでも聞きいてくれて、それを解かい決けつしてくれるんだ」

　クリスはデスクを回まわりこみ、スタッフの横よこのイスに置おいてあった、革かわ製せいのクラッチバッグをクンクンと嗅かいだ。そして、得とく意いげに、

「ワン！」

と鳴ないてみせたのだ。熱ねっ心しんに仕し事ごとをしていた女じょ性せいは、驚おどろいてクリスを見みた。

「Oh!あら！」

　彼かの女じょは笑わらって、クラッチバッグをイスから抱かかえ上あげた。

「これは大だい事じなお預あずかりものなの。さわっちゃダメよ！」

　陽詩ひなたがあわててリードを引ひくと、そこへ船せん長ちょうが走はしってきた。

「Catherine, thank you!キャサリン、ありがとう！　失しつ礼れい、これはわたしの大だい事じなバッグなのでね」

　船せん長ちょうはスタッフからクラッチバッグを受うけ取とり、陽詩ひなたたちにうなずいてみせると、わきに抱かかえてまた準じゅん備びに戻もどっていく。

　陽詩ひなたたちは、気きまずい思おもいでコンシェルジュ・デスクから離はなれ、エレベーターの前まえまで来くると、顔かおを見み合あわせた。

「船せん長ちょうさん、あそこにバッグを預あずけてお仕し事ごとしてたのね。クリス、どうしたの？　なんで船せん長ちょうさんのバッグのところへ行いったの？」

　麻ま由ゆ香かがクリスにたずねた。

　クリスは、白しろい丸まるまゆを寄よせている。ぼく、がんばったのになぁ……と、言いってるみたいだ。

　こんなクリス、きのうから何なん度どか見みた……。陽詩ひなたは考かんがえこんだ。

　得とく意いそうで、きっとほめられると確かく信しんしている顔かおだ。

　でも、ぼくは分わかってあげられていない。

　ごめんね、クリス。おまえが伝つたえたいこと、いったい何なんなんだろう……。
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　美み都とのヴァイオリン演えん奏そうを知しらせるアナウンスが、英えい語ごと日に本ほん語ごでロビーに響ひびき渡わたった。

　近ちかくにいたお客きゃくたちが、ざわざわと帆はん船せん模も型けいの前まえに集あつまってくる。

　結けっ局きょく、きょうはイスを並ならべることをやめたようだ。必ひつ要ような人ひとのため、前まえの方ほうに何なん脚きゃくか置おかれているだけ。その真まん中なかに、支はせ倉くら陶とう子こと曽そ我が雄ゆう大だいが陣じん取どっていた。

　陽詩ひなたたちは、ひかえめに、後うしろの方ほうから見み守まもることにした。

　拍はく手しゅの中なか、美み都とがきのうのドレスを着き、髪かみをポニーテールにして帆はん船せん模も型けいの前まえに登とう場じょうした。スーツケースに押おしこんだせいか、チュールにしわが寄よっている。手てには弓ゆみしか持もっていない。

　美み都とはおじぎを一つすると、口くちを開ひらいた。

「杉すぎ崎さき美み都とです。本ほん日じつは、曽そ我がさまのご厚こう意いで、みなさまに二丁ちょうのヴァイオリンの聴きき比くらべをしていただくことになりました。ひとつは、グァルネリという職しょく人にんが作つくった名めい器き。そしてもうひとつは、きのうとは別べつのストラディバリウスです。どうか、ふたつの楽がっ器きの異ことなる音ね色いろをお楽たのしみください」

　脇わきから、曽そ我がのボディガードのひとりが、ヴァイオリンを持もって出でてきた。美み都とはそれを受うけ取とってあごにはさむと、目めだけ聴ちょう衆しゅうに向むけて言いった。

「では、一曲きょく目めはグァルネリで。曲きょくは、クライスラー作さっ曲きょくの『美うつくしきロスマリン』です」

　美み都とは弓ゆみを構かまえ、大おおきく息いきを吸すうと、一いっ気きに弾ひき始はじめた。




　美み都とが二曲きょく弾ひき終おわり、お客きゃくたちが引ひき波なみのようにロビーを離はなれていく中なか、麻ま由ゆ香かが聞きいた。

「陽詩ひなた、分わかった？　ふたつの楽がっ器きの違ちがい」

「う、うん。どう説せつ明めいしたらいいか分わからないけど、違ちがうなって気きはした」

「そんな気きはしたな、ぼくも……」

　小こ林ばやしもあごをなでて言いう。

「ほんと？」

　麻ま由ゆ香かは疑うたがわし気げだ。

「でも、『美うつくしきロスマリン』は聴きけてよかったね。明あかるくて、素す敵てきな曲きょくだった」

　陽詩ひなたは、甲かん板ぱんでエア演えん奏そうをした後あとの、悲かなしそうな美み都との表ひょう情じょうを思おもい出だした。

　美み都とちゃん、弾ひけてよかったね。心こころからヴァイオリンを、音おん楽がくを愛あいしているんだね……。

　帆はん船せん模も型けいの前まえでは、曽そ我がと陶とう子こが美み都とを捕つかまえて、しきりにしゃべっている。

　ヴァイオリンはというと、さっさとボディガードが部へ屋やに持もち帰かえってしまったらしい。

　陶とう子このとなりに立たっている玲れ央おは、クリスを見みて興こう奮ふんしている小こ太た郎ろうを、必ひっ死しに押おさえていた。

　一いっ方ぽうのクリスは、小こ太た郎ろうを横よこ目めで見みながらウウ……とうなっている。
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　美み都とは、曽そ我がと陶とう子こを振ふり切きって、こちらにかけてきた。

「ああ、終おわった！　いいヴァイオリンだった。……もうちょっと弾ひきたかったけど……」

　息いきを弾はずませて満まん足ぞくそうに笑わらう。

　麻ま由ゆ香かも、そんな美み都とを見みてうれしそうだ。

「美み都とちゃん、お疲つかれさま。とてもよかったよ。わたしには、ヴァイオリンの違ちがいまでは分わからなかったけど……。ロスマリン、聴きかせてくれてありがとう」

「弾ひいたふりだけじゃ、どんな曲きょくかわからないものね」

　美み都とは、ポニーテールのゴムを引ひっぱって髪かみを下おろした。

「それにしても、陶とう子こさんの香こう水すい、きつすぎ！」




　クリスをケンネルに預あずけ、レストランで夕ゆう食しょくを食たべた後あと、麻ま由ゆ香かと美み都とは劇げき場じょうへミュージカルを見みに行いくことになった。

　せっかく豪ごう華か客きゃく船せんに乗のったのだから、エンターテインメントも見みておきなさい。連つれて行いってあげるわ……。陶とう子こからそう言いわれた美み都とが、みんなを誘さそったのだ。

　でも、陽詩ひなたと小こ林ばやしは遠えん慮りょすることにした。

「少すこし、ゆっくり考かんがえたいんだ……。地じ味みな男だん子しふたりは、少しょう々しょうお疲つかれだよ」

　そう言いって小こ林ばやしは笑わらった、陽詩ひなたも同おなじ気き持もちだった。

　陶とう子こさんの香こう水すい対たい策さくに、バスルームのタオルを持もって行いくという麻ま由ゆ香かに、けらけらと笑わらう美み都と。そんなふたりを見み送おくって、小こ林ばやしはしみじみと言いった。

「ヴァイオリンを弾ひいてる美み都とちゃんを見みてると、とてもそうは思おもえないけど、やっぱりあのふたり、同どう級きゅう生せいなんだね」

　ちなみにぼくも同どう級きゅう生せいだよ。陽詩ひなたは苦く笑しょうして、マンゴージュースを飲のんだ。

「なんか、もやもやするんだ……」

　陽詩ひなたは胸むねの内うちを小こ林ばやしに打うち明あけた。

「引ひっかかることがいろいろあって。ヴァイオリンを盗ぬすむ理り由ゆうは分わかりやすいよね？　お金かねのためとか、有ゆう名めいな楽がっ器きを自じ分ぶんのものにしたいとか……。でも、ぼくらを船ふねに引ひきとめたのは、どうしてだろう。支はせ倉くらさんたちのことも気きになるし、クリスの行こう動どうもよくわからなくて……」

「クリスの行こう動どう？」

「さっきの、船せん長ちょうさんのバッグのこととか。それに、小こ林ばやしさんには話はなしてなかったけど……」

　陽詩ひなたが言いいかけたとき、さっきまで麻ま由ゆ香かがいた席せきに、いきなり男おとこがドスンとすわりこんだ。

　陽詩ひなたはびっくりして、ジュースをこぼしそうになった。

「さっきは悪わるかったな」

　タランチュラの飼かい主ぬし、沼ぬま田ただ。

　沼ぬま田たは、メガネをはずしてハンカチでレンズをせかせかとふき、またかける。

「考かんがえてみたら、きみがメリーを見みつけてくれたんだなと思おもって」

　あ、そうか。メリーって、タランチュラの名な前まえなんだ。陽詩ひなたはいまさらながら気き付づいた。

「い、いえ、たまたま……」

「なかなか理り解かいされなくてさ、ああいうペット。かわいいと思おもうんだけどね。モフモフでさ」

　いや、モフモフというより、もじゃもじゃ？　もぞもぞ？

「あの、犬いぬ小ご屋やのお姉ねえさんは分わかってくれた。なかなかの人じん物ぶつだ」

　ああ、リズは生いき物もの全ぜん般ぱんが大だい好すきそうだもんね。

「毒どくもそれほどじゃないんだ。そりゃ、かまれりゃ痛いたいけどさ」

　小こ林ばやしは向むかいの車くるまいすの中なかで、思おもい切きり身みを引ひいていたが、やっと愛あい想そ笑わらいを浮うかべた。

「え、えーと、ああいう、珍めずらしい……、その、希き少しょう動どう物ぶつがお好すきですか？　ほかにも何なにか？」

「そう！　爬は虫ちゅう類るい系けいとか、両りょう生せい類るい系けいとかね。あ、でもクモは格かく別べつ。あれは昆こん虫ちゅうじゃなくて、専せん門もん的てきには、節せっ足そく動どう物ぶつって言いうんだ。メリーは、メキシカンレッドレッグっていう種しゅ類るいで、まあ、一いっ般ぱん的てきなヤツ。でも、いいだろ？　これぞタランチュラって感かんじでさ。だけど今いま、マニアの間あいだで大だい人にん気きなのは、グーティ・サファイア・オーナメンタルっていう種しゅ類るい。そいつは、ものすごく鮮あざやかな青あおい色いろをしていて、そこにみんな魅みせられちゃうってわけ」

　小こ林ばやしの笑え顔がおが凍こおりついた。思おもい浮うかべた青あおいクモが、予よ想そう以い上じょうにおぞましかったらしい。
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　とうとうと、沼ぬま田たの話はなしは続つづく。

「意い外がいと手て間まはかからないんだよね。おとなしいし、エサも毎まい日にち食くうわけじゃないし。だから、マニアは急きゅう増ぞうしてるんだ。ただね、今いまはワシントン条じょう約やくとかで、なかなか手てに入はいらない種しゅも多おおくてさ。獲かく得とく競きょう争そうも厳きびしいもんだから、業ぎょう界かいもなかなか苦く労ろうしてて……」

　話はなしに熱ねつの入はいった沼ぬま田たが、汗あせをハンカチでぬぐったので、小こ林ばやしはやっと割わりこめた。

「そ、それじゃ、沼ぬま田たさんはそういうお仕し事ごとを？」

「え？　いやいや、仕し事ごとっていうほどのもんじゃないけど……」

「素人しろうとには分わからない、その道みちならではのご苦く労ろうがあるんでしょうねぇ」

「そりゃそうさ。クモに限かぎらず、希き少しょう動どう物ぶつは生せい息そく地ち域いきも限かぎられる。仕し入いれるのも大たい変へんなんだ」

「でも、うまくいけばもうかりそうですね？　こんな豪ごう華か客きゃく船せんの旅たびもできるんですから……」

「いやいや！」

　沼ぬま田たはあわてたように、両りょう手てを顔かおの前まえでふった。

「今こん回かいはちょっとした事じ情じょうでこんな船ふねに乗のったけど、そんなにうまくいくようなもんじゃないって。だいたいおれの場ば合あい、少すこしでも余よ裕ゆうがあったら趣しゅ味みに注つぎこんじゃうから……」

　金かねなんていくらあってもな……。沼ぬま田たはそう小こ声ごえでつぶやいて、また汗あせをふいた。

「そうか。大たい変へんなんですね、希き少しょう動どう物ぶつの業ぎょう界かいも……」

　小こ林ばやしは、探さぐるように沼ぬま田たの顔かおを見みる。沼ぬま田たはハッとして視し線せんを外はずすと、現あらわれたときと同おなじように突とつ然ぜん席せきを立たった。

「い、いや、何なにかよけいなことを言いったな。おじゃましました」

　そそくさとレストランを出でて行いく沼ぬま田たを、陽詩ひなたはぽかんと見み送おくった。

「うさんくささ、満まん載さい！」

　小こ林ばやしは、沼ぬま田たの消きえた方ほう向こうを親おや指ゆびで指さした。

「ちょっとした事じ情じょうで豪ごう華か客きゃく船せんに乗のってるって、どういうことだよ」

「まあ、ぼくたちもそうだけどね……」

　陽詩ひなたが言いうと、小こ林ばやしは声こえを上あげて笑わらった。

「そりゃ、そうか！」

「でも、お金かねに困こまっていそうな雰ふん囲い気きはあったね。もし、高こう級きゅうなヴァイオリンが簡かん単たんに手てに入はいるとしたら……？」

　何なんとも言いえないなと、小こ林ばやしはテーブルにほおづえをつく。

「それにしても、元げん気きそうだったな。ほら、船せん長ちょうが心しん配ぱいしてただろ？　部へ屋やが暑あつすぎて、具ぐ合あいが悪わるくなっちゃ困こまるって」

「逆ぎゃくに、暑あつがりみたいだったよね。汗あせふいてばっかりだったもん」

　陽詩ひなたはマンゴージュースを飲のみ干ほすと、立たち上あがった。

「寝ねる前まえに、クリスに会あいに行いくけど、小こ林ばやしさんはどうする？」

「もちろん、行いくとも！」
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「クリスも夕ゆう飯はん食たべたよね？　おなかいっぱいになったか？」

　陽詩ひなたはクリスを抱だきしめて、ほおずりした。クリスもクーンと甘あまえ声ごえを出だす。

　十二階かいの甲かん板ぱんの上うえ。昼ひる間まの青あおい海うみと空そらは、墨すみを流ながしたように黒くろく変かわっていた。

　ただ、頭ず上じょうには満まん月げつが輝かがやき、無む数すうの星ほしがまたたいている。

「こんな夜よ空ぞら、うちのあたりじゃ見みられないよ。街まちの光ひかりが明あかるいもん」

「ぼくの家いえは川かわの近ちかくだから、河原かわらに行いけばけっこう暗くらい。でも、これほどじゃないな……」

　小こ林ばやしも、うっとりと空そらをながめている。

「さっきも言いいかけたけど、クリスは何なにかを知しらせたがってるんじゃないかと思おもうんだ……」

　陽詩ひなたはかたわらのクリスを見みながら、ぶらぶらと船せん首しゅに向むかって歩あるき出だした。

「船せん長ちょうのバッグのことで？」

「うん。それと、ケンネルの倉そう庫こにある、高こう級きゅうドッグフードの段だんボール箱ばこ。得とく意いそうな顔かおをして、ぼくを連つれて行いくんだよね」

　小こ林ばやしの車くるまいすの低ひくいモーター音おんが、静しずかな甲かん板ぱんに流ながれている。

「さっき陽詩ひなたくんは、冗じょう談だんで言いったんだよね？　『ヴァイオリンの匂においを追おえ』って。でもクリスは、何なにかを捜さがしてくれって頼たのまれたんだなと思おもったわけだ。そこで、期き待たいに応こたえて、船せん長ちょうのバッグへと案あん内ないした……と」

「なんで？」「なんで？」

　ふたりは同どう時じにそう言いって、笑わらい出だした。

「クリスが、人にん間げんの言こと葉ばをしゃべれればいいのにな……」

　陽詩ひなたはしみじみと言いった。クリスは不ふ思し議ぎそうに、ふたりの顔かおを交こう互ごに見みるばかりだ。

　甲かん板ぱんの先さきに、四し角かくいプールが見みえてきた。夜よるになって肌はだ寒ざむさが増ましたので、さすがにお客きゃくさんはだれもいない。照しょう明めいもしぼられて、うす闇やみの中なかで水面みなもがゆれている。

「あ、プールにお月つきさまが映うつってる！」

　陽詩ひなたはデッキチェアをよけて、プールサイドまでクリスを連つれて走はしった。

　小こ林ばやしもその後あとを追おう。

「なーんだ、近ちかくまで来きたらなくなっちゃった……」

「角かく度どの問もん題だいだよ。もっと月つきが高たかくなったら、プールのど真まん中なかに映うつるんじゃないかな？」

　そう言いって小こ林ばやしがプールをのぞきこんだときだった。

　いきなり車くるまいすが動うごき出だした！

　前ぜん輪りんがプールサイドを越こえ、車くるまいすがぐらっと傾かたむく。

「うわっ!!」

　小こ林ばやしは水みずの上うえに放ほうり出だされ、そのあと車くるまいすもプールに落おちていく。

　バシャ───────ン!!

　大おおきな水みず音おと。大たい量りょうの水みずしぶきが上あがり、陽詩ひなたとクリス、そしてプールサイドをぬらした。

　え？　小こ林ばやしさん!?

　目めの前まえで起おこったことが理り解かいできず、陽詩ひなたは一いっ瞬しゅんぼうぜんとした。

　ガタッガタッと、後うしろでデッキチェアが倒たおれる音おとがした。バタバタと、荒あらっぽい足あし音おとが遠とおざかっていく。

　だれ？　い、いや、そんなことかまってる場ば合あいじゃない！

　陽詩ひなたは、ぬれた体からだをふるわしているクリスのリードを手て放ばなすと、足あしからプールに飛とびこんだ。

　つま先さき立だちをすれば、やっと陽詩ひなたの顔かおが出でるくらいの水すい深しん。

　でも足あしの使つかえない小こ林ばやしには、十じゅう分ぶん危き険けんだ。水すい中ちゅうで、彼かれがもがいているのが見みえる。

　陽詩ひなたは、思おもい切きり息いきを吸すって潜もぐった。小こ林ばやしの腕うでをつかんで引ひっぱり、彼かれの脇わきの下したに頭あたまを入いれて肩かたにかつぐ。それから必ひっ死しで小こ林ばやしの体からだを持もち上あげた。

　彼かれの顔かおが水すい面めんから出でたらしい。ブワッと息いきを吸すう音おとが水すい中ちゅうにも聞きこえてきた。

　息いきをこらえて、ぐいっと小こ林ばやしの体からだを押おすと、彼かれの手てがプールサイドに届とどいたようだ。

　陽詩ひなたも急いそいで水すい面めんから顔かおを出だし、ハアハアと息いきをついた。

「……こ、小こ林ばやしさん、大だい丈じょう夫ぶ？」

　小こ林ばやしはプールサイドにつかまって、ゲホゲホとむせている。

「だ、大だい丈じょう夫ぶだ。ありがとう、陽詩ひなた……、ゲホッ」

　陽詩ひなたはなんとかプールからはいあがると、荒あらい息いきを整ととのえようとした。心しん臓ぞうのドキドキと、体からだのふるえが止とまらない。クーンとクリスが鳴ないて、ぬれたほおを温あたたかい舌したでなめてくれる。

　でも、いつまでもこうしてはいられない。横よこには、必ひっ死しでプールのふちにしがみついている小こ林ばやしさんがいるんだ。こんな冷つめたい水みずにつかっていたら、具ぐ合あいが悪わるくなってしまう。

「こ、小こ林ばやしさん、ぼくにつかまって……」

　陽詩ひなたはよろよろと立たち上あがって、両りょう手てで小こ林ばやしの手てをつかんで引ひっぱった。

　だが、思おもった以い上じょうにおとなの体からだは重おもい。服ふくが水みずを含ふくんでいるので、よけいにだ。

　小こ林ばやしも水みずから出でようともがくが、体からだが凍こごえているらしく、うまくいかない。

「ご、ごめん陽詩ひなた……、力ちからが入はいらない……」

「が、がんばって、こ、小こ林ばやしさん……」

　するとクリスが、大おおきな声こえでワン！　と吠ほえ、いきなり船せん尾びに向むかって走はしり出だした。

「クリス!?　どこへ行いくんだ！」

　陽詩ひなたはあわてた。待まて、クリス！　今いまは、おまえを追おいかけるわけにはいかない！

　陽詩ひなたが、歯はを食くいしばって小こ林ばやしの体からだを持もち上あげようとしているところへ、クリスの声こえがまた聞きこえてきた。

「ワンワン！　ワンワン!!」

「どうしたの、クリス？　何なにがあったの？」

　聞きこえてきた女じょ性せいの声こえに、陽詩ひなたはハッとした。リズだ！

　そうか、リズを呼よんできてくれたのか！

　ほっとした陽詩ひなたの目めが、じんわりと熱あつくなった。クリス、ありがとう……。




　幸さいわい、リズがすばやく手て配はいしてくれたおかげで、小こ林ばやしはすぐにプールから助たすけ上あげられた。

　部へ屋やへ運はこばれ、ドクターが呼よばれ、熱あついシャワーを浴あびせられる。

　ベッドに入いれられた小こ林ばやしは、

「そう言いえば、ベッドで寝ねるのは久ひさしぶり……」

とつぶやいたとたんに眠ねむりこんだ。

「陽詩ひなたくんもお疲つかれさま。大たい変へんだったよね」

　かいがいしく小こ林ばやしの面めん倒どうを見みてくれていた千ち帆ほ里りが、やさしく陽詩ひなたの肩かたをたたく。

「ぬれた服ふくは、クリーニングに出だしておいたから、あしたの朝あさには元もと通どおりになって戻もどってくるわ。麻ま由ゆ香かちゃんと美み都とちゃんを待またずに、おやすみなさいね」

　陽詩ひなたは、体からだ中じゅうの力ちからが抜ぬけていくのを感かんじた。

　ぶかぶかのバスローブを着きたままベッドにもぐりこみ、すぐに夢ゆめの国くにへただよって行いった。
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　翌よく朝あさ、陽詩ひなたたちはレストランで朝ちょう食しょくのテーブルについていた。

「わたしたちがミュージカルを見みて楽たのしんでるときに、小こ林ばやしさんと陽詩ひなたは、とんでもない目めにあってたんだよねー」

　麻ま由ゆ香かは目めの前まえのフレンチトーストをつついて、悩なやましげに言いった。

　小こ林ばやしも食しょく欲よくがないらしく、オムレツを前まえにして、パンを細こまかくちぎっている。

「あのとき、後うしろからいきなり手てが出でてきて、車くるまいすのレバーを倒たおしたんだ。あっという間まに、ぼくは水みずの中なかだった。陽詩ひなたくんがすぐに助たすけてくれなかったら、今いまごろは……」

「そんなひどいことするの、いったいだれ？」

　怒おこる麻ま由ゆ香かに、陽詩ひなたは首くびをふった。

「だれかが逃にげていく足あし音おとは聞きいたけど、それを追おいかけるどころじゃなかったんだ。だれだったのか、見けん当とうもつかない。謎なぞが増ふえただけ。おまけに、きょうのお昼ひる過すぎには、ウラジオストクに着つくんだよね。それまでにヴァイオリンを見みつけるって、曽そ我がさんに言いっちゃったのに……」

「陽詩ひなたくん、ぼくらにその義ぎ務むはないよ。むしろ、被ひ害がい者しゃだ」

「わたしもそう思おもう」

　美み都とはすましてそう言いうと、パンケーキを大おおきく切きってほおばった。

「でも、被ひ害がい者しゃだからって落おちこんでたら、もっと被ひ害がいが大おおきくなる。まず食たべて、エネルギーをためておかなきゃ。いざというとき、ヴァイオリンも弾ひけない」

　麻ま由ゆ香かは天てん井じょうを見み上あげて首くびをふると、フォークをぐっと握にぎり直なおした。

「美み都とちゃん、あんたを心こころから尊そん敬けいする。ほら、みんな食たべよう！」

　麻ま由ゆ香かは、口くちいっぱいにフレンチトーストを詰つめこむ。

　陽詩ひなたと小こ林ばやしも、恥はじ入いったように黙もく々もくと食たべ始はじめた。

「偉えらそうなこと言いったけど、実じつはわたしも、ゆうべからすごく落おちこんでる……」

　美み都とは、食たべようとしたベーコンを皿さらに戻もどした。

「きのう弾ひいたストラディバリウスと、あの盗ぬすまれたストラディバリウスの音ね色いろの違ちがいを、聴きき分わけられなかったの。弾ひいた感かんじも同おなじようで……。同おなじ作さく者しゃでも、楽がっ器きによって微び妙みょうに違ちがうはずなのに、何なんで分わからなかったのかしら！」

　美み都とは悔くやしそうに顔かおをゆがめた。

「もちろん、グァルネリは全ぜん然ぜん違ちがう。でも、ストラディバリウス同どう士しの区く別べつをつけられなかったのは、わたしが未み熟じゅくなせい。……ラベルを確かく認にんしたけれど、まったく別べつの楽がっ器きだったもの」

　陽詩ひなたと小こ林ばやしは、顔かおを見み合あわせた。

「ラベルって？」

　小こ林ばやしが聞きく。

「ヴァイオリンは胴どう体たいの中なかに、作さく者しゃの名な前まえや、作つくられた日ひ付づけを書かいたラベルが貼はってあるの。表おもてに、ｆ字じ形がたの穴あながふたつ開あいているでしょ？　そこからのぞくと見みえるのよ。盗ぬすまれた楽がっ器きは一七〇三年ねんに作つくられていて、きのうの楽がっ器きは一七二七年ねん製せい。二十年ねん以い上じょうの差さがあるのに……」

　ヴァイオリンはみんな同おなじ形かたちで、同おなじ音おとに思おもえる陽詩ひなたたちにとって、美み都との悩なやみは、ものすごくレベルが高たかい。あっけにとられるばかりだ。

　麻ま由ゆ香かは正しょう直じきにあやまった。

「そうか……。ごめん、わたしには難むずかしすぎて、なぐさめようがないや」

　美み都とは口くちをぎゅっと結むすんでうなずくと、またベーコンを持もち上あげる。

「うん、わかってる。自じ分ぶんで何なんとかするしかないもの。こっちこそごめん。忘わすれて」

「じゃ、それぞれが、自じ分ぶんのことを自じ分ぶんで何なんとかするために、とにかくエネルギー補ほ給きゅうだ！」

　小こ林ばやしのひとことで、みんなはそれぞれの料りょう理りにかぶりついた。




　陽詩ひなたはがぜん、やる気きが出でてきた。

　同おない年どしなのに、すでに美み都とちゃんは立りっ派ぱなヴァイオリニスト。プロ根こん性じょうってああいうことだ。

　ぼくも、自じ分ぶんにできることは全ぜん部ぶやる！　どうせまた横よこ浜はま港こうに戻もどるまでは、この船ふねを下おりられないんだから……。

　小こ林ばやし愛あい用ようのカッコいい電でん動どう車くるまいすは、プールに落らっ下かした衝しょう撃げきと、機き械かいに水みずが入はいったことで、動うごかなくなってしまった。

　千ち帆ほ里りが、船ふねの備そなえ付つけの車くるまいすを持もってきてくれたが、車しゃ輪りんが小ちいさく、自じ分ぶんでは動うごかせない介かい助じょ用ようだった。

「もともと緊きん急きゅう用ようだから、だれかに押おしてもらう車くるまいすしかなくて……。ごめんなさい」

　行こう動どうが制せい限げんされてしまった小こ林ばやしさんの分ぶんまで、ぼくが動うごかなきゃ……。

　まずは、夜よるの間あいだケンネルに預あずかってもらったクリスを引ひき取とってこよう。そこから行こう動どうだ！




　エレベーターの前まえで、陽詩ひなたは沼ぬま田たに会あった。

「お、おはようございます……」

　陽詩ひなたは軽かるく頭あたまを下さげた。

　沼ぬま田たは、口くちの中なかでもごもごと何なにかをつぶやいて通とおり過すぎようとしたが、そのとき、陽詩ひなたの頭あたまの中なかにひらめくものがあった。待まてよ、もしかしたら……。

　陽詩ひなたは思おもわず沼ぬま田たを呼よび止とめる。

「ぬ、沼ぬま田たさん、いっしょにケンネルへ行いきませんか？　ぼく、クリスを……、犬いぬを迎むかえに行いくんです。沼ぬま田たさんも、メリーの様よう子す、知しりたいですよね？」

　そう誘さそわれて断ことわる理り由ゆうはなかったらしく、沼ぬま田たは陽詩ひなたとエレベーターに乗のりこんだ。




　ケンネルに着つくと、リズが大おおきく手てを広ひろげて陽詩ひなたを迎むかえてくれた。

「Oh!あら！　陽詩ひなた！　無ぶ事じでよかったね。クリスはほんとに賢かしこい犬いぬ。小こ林ばやしはどう？　落おち着ついた？」

　陽詩ひなたは、リズのハグが心こころからうれしかった。

「リズのおかげだよ。小こ林ばやしさんも、大だい丈じょう夫ぶ。よろしくって言いってた」

　リズは陽詩ひなたから手てを離はなすと、ぼうっと立たっている沼ぬま田たに目めを移うつした。

「それで、あなたは……？　ああ、あのキュートなタランチュラのパパね？」

　うんうんと無む言ごんでうなずく沼ぬま田たに、リズは微笑ほほえみかけた。

「船せん長ちょう命めい令れいで、会あわせるわけにはいかないけれど、彼かの女じょは元げん気きよ。安あん心しんして。……待まってね、陽詩ひなた。すぐクリスを連つれてくる」

　会あえないのか……。沼ぬま田たはぶつぶつ言いって、そばにあったソファーにどかっとすわりこむ。

　クリスは元げん気きよく、陽詩ひなたに飛とびついてきた。陽詩ひなたはしゃがんで、ぎゅっと抱だきしめる。

　クリス、きのうはありがとう！　偉えらかったね……。

「朝あさごはんはちゃんと食たべたわ。何なにも心しん配ぱいない」

　太ふとい親おや指ゆびを立たててみせるリズを見み上あげて、陽詩ひなたは言いった。

「ありがとう。……リズは、いろんな動どう物ぶつのことに詳くわしいんだね。タランチュラの世せ話わは大たい変へん？　あれって、暖あたたかいところで飼し育いくしてやらないといけないの？」

　リズは両りょう手てのひらを上うえに向むけた。

「タランチュラの飼し育いくは、それほど難むずかしくない。今いまの気き温おんなら暖だん房ぼうなしでＯオーＫケーよ」

「そうなの？　沼ぬま田たさんの部へ屋やは、すごく暖だん房ぼうが効きいてるんだって。本ほん人にんは暑あつがりなのに、タランチュラのために、我が慢まんしてるのかと思おもった」

　沼ぬま田たは、背せもたれに預あずけていた体からだをもぞりと起おこす。

　陽詩ひなたは、その姿すがたを目めのはしでとらえながら、なるべく無む邪じゃ気きそうに言いった。

「それとも、ほかにもペットを連つれてるのかな？　もともと、暑あついところに住すんでる動どう物ぶつとか……？　沼ぬま田たさんは希き少しょう動どう物ぶつが大だい好すきで、珍めずらしい動どう物ぶつを仕し入いれるお仕し事ごとをしているんだって」

　リズの目めがきらっと光ひかったのを、陽詩ひなたは見み逃のがさなかった。背はい後ごでは、顔かお色いろを変かえた沼ぬま田たが、ソファーから立たち上あがりかけている。

「へえ、素す敵てきなお仕し事ごとね……。わたしも、珍めずらしい生いき物ものが大だい好すきなの！　ちょっと待まってね」

　そう言いいつつ、リズは受うけ付つけカウンターの後うしろに回まわる。

　たぶん、カウンターのどこかに緊きん急きゅう通つう報ほうスイッチがあるはず。陽詩ひなたはそう思おもって緊きん張ちょうした。

　でも、リズは何なに事ごともなかったように笑え顔がおで戻もどってきて、沼ぬま田たに本ほんを一冊さつ差さし出だす。

「Mr. Numata!沼田さん！　あなたが一いち番ばん好すきな動どう物ぶつは何なに？　わたしは、どっちかというと、爬は虫ちゅう類るいが好すきね。これ、世せ界かいの珍めずらしいカメを集あつめた写しゃ真しん集しゅうなの。見みる？」

　沼ぬま田たは、そろそろと後うしろに下さがり首くびをふった。

「い、いや、また今こん度どにするよ……。おれ、ちょっと用よう事じが……」

　そのとき、コンコンと鋭するどいノックの音おとが響ひびき、間かん髪はつをいれずに扉とびらが開ひらいた。

「Liz!　What happened?リズ！　どうした？」

　ふたりの警けい備び員いんがかけこんできて、沼ぬま田たを見みて身み構がまえる。リズは沼ぬま田たをにらみすえて指ゆびを突つきつけた。

「この人ひとは、タランチュラの飼かい主ぬしの沼ぬま田たさん。彼かれの部へ屋やを調しらべるよう、船せん長ちょうに連れん絡らくして！　希き少しょう動どう物ぶつ密みつ輸ゆの疑うたがいがあるの」
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「な、な、何なんの証しょう拠こがあって、そ、そんなこと……！」

　口くちでそうは言いいながら、沼ぬま田たのうろたえぶりは、罪つみを告こく白はくしているようなものだった。額ひたいに玉たまのような汗あせが浮うき、足あしがガクガクふるえている。

　警けい備び員いんのひとりがスマホで連れん絡らくを始はじめ、もうひとりが警けい棒ぼうを構かまえて沼ぬま田たをけん制せいする。

「陽詩ひなた……」

　リズが、沼ぬま田たから目めを離はなさずに言いった。

「あなたはクリスを連つれて出でなさい。ここにいては危あぶないから、みんなのところへ行いって。ついでに千ち帆ほ里りに、このことを連れん絡らくしてくれると助たすかる」

　陽詩ひなたはうなずくと、リズに小こ声ごえで言いった。

「沼ぬま田たさんは、ゆうべレストランで、自じ分ぶんの仕し事ごとのことを、ぼくと小こ林ばやしさんについぺらぺらしゃべっちゃったんだ。そのあと、小こ林ばやしさんが襲おそわれた。もしかしたら……」

　リズは、了りょう解かいというように陽詩ひなたの腕うでをそっとたたいた。

「……早はやく行いって……」

　陽詩ひなたは、クリスのリードを引ひくと、警けい備び員いんのわきをぬけ、急いそいでケンネルを出でた。
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　それから一時じ間かん半はん後ご。

　船せん長ちょうに呼よばれて帰かえってきた千ち帆ほ里りは、美み都との部へ屋やで頭あたまを抱かかえていた。

「密みつ輸ゆ！　な、なんで気きが付つかなかったんだろう……。沼ぬま田たさまのうさんくさい態たい度ど、タランチュラ、部へ屋やの異い常じょうな温おん度ど……。状じょう況きょう証しょう拠こは十じゅう分ぶんだったのに！」

　麻ま由ゆ香かは千ち帆ほ里りをなぐさめた。

「しょうがないよ、千ち帆ほ里りさんは豪ごう華か客きゃく船せんのクルーで、探たん偵ていじゃないんだから……。陽詩ひなたはこう見みえて、少しょう年ねん探たん偵てい団だんの団だん長ちょうなんだよ。これまでにも、いろいろ事じ件けんを解かい決けつしてるんだもん。クリスといっしょにね」

「うう……。クルーも、お客きゃくさまの安あん全ぜんのために、犯はん罪ざいを防ふせぐ義ぎ務むがあるんです……」

　千ち帆ほ里りはよけい落おちこんだようだ。

「具ぐ体たい的てきに、密みつ輸ゆ品ひんは何なんだったんだろう？」

　小こ林ばやしがたずねる。千ち帆ほ里りは頭あたまから手てを下おろして答こたえた。

「絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゅの、インドホシガメというカメ、二十頭とうです。リズが、確かく認にんしました。主おもに熱ねっ帯たい地ち方ほうに住すむ生いき物ものなので、暖あたたかいところで飼し育いくしないと死しんでしまうそうです」

「二十頭とう!?」

「子こガメだったとか。甲こう羅らの模も様ようが美うつくしいと人にん気きがあって、高たか値ねで取とり引ひきされるそうです。彼かれは、ウラジオストクで、現げん地ちの売ばい人にんに引ひき渡わたすことになっていたと言いっています」

「小こ林ばやしさんをプールに落おとしたのは？」

　陽詩ひなたは勢いきおいこんで聞きいた。

「そんなことやってないと言いい張はっているそうです。船せん長ちょうはそうとう強つよく追つい及きゅうしたようですが。それから、曽そ我がさまがどこからか聞ききつけてきて……」

　美み都とが目めをみはった。

「曽そ我がさんが？　何なんて？」

「金かねに困こまった密みつ売ばい人にんがストラディバリウスも盗ぬすんだんだろうって、船せん長ちょうを怒ど鳴なりつけたんです」

「えっ？　その沼ぬま田たさんって人ひとが犯はん人にんだったの？」

「いいえ。ヴァイオリンなんて知しるか、自じ分ぶんはそんなものに興きょう味みはないし、価か値ちもわからないって言いってるそうです。事じ実じつ、部へ屋やからも見みつかりませんでしたし……」

　そうだろうなと、陽詩ひなたは思おもった。

「よかった……。そんな暑あつい部へ屋やに入いれておいたら、ストラディバリウスがダメになっちゃう」

　美み都とはホッとしたように言いう。

「そこ、喜よろこぶところ？　むしろ、ヴァイオリンが見みつかった方ほうがよかったじゃない」

　麻ま由ゆ香かが文もん句くをつけると、美み都とはいきりたって怒ど鳴なり返かえす。

「ストラディバリウスの干ひ物ものが見みつかっても、ちっともうれしくないわ！」

　みんなはぽかんと顔かおを見み合あわせ、一いっ斉せいに笑わらい出だした。ストラディバリウスの干ひ物ものって！

　一いっ瞬しゅん遅おくれて、美み都とも笑わらった。そしてつぶやく。

「……でも、あれは結けっ局きょくどこへ消きえちゃったのかしら」

　陽詩ひなたは床ゆかにすわりこんでクリスの背せ中なかをなでていた。じっと考かんがえこんでいると、この船ふねに乗のってからのさまざまな出で来き事ごとが、頭あたまの中なかに浮うかんでは消きえる。

　そのうちのどれかをしっかり捕つかまえれば、すべての謎なぞが糸いとでつながれたように明あきらかになっていくような気きがする。でも、どれをつかめばいい……？

「美み都とちゃん。……初はじめのコンサートの後あと、パーティーがあって、ストラディバリウスはレストランに飾かざってあったよね？　そのあと、美み都とちゃんに渡わたしてくれたのはだれ？」

「わたし、いろんな人ひとに話はなしかけられて、忙いそがしかったから……。千ち帆ほ里りさんが、もうお帰かえりの時じ間かんですって声こえをかけてくれて、やっと解かい放ほうされて……」

　美み都とは小こ首くびをかしげて、しばらく考かんがえていた。

「そうだ、曽そ我がさん本ほん人にんだわ！　ボディガードにしまわせたから持もって行いけって、ケースごと渡わたしてくれたの」

　そうか……。

　陽詩ひなたはふらっと立たち上あがった。クリスが、どうしたの？　と見み上あげている。

「ぼく、クリスと散さん歩ぽしてくる……」

「もうすぐお昼ひるよ？　きょうはロビーのカフェでランチしない？」

　麻ま由ゆ香かが片かた手てを伸のばして、陽詩ひなたを止とめようとした。

「うん。それまで、ちょっとだけ……」

　陽詩ひなたは、クリスを連つれて部へ屋やを出でた。
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　階かい段だんで三階がいに下おり、考かんがえ事ごとをしながらロビーへとぶらぶらと歩あるいていく。

　何なにか……、何なにかがつかめそうなのに……。

　陽詩ひなたがロビーに足あしをふみいれると、そこにはいつもと違ちがう空くう気きが満みちていた。

　ざわざわと心しん配ぱいそうな人ひと々びとの声こえの中なかに、キューン、キューンとかん高だかい犬いぬの鳴なき声ごえが交まじる。

　どうしたんだろう……。ロビーの中ちゅう央おうまで来きて、人ひと声ごえのする方ほうを見みた陽詩ひなたは驚おどろいた。

　左ひだり手ての大おお階かい段だんの中なかほど、手てすりの外そと側がわに、小こ太た郎ろうの困こまり果はてた顔かおがあった。手てすりの支し柱ちゅうと支し柱ちゅうのすき間まから、頭あたまと両りょう前まえ足あしを外そとに出だし、動うごけなくなっている！

　キューン、キューンという悲かなしそうな声こえは、小こ太た郎ろうのものだった。

「はさまったんだ！」

　陽詩ひなたはクリスを連つれて、急いそいで大おお階かい段だんをかけ上あがった。多おおくのお客きゃくさんに交まじってクルーも何なん人にんか立たっているが、みな手てを出だしかねている。

「ご、ごめんなさい……」

　人ひとをかき分わけて、陽詩ひなたは小こ太た郎ろうの前まえに出でた。正せい確かくには、小こ太た郎ろうのおしりの前まえに、だ。

　玲れ央おが、おろおろしてリードを引ひっぱっているが、小こ太た郎ろうの前まえ足あしは抜ぬける気け配はいがない。

「リードを貸かして」

　陽詩ひなたは玲れ央おから小こ太た郎ろうのリードを取とり上あげると、かわりにクリスのリードを渡わたした。

「クリス、待まってろ。おすわり！」

　クリスは一いっ瞬しゅんウゥ……とうなったが、陽詩ひなたの命めい令れいを聞きいて、おとなしくその場ばにすわる。

　まず陽詩ひなたは、小こ太た郎ろうの体からだが下したに落おちないように、リードを手てすりの支し柱ちゅうにぎゅっとしばりつけた。次つぎに、左ひだり手てで首くび輪わをしっかりにぎる。それから、支し柱ちゅうのすき間まに上うえから右みぎ手てを差さし入いれ、手てのひらを小こ太た郎ろうの右みぎ肩かたに当あてると、そろそろと手て前まえに引ひっぱった。

　両りょう方ほういっぺんに引ひっぱるから、ダメなんだ。片かた方ほうの肩かたが抜ぬければ、頭あたまも簡かん単たんに抜ぬけるはず……。

　陽詩ひなたは、小こ太た郎ろうの肩かたを傷いためないよう、そっと包つつみこむように引ひく。しばらく引ひいているうちに、右みぎ肩かたがするりと抜ぬけた。そのとたん、両りょう前まえ足あしと頭あたまがスポンと戻もどってくる。

「ワーッ！」「やった！」「Bravo!ブラボー！」

　一いっ斉せいに歓かん声せいを上あげ、拍はく手しゅをするお客きゃくたち。

　陽詩ひなたはホッとして小こ太た郎ろうのリードをほどくと、バッグからフードを少しょう量りょう取とり出だした。

「よし、小こ太た郎ろう、いい子こだ。おすわり」

　しっぽをふりながら何なんとかおすわりした小こ太た郎ろうは、うれしそうに目めを細ほそめ、差さし出だされたフードを、カリカリと食たべた。

「おまえ、やたらなところに首くびを突つっこんじゃダメだぞ。わかったか？」

　ウォン！　小こ太た郎ろうは低ひくい声こえで返へん事じをした。

　あんた、この前まえもごほうびくれたよねと、目めが笑わらっている。

　陽詩ひなたは小こ太た郎ろうの首くびを抱だき、背せ中なかをポンポンたたいてやってから立たち上あがった。

　まわりのお客きゃくやクルーは、よかった、よかったと言いい合あって、笑え顔がおで散ちっていく。

　その間かん、玲れ央おはクリスのリードを握にぎったまま、じっと立たち尽つくしていた。

「これ……」

　陽詩ひなたが小こ太た郎ろうのリードを差さし出だすと、玲れ央おはそれを受うけ取とって、替かわりにクリスのリードを返かえしてよこした。無む表ひょう情じょうで目めを合あわせず、ひとことも口くちをきかない。
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「あの……」

　陽詩ひなたが話はなしかけようとしたとき、後うしろから声こえがかかった。

「陽詩ひなた、何なにかあったの？」

　ふり返かえると、麻ま由ゆ香かが顔かおをしかめて立たっている。

　陽詩ひなたは聞きき返かえした。

「あれ？　どうしてここに？」

　麻ま由ゆ香かは陽詩ひなたの腕うでをつついた。

「あんたの様よう子すが心しん配ぱいだったから、追おいかけてきたんだよ。古ふるい付つき合あいだから、ちょっとおかしいとすぐわかるの！　……で、小こ太た郎ろうがまた何なにかやらかした？」

　そんなとこだけど……と、返へん事じをしかけた陽詩ひなたをさえぎって、玲れ央おが低ひくい声こえで言いった。

「うちの部へ屋やに来きます？」

　え？　陽詩ひなたと麻ま由ゆ香かは、ぽかんと口くちを開あけた。
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　玲れ央おの部へ屋やは、九階かいの船せん尾びにあった。

　カードキーをドアに差さしこみ、小こ太た郎ろうを連つれて、黙だまって部へ屋やに入はいっていく玲れ央お。

　陽詩ひなたと麻ま由ゆ香かは、後あとに続つづいていいのか迷まよい、廊ろう下かで立たち止どまってしまった。

　閉しまりかけたドアを中なかから押おさえて、玲れ央おはくいっと首くびをふってみせる。

　陽詩ひなたたちは目め配くばせをしてから、部へ屋やに入はいった。

　例れいの、陶とう子このきつい香こう水すいの匂においが部へ屋やに充じゅう満まんしている。クリスはクシュンとくしゃみをした。

　部へ屋やは、びっくりするような広ひろさだった。

　美み都との部へ屋やも十じゅう分ぶん豪ごう華かだと思おもっていたのに、ここはけた違ちがいだ。

　ソファーが並ならんだリビングの左ひだり手てには、丸まるテーブルの食しょく堂どうがある。奥おくの大おおきな窓まどの外そとには、広ひろ々びろとしたバルコニーが見みえていた。

　一いち番ばんびっくりしたのは、窓まどの手て前まえにある螺ら旋せん階かい段だんだ。見みえる範はん囲いにベッドはないので、きっとその上うえにベッドルームがあるに違ちがいない。二階かいがある客きゃく室しつなんて！

「あらまあ！　少しょう々しょう早はやいお着つきじゃないこと？　ご招しょう待たいは、昼ちゅう食しょく後ごでもいいと言いったのに」

　ひとりがけのソファーにすわっていた陶とう子こが、陽詩ひなたたちを見みて驚おどろきの声こえを上あげた。

「トラブルがあって……」

　ひとつせきばらいをして、玲れ央おが答こたえる。

　ご招しょう待たい？　陽詩ひなたは心こころの中なかで首くびをかしげた。ぼくたちは、いずれこの部へ屋やに来くることになってたんだろうか……。

　陶とう子こは顔かおをしかめて、小こ太た郎ろうの方ほうへあごを突つき出だした。

「大おお方かた、小こ太た郎ろうがまた何なにか問もん題だいを起おこしたのでしょう？　だから、そんな大おおきな犬いぬはやめておきなさいと言いったのに……。さっさとケンネルに預あずけていらっしゃい」

　玲れ央おは、何なにも答こたえずにうつむいた。陽詩ひなたはこの場ば面めんを前まえにも見みた気きがした。何なんでだろう？

「ストラディバリウスを持もってきたのかな？」

　いきなり男おとこのだみ声ごえがして、陽詩ひなたはビクッとした。

「ウラジオストクに着つくまでに見みつけると、大おお口ぐちをたたいていたからな」

　死し角かくだった右みぎ奥おくから現あらわれたのは、曽そ我がだった。片かた手てにグラスを持もっている。右みぎ側がわには、お酒さけのビンが並ならぶバーカウンターがあったのだ。

「曽そ我がさん！」

　麻ま由ゆ香かが驚おどろきの声こえを上あげると、曽そ我がはにやにやと笑わらって大おおきなソファーにすわりこんだ。

「客きゃく室しつがとなりなもんでね。退たい屈くつな船ふな旅たびの話はなし相あい手てになってもらっているんだ。……陶とう子こさん、船せん長ちょうに言いわれて秘ひ密みつにしていたんだが、実じつはストラディバリウスが盗ぬすまれちゃってね……」

　陶とう子こはあらまあと驚おどろく。

「いつですの？　どのストラディバリウス？」

「あの娘こが、一いち番ばん初はじめに弾ひいたヤツだ。いつの間まにかケースの中なかから消きえていたなんて、訳わけの分わからんことを言いいおって。そしたらこいつらが、犬いぬが見みつけてみせるなどと、これまたバカげたことを……。で、どうだ、見みつかったのか？」

　曽そ我がはグラスで陽詩ひなたたちを指さして笑わらう。

　陽詩ひなたはためらった。ここで、曽そ我がの挑ちょう発はつに乗のってしまっては……。

「まあ、子こどもの遊あそびに付つき合あってはおられん。わたしはあれの父ちち親おやが怪あやしいと思おもっているんだ。娘むすめにヴァイオリンを弾ひかせて、稼かせいでいるような親おやだからな」

　ガハハと笑わらう曽そ我が。

　麻ま由ゆ香かが、横よこでキリキリと歯はぎしりしている。

　そんな言いい方かた、ないよな。美み都とちゃんとお父とうさんが、どれほど純じゅん粋すいにヴァイオリンを愛あいしているか、ぼくたちはよく知しっている……。

　陽詩ひなたは我が慢まんできなくなった。大おおきく息いきを吸すうと、正しょう面めんから曽そ我がをにらむ。

「曽そ我がさん。ストラディバリウスがどこにあるかなら、もう分わかってます」

　曽そ我がは口くちにつけたグラスを止とめた。

「ほう？　どこだ」

「隣となりの部へ屋や」

　曽そ我がはくちびるをゆがめた。

「わたしの部へ屋やのことか？　もちろん、ストラディバリウスはある。でもあれは、盗ぬすまれたのとは別べつの楽がっ器きだ。そんなことはわかってるだろう！」

「いいえ。それ、盗ぬすまれた楽がっ器きです。もともと、もう一丁ちょうのストラディバリウスなんて、どこにもなかったんだ」

　カツン！　音おとを立たてて、曽そ我がはグラスをテーブルに置おいた。陽詩ひなたの足あしもとで、クリスがビクッと体からだをふるわせた。

「なかった？　何なにを言いってる」

「曽そ我がさんは、おとといのパーティーが終おわったあと、展てん示じしてあったストラディバリウスをヴァイオリンケースにしまった。でも、それは隠かくして、別べつに用よう意いしてあった空からのヴァイオリンケースを、美み都とちゃんに渡わたしたんだ。重おもさを調ちょう節せつして、持もったときに違い和わ感かんがないようにしておいたんだと思おもう」

　陽詩ひなたは一いち度ど息いきをついて、おなかに力ちからを入いれ直なおす。

「次つぎに美み都とちゃんがケースを開あけたときには中なか身みは消きえていて、あなたは盗ぬすまれたと騒さわげばいいだけだった。隠かくしたストラディバリウスは、ひそかに部へ屋やに持もち帰かえり、ニセのラベルを上うえから貼はり付つけ、まったく別べつの楽がっ器きとして、自じ分ぶんの保ほ管かんケースに入いれた……」

　曽そ我がはひざをたたいて笑わらい出だした。

「バカなことを！　自じ分ぶんの持もち物ものを、自じ分ぶんで盗ぬすんでどうする。話はなしにならん」

「あなたはストラディバリウスに、高こう額がくの保ほ険けん金きんをかけているんですよね？　保ほ険けん金きんだけでバカにならないと言いっているのを聞ききました。盗ぬすまれたことにすれば、保ほ険けん金きんは手てに入はいるし、ストラディバリウスは手て元もとに残のこる。万まんが一いち疑うたがわれそうになったら、盗ぬすまれたことになっている楽がっ器きは闇やみで売うり飛とばし、替かわりの楽がっ器きを手てに入いれることもできる。そうでしょ？」

「陽詩ひなたぁ、あんた、すごい……」

　となりの麻ま由ゆ香かが、泣なき声ごえ混まじりで言いった。クリスも、陽詩ひなたを見み上あげ、クゥンと一ひと声こえ鳴なく。

　曽そ我がは、真ま顔がおになっていた。

「何なんの証しょう拠こが……」

「美み都とちゃんには分わかるんです。初はじめのストラディバリウスと、二度ど目めのストラディバリウスの音ね色いろが同おなじだってこと。そして、演えん奏そうした感かん触しょくが、ほとんど変かわらなかったってことが。曽そ我がさんは、美み都とちゃんの力ちからをあなどってる。わかるわけないと思おもったから、わざと同おなじ楽がっ器きを弾ひかせて、あざ笑わらっていたんですよね」

「しょ、証しょう拠こにはならん……」

「美み都とちゃんは演えん奏そう家かで、鑑かん定てい家かじゃないから、楽がっ器きのラベルを見み分わける力ちからはない。でも、今いま保ほ管かんケースに入はいっているストラディバリウスを専せん門もん家かに鑑かん定ていしてもらえば、必かならずわかるはず。ラベルが本ほん物ものか、ニセモノか……」

　部へ屋やの中なかが、シーンと静しずまりかえる。

　すると、陶とう子こがいきなりパチパチと拍はく手しゅをした。

「曽そ我がさん、あなたの負まけね。あなたは美み都とさんをあなどったかもしれないけれど、この子このこともあなどっているわ。なかなか手てごわいわよ。その犬いぬもね……」

　陽詩ひなたはハッとした。今いまのひとことで、すべてのピースがつながって、何なにもかも謎なぞが解とけた。

　でも、ちょっと遅おそかったかもしれない……。
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「さあて……。おもしろい出だし物ものだったわ。退たい屈くつしのぎには最さい高こう」

　陶とう子この声こえが、いきなり若わか返がえった。

「ヴァイオリン盗とう難なん事じ件けんのことは、とっくに情じょう報ほうをつかんでたわ。だから、ちょっぴりあの女おんなの子この後あと押おしをさせてもらったりして……。あの歳としで、なかなかの才さい能のうよね」

　曽そ我がは驚おどろいてソファーからぱっと立たち上あがった。

　陽詩ひなたがハッと身み構がまえたので、クリスも身みを低ひくくして、攻こう撃げき態たい勢せいを取とる。

　陶とう子こが片かた手てで曽そ我がを制せいした。

「曽そ我がさん、おすわりなさい。案あん外がいその犬いぬは狂きょう暴ぼうよ。下へ手たに動うごくと、かみつかれるわ」

　麻ま由ゆ香かが抗こう議ぎの声こえを上あげた。

「そ、そんなこと……！　クリスは狂きょう暴ぼうなんかじゃない。何なんにも知しらないくせに……」

　陽詩ひなたは首くびをふる。

「ううん、麻ま由ゆ香か。陶とう子こさんはよく知しってるんだ。いざというときには、クリスがものすごく勇ゆう敢かんだってことを……」

「え……？」

「陶とう子こさんじゃなくて、本ほん当とうはヘレンさんだけどね」

　麻ま由ゆ香かが、目めをむいて陽詩ひなたを見みた。

「う、うそ……。あ、あのヘレン……??　だって、陶とう子こさんはおばあさんよ!?」

　老ろう婦ふ人じんに変へん装そうしているヘレンは、ゆっくりと笑え顔がおを作つくった。

「そうよ、まんまとだまされたでしょ？　麻ま由ゆ香かちゃんだったかしら。お久ひさしぶりね……。茜あかねのことも分わからなかった？」
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　麻ま由ゆ香かは、はっと玲れ央おをふり返かえって、大おお声ごえを上あげた。

「えーーーっ!?　茜あかねさん？」

　気け配はいを消けしたまま立たっていた玲れ央おは、コホンとせきばらいをして、かすかにうなずく。

　小こ太た郎ろうはその足あしもとでクウクウ寝ねていた。さっきの騒さわぎで疲つかれたようだ。

　まだまだ子こ犬いぬなんだよな……。そう思おもうと、陽詩ひなたはよけい悲かなしくなった。

「初はじめて会あったときから、なぜかぼくは玲れ央おさんに避さけられてた。ふつう犬いぬの飼かい主ぬしは、犬いぬ同どう士しが仲なかよくなれば打うち解とけてくれる。でも、小こ太た郎ろうが、クリスやぼくをすごく気きに入いってくれたのに、玲れ央おさんはよけい冷つめたくなっていったよね。正しょう体たいがばれるのを恐おそれたんだ……」

「陽詩ひなたは、最さい初しょからわかってたの？」

　麻ま由ゆ香かはおろおろしながら聞きいた。

「ううん。はっきりわかったのは、ついさっき。陶とう子こさんのことは、ずっと気きになってたけど、まさかヘレンさんの変へん装そうだとは思おもわなかった。今いま思おもえば、二ふつ日か目めの朝あさから強つよい香こう水すいをつけ始はじめたのは、クリスに気き付づかれないように、だよね？」

　ヘレンは首くびに手てを当あてて、ほぐすように左さ右ゆうにたおした。

「老ろう人じんのふりをするのは、けっこう大たい変へんなのよ。その犬いぬに追おいかけられても、いきなり杖つえを放ほうり出だして逃にげるわけにはいかないじゃない？　だから、念ねんのためにね。おととい、あなたたちを見みかけたときは目めを疑うたがったわ！　せっかく船ふな旅たびを楽たのしもうと思おもったのに、よけいな奴やつらにじゃまされるのかと思おもったら、がっかり……」

「うそだ！」

　陽詩ひなたはつい、大おお声ごえを出だした。クリスも合あわせるようにワンと一ひと声こえ吠ほえる。

「ぼくたちをこの船ふねに引ひきとめたのは、ヘレンさんじゃないか！　放ほうっておけば、ぼくたちはおととい下げ船せんするはずだったのに、それを引ひきとめるために、ジュースに睡すい眠みん薬やくを入いれたんだ。曽そ我がさんを装よそおってジュースを注ちゅう文もんし、それを運はこぶ途と中ちゅうの千ち帆ほ里りさんをヘレンさんが呼よび止とめた。そのすきに、後うしろから茜あかねさんが……」

「あらー、それもばれてる？」

　いたずらを見みつかった子こどものように、ヘレンはてへへっと笑わらった。

「愛あい用ようの睡すい眠みん導どう入にゅう剤ざい、二倍ばい入いれさせてもらったわ。よく眠ねむれたでしょ？」

　麻ま由ゆ香かは、両りょう手てのこぶしを握にぎって何なん度どもふった。

「うそ、うそ、うそ！　あれって、ヘレンさんと茜あかねさんの仕し業わざ？」

「ぼくたちをどうするつもりだったの？　からかおうと思おもったの？　それとも、クリスが目もく的てき？」

　陽詩ひなたがたずねると、ヘレンはうーんと両りょう手てを高たか々だかと上あげて伸のびをした。

「両りょう方ほうよ！　楽たのしかったわ。おまけに、この人ひととか……」

　ヘレンは、ソファーで身みを縮ちぢめている曽そ我がを指ゆびさした。

「妙みょうな、希き少しょう動どう物ぶつマニアまで出でてきて、ひっかきまわしてくれたものね。これで、その犬いぬも手てに入はいれば、すべて万ばん々ばん歳ざい。プリマヴェッラ号ごうに乗のったかいがあったわ」

「そんなこと言いうけど、ただ、この船ふねに乗のったわけじゃないよね？」

　陽詩ひなたはヘレンをぐっとにらむ。

「沼ぬま田たさんの密みつ輸ゆの件けんで、いろいろなことに気き付づかされた。あなたも、この船ふねであるものを運はこんでいるんだよね？　犬いぬがきらいなのに、茜あかねさんに小こ太た郎ろうを飼かわせたのも、そのためでしょ？」

　ハッと息いきをのんだのは、後うしろに立たっている茜あかねだった。ヘレンはゆっくりと身みを乗のり出だす。

「教おしえなさい。なあに？　その『あるもの』って」

　陽詩ひなたは、かがんでクリスの頭あたまをなでてやった。本ほん当とうにクリスは賢かしこいんだ。

「クリスは、横よこ浜はまの海かい上じょう保ほ安あん本ほん部ぶで、前まえに訓くん練れんをしたことがあるんだって。密みつ輸ゆされる麻ま薬やくを発はっ見けんするための訓くん練れんで、そこで麻ま薬やくの匂においを覚おぼえたんだ。この船ふねのケンネルで、クリスはその匂においを嗅かぎ取とった。そして、ぼくをドッグフードの箱はこの前まえに案あん内ないして、ほら、ぼく見みつけたよ、えらいでしょと得とく意いげな顔かおをしたんだ。クリスが何なにを言いいたいのか、ぼくは分わかってやれなかった。でも、今いまは分わかる。……クリスは、麻ま薬やくを見みつけたんだ。ちゃんと仕し事ごとをしてたんだ！」

「クリスぅ……。おまえ、おりこうだねー。さすが探たん偵てい犬けんだよねー」

　麻ま由ゆ香かがまた泣なき声ごえを上あげて、足あしもとのクリスを抱だきしめた。

　陽詩ひなたは続つづけた。

「あなたは小こ太た郎ろうのドッグフードといつわって、麻ま薬やくをケンネルに預あずけているんですよね？」

　ヘレンはまたソファーにもたれかかり、足あしを組くんで言いった。

「そうか、わたしもあなどってたわね。あなたとその犬いぬが、そこまで気きづくとは思おもわなかった。でも、ちょっと遅おそかったかしら？　もうすぐわたしたちは、荷に物もつといっしょにこの船ふねを下おりてしまう。それに、あなたが謎なぞ解ときをしてみせた相あい手てが、このわたしたちだったなんて、致ち命めい的てきな間ま違ちがいだったわね！　さてこいつら、どうしてくれようか。バルコニーから海うみに投なげこんでも、だれも気きがつきゃしないわよね？」

　麻ま由ゆ香かはクリスを抱だきしめたまま、凍こおりついた。

　そう、その通とおりだと、陽詩ひなたは思おもった。ここでいくら真しん相そうを語かたってみても、だれもこの人ひとたちを捕つかまえたり、裁さばいたりしてくれない。おまけに、ぼくらには助たすけも来こない。

　陽詩ひなたは奥おく歯ばをグッとかみしめる。どうしよう……。

　そのときだ。ピンポーンとインターホンが鳴なった。

「船せん長ちょうです」

　落おち着ついた声こえが、ドアの外そとから聞きこえてきた。
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「船せん長ちょうさん！」

　麻ま由ゆ香かが叫さけんだ。

「船せん長ちょうさんだ。ああ、助たすかった……」

　ヘレンがため息いきをついて、茜あかねに片かた手てで合あい図ずする。茜あかねは小こ太た郎ろうのリードを床ゆかに置おき、ドアへ向むかった。

「支はせ倉くらさま、そろそろウラジオストクに着つきますので、下げ船せんのご準じゅん備びと……」

　船せん長ちょうが部へ屋やに入はいってきたとたん、麻ま由ゆ香かは彼かれに飛とびついて叫さけんだ。

「せ、船せん長ちょうさん、こいつらを捕つかまえて！　曽そ我がさんは、ヴァイオリンを盗ぬすんだ張ちょう本ほん人にんだし、この人ひとは、麻ま薬やくの密みつ輸ゆを……」

　陽詩ひなたは麻ま由ゆ香かに近ちかづき、後うしろから麻ま由ゆ香かの肩かたをぎゅっとつかんだ。

「麻ま由ゆ香か、だめだよ。この人ひとに何なにを言いってもむだだから……」

「どうして!?　船せん長ちょうさんよ？　この船ふねで一いち番ばんえらい人ひとなのよ？」

「ぼくたちの下げ船せん記き録ろくを勝かっ手てに書かきこんだのは、だれだと思おもう？　ジュースの注ちゅう文もん履り歴れきを消けしたのは？　クリスが、船せん長ちょうさんのクラッチバッグを見みつけて得とく意いげな顔かおをしたのはなぜ？」

　あ……。麻ま由ゆ香かは全ぜん身しんから力ちからが抜ぬけたように、床ゆかにすわりこんだ。

　陽詩ひなたもいっしょにかがみこみ、麻ま由ゆ香かとクリスに手てを回まわして、船せん長ちょうを見み上あげた。

「あなたは、ヘレンさんと最さい初しょからグルだった。その上うえ、バッグの中なかには、自じ分ぶんで使つかうための麻ま薬やくが入はいっていたんですよね？　それに気きづかれたかもしれないと思おもったあなたは、小こ林ばやしさんの車くるまいすをプールに突つき落おとした。あわよくば、口くち封ふうじに。少すくなくとも、警けい告こくのために……」

　船せん長ちょうは太ふとい眉まゆをぎゅっと寄よせて、陽詩ひなたたちを見み下おろしていた。それからヘレンに目めを移うつす。

　ヘレンは両りょう方ほうの手てのひらを上うえに向むけて、肩かたをすくめた。

「船せん長ちょう、あなたも甘あまいわねぇ。口くち封ふうじをするなら、あの青せい年ねんじゃなくて、この坊ぼうやと犬いぬっころよ。曽そ我がさんといい、あなたといい、子こどもを甘あまく見みるからこういうことになる。ま、ここで止とめられたからよしとしましょう。とりあえず、その子こたちをしばりあげてちょうだい。後あと始し末まつはまかせるわ。……あ、あの小こ林ばやしっていう青せい年ねんのことも、忘わすれちゃダメよ」




　数すう分ふん後ご、陽詩ひなたたちは手て足あしをしばられて、ヘレンの客きゃく室しつの二階かいのバスルームに放ほうりこまれた。

「陽詩ひなた、どうしよう。ここでどんなに大おお声ごえ上あげても、だれにも聞きこえないよね？」

　麻ま由ゆ香かは涙なみだで汚よごれた顔かおを、なんども陽詩ひなたの肩かたでふいている。船せん長ちょうが、照しょう明めいを消けし忘わすれたのだけが救すくいだった。

　陽詩ひなたは必ひっ死しで考かんがえた。どうしたら助たすかる？

　小こ林ばやしさんたちは、お昼ひるになっても帰かえってこない陽詩ひなたたちを心しん配ぱいしているはずだ（小こ林ばやしさんが、まだ船せん長ちょうに捕つかまっていなければだけど……）。千ち帆ほ里りさんが、あらゆるところを捜さがしてくれているに違ちがいない。

　でも、ここは個こ人じんの客きゃく室しつで、その二階かいの一いち番ばん奥おくのバスルーム。もし、千ち帆ほ里りさんが下したの部へ屋やのドアの前まえまで来きたとしても、絶ぜっ対たいぼくたちの声こえは届とどかないだろう。

　クリスとは、離はなればなれだ。陽詩ひなたは何なん度ども目めをしばたたいた。

「茜あかね、その犬いぬはウラジオストクでいっしょに下おりるから、鎮ちん静せい剤ざいで眠ねむらせておきなさい」

　ヘレンはそう茜あかねに命めい令れいした。どうも、ヘレンと茜あかねはウラジオストクで下げ船せんし、ここには戻もどってこないつもりらしい。

　前まえの事じ件けんで、クリスの体からだに埋うめこまれているマイクロチップのＩアイＤディー番ばん号ごうが、ヘレンのほしがっている情じょう報ほうのパスワードだということがわかった。彼かの女じょはロシアに上じょう陸りくしてから、クリスのＩアイＤディーを読よみ取とる気きだ。そして、それが済すんだら、クリスにはもう用ようがない……。

　陽詩ひなたはぞっとして、頭あたまをぶんぶん振ふった。

　何なんでぼくは、のこのこ茜あかねさんに付ついて、この部へ屋やに来きちゃったんだろう。

　何なんで、自じ分ぶんが推すい理りしたことを、ぺらぺらヘレンさんにしゃべっちゃったんだろう。

　ヘレンは曽そ我がにこう言いっていた。

「曽そ我がさん、あなたもしばらくロシアでの休きゅう暇かを楽たのしんだらいかが？　わたしもあなたの悪あく事じを告こく発はつする立たち場ばじゃない。むしろ、手てを結むすんでもいいかもしれないわね」

　曽そ我がは、しっぽがあったら振ふりそうなくらい、うれしそうな顔かおをしていた。

　きっと、高こう額がくなヴァイオリンをロシアの演えん奏そう家かに提てい供きょうして、お客きゃくたちから拍はく手しゅかっさいを受うける自じ分ぶんを想そう像ぞうしていたに違ちがいない。あとから保ほ険けん金きんも手てに入はいることだし……。

　船せん長ちょうは、何なに事ごともなかったかのように、これから先さきもこの船ふねに君くん臨りんするのだろう。

　そのころ、ぼくたちは海うみのもくずだ。小こ林ばやしさんもいっしょかもしれない……。

　陽詩ひなたは、また首くびを振ふった。

　だめだ、まだ終おわったわけじゃない。自じ分ぶんにできることは全ぜん部ぶやるって決きめたじゃないか！

　最さい後ごの最さい後ごまで、あきらめない！　クリスの命いのちもかかっているんだ!!

「麻ま由ゆ香か、後うしろ向むいて。手てのロープ、歯はでほどけるかどうかやってみる」

「ロープじゃないよ。ヘレンさんのスカーフ」

「何なんでもいいよ、試ためしてみるから、そっち向むいて！」

　バスルームの床ゆかの上うえで、麻ま由ゆ香かはもそもそとおしりを移い動どうさせる。

　陽詩ひなたは、麻ま由ゆ香かの手てをしばっている絹きぬのスカーフに、思おもい切きりかじりついた。




　スカーフって、柔やわらかいくせにしっかりしてる……。陽詩ひなたは絶ぜつ望ぼうしかかっていた。

　あっちを引ひっぱったり、こっちをかじったり、いろいろ試ためしてみるが、なかなかゆるんでこない。くそっ、この体たい勢せい、苦くるしい。前まえ歯ばも痛いたくなってきた……。

「何なん時じだろう……」

　陽詩ひなたは息いきをついて、麻ま由ゆ香かに聞きいた。

「……ぜんぜんわからない。ウラジオストクにはいつ着つくって？」

「昼ひる過すぎって聞きいたけど……」

　昼ひる過すぎって何なん時じのこと？　陽詩ひなたはうめきながら、またスカーフに歯はを立たてた。

「痛いたっ！　陽詩ひなた、わたしの手てをかじってるよ！」

「ご、ごめん……」

「あ、手てが動うごいた！」

　えっ、ゆるんだ!?　陽詩ひなたはかんだ布ぬのを必ひっ死しで引ひっぱる。ずるずると結むすび目めが解ほどけてきた。

「抜ぬけたっ！」

　麻ま由ゆ香かは手てを振ふって、からみついたスカーフを落おとした。

「陽詩ひなた、そっち向むいて！　あんたの手ても解ほどいてあげるから！」




　陽詩ひなたと麻ま由ゆ香かは、何なん度ども手て首くびと足あし首くびをさすってから立たち上あがり、そろそろとバスルームの扉とびらを開あけた。そこはきちんと整ととのえられたベッドルームで、人ひと気けはない。

　陽詩ひなたは螺ら旋せん階かい段だんの上うえから、慎しん重ちょうに階かい下かの様よう子すをうかがう。

　少すこしずつ階かい段だんを下おり、リビングをのぞいたが、やはり人ひとの気け配はいはなかった。

「麻ま由ゆ香か、だれもいない。もう港みなとに着ついたのかな？」

　陽詩ひなたは大おおきな窓まどにかけより、レースカーテンのすき間まから、バルコニーの外そとを見みた。

　目めの前まえに、船せん尾びからの光こう景けいが広ひろがる。

　巨きょ大だいな美うつくしい吊つり橋ばしが見みえ、少すこしずつ、遠とおざかっていくようだ。

　両りょう側がわに陸りく地ちが見みえるから、湾わんの中なかに入はいっていく途と中ちゅうなのかもしれない。

　きっと、もうすぐ港みなとだ！

　陽詩ひなたはドアに飛とびついて、ノブを回まわした。

　動うごかない！　どうして？

「陽詩ひなた、どうしたの？　早はやく外そとに……」

　麻ま由ゆ香かも、ノブに手てをかける。

「おかしいよね？　外そとならともかく、内うち側がわからドアが開あかないなんて！」

　しばらくガチャガチャとノブを動うごかしていると、廊ろう下かからはりつめた声こえが聞きこえてきた。

「中なかにだれかいるの？」

　千ち帆ほ里りの声こえだ！　ふたりは顔かおを見み合あわせて、思おもい切きり叫さけんだ。

「千ち帆ほ里りさん!?　ぼくたちだよ！　陽詩ひなたと麻ま由ゆ香か！」

「千ち帆ほ里りさーん!!」

「あなたたち！　捜さがしてたのよ！　ここにもさっきから何なん度ども来きたんだけど、反はん応のうがないから困こまってたの。早はやくドアを開あけて！」

「あ、開あかないんだ……」

「開あかない？」

　千ち帆ほ里りは一いっ瞬しゅん考かんがえこんだようだ。

「もしかして、ロックされてる……？」

　え？　それ何なに？　陽詩ひなたと麻ま由ゆ香かは、また顔かおを見み合あった。千ち帆ほ里りが言いう。

「特とく殊しゅな場ば合あいだけれど、ドアが開あかないよう操そう作さできるの。今いまは、沼ぬま田たさんの部へ屋やがそうなってる。でも、何なんでこの部へ屋やまで……？」

「もうウラジオストクに着ついた？」

　陽詩ひなたはあせった。港みなとに着ついたら、クリスが連つれていかれちゃう！

「今いま、接せつ岸がん準じゅん備びをしているところ。あと三十分ぷんくらいで、乗のり降おりできるようになるわ」

　陽詩ひなたは手てのひらで、ドアをバンバンたたいた。

「千ち帆ほ里りさん！　クリスが連つれていかれちゃうんだ！　ヘレンさん……、じゃなくて、陶とう子こさんは麻ま薬やくを密みつ輸ゆしようとしてる！　船せん長ちょうさんもその仲なか間まだ！」

「ちょっと待まって！　陽詩ひなたくん、何なんですって？」

「ケンネルに預あずけてあった、ドッグフードの段だんボール箱ばこ、中なか身みは麻ま薬やくなんだ！　それに、ストラディバリウスを盗ぬすんだのは、曽そ我がさん本ほん人にん！　お願ねがいだからあの人ひとたちを捕つかまえて！　そして、クリスを連つれもどして!!」
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　ドアの向むこうが静しずまりかえった。

　陽詩ひなたはあせりまくった。こんなこといくら怒ど鳴なったって、千ち帆ほ里りさんは信しんじてくれないかもしれない。こうやっているうちにも、クリスは連つれていかれて……。

「千ち帆ほ里りさん！　千ち帆ほ里りさんったら!!」

　陽詩ひなたはバンとドアをたたいて、悲ひ鳴めいを上あげた。麻ま由ゆ香かもすすり泣なきしている。

「クリス、クリス……」

　何なん分ぷんもたったかと思おもったころ、千ち帆ほ里りの声こえがした。

「陽詩ひなたくん、麻ま由ゆ香かちゃん、聞きいて！」

「千ち帆ほ里りさん……」

「今いま、必ひつ要ようなところに連れん絡らくをしたわ。ギリギリだけど、できる限かぎりのことはやってくれるはず。あなたたちは、バルコニーに出でてちょうだい。上うえの甲かん板ぱんから救きゅう出しゅつできるかどうか、やってみるから……」

　陽詩ひなたと麻ま由ゆ香かは見みつめ合あうと、弾はじかれたようにバルコニーへと飛とんで行いった。

　窓まどを開あけて広ひろいバルコニーに出でた。顔かおに風かぜが吹ふきつけてくる。手てすりに寄よりかかって船せん体たいを見み上あげると、二階かい上うえに手てすりが見みえた。ここは九階かいだから、十一階かいの甲かん板ぱんだ。

　そこから千ち帆ほ里りの顔かおがひょいとのぞいた。手てまねで脇わきにどくようにと指し示じしている。

　陽詩ひなたと麻ま由ゆ香かが、バルコニーの左さ右ゆうのはしに分わかれると、上うえから勢いきおいよく縄なわばしごが落おちてきた。アルミの横よこ棒ぼうがバルコニーの手てすりに当あたり、カツーンと鋭するどい音おとが響ひびく。

「こ、こ、これを上のぼるの……？」

　麻ま由ゆ香かは真まっ青さおだ。そうか、麻ま由ゆ香かは高こう所しょ恐きょう怖ふ症しょうだった！

「麻ま由ゆ香か。助たすかりたかったら、上のぼるしかないんだ。がんばれ！」

「大だい丈じょう夫ぶよ、麻ま由ゆ香かちゃん！」

　いつの間まにかそばまで下おりてきた千ち帆ほ里りが、縄なわばしごに手てをかけたまま、叫さけんだ。

「安あん全ぜんロープも付つけるし、わたしがしっかりサポートするから」

　真しん剣けんな表ひょう情じょうに励はげまされ、麻ま由ゆ香かはくちびるをふるわせてうなずくのだった。
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　陽詩ひなたは、千ち帆ほ里りに助たすけられながら、なんとか十一階かいの手てすりを乗のり越こえた。

　目めの前まえの甲かん板ぱんには、へたりこんで泣ないている麻ま由ゆ香かと、その体からだをぎゅっと抱だきしめる美み都と。

　陽詩ひなたは、腰こしにつけていた安あん全ぜんロープのカラビナを外はずして甲かん板ぱんに下おり立たつと、その横よこにいる小こ林ばやしのもとにかけよった。

「小こ林ばやしさん……」

「陽詩ひなたくん、無ぶ事じでよかった！　心しん配ぱいしたよ……」

　陽詩ひなたは、車くるまいすの小こ林ばやしにしがみついた。背せ中なかをさすってくれる小こ林ばやしの手てが温あたたかい。助たすかったという実じっ感かんがこみ上あげてくる。海うみのもくずにならずにすんだんだ！

「よかった……」

　後うしろから、千ち帆ほ里りが息いきを弾はずませて近ちかづいてきた。

「お昼ひるになってもあなたたちが帰かえってこないから、捜さがしたのよ。そしたら、小こ太た郎ろうの災さい難なんを目もく撃げきした人ひとが、玲れ央おさんといっしょにエレベーターに乗のったのを見みたと教おしえてくれて……。でも、あの部へ屋やには人ひと気けがないようだったから、もうあきらめかけていたの。で、クリスは？」

　そうだ、ホッとしてる場ば合あいじゃない！

　陽詩ひなたは小こ林ばやしから離はなれて、千ち帆ほ里りの腕うでに飛とびついた。

「千ち帆ほ里りさん、あの人ひとたちを捕つかまえて！　クリスが、クリスが連つれていかれちゃう!!」

　千ち帆ほ里りは真しん剣けんな顔かおで、陽詩ひなたの腕うでをさすった。

「彼かれらと一いっ緒しょなのね？　できるだけの手て配はいはしたわ。どこまでやってくれるかは分わからないけど、わたしにはもうそれ以い上じょう打うつ手てがない……。とにかく、ロビーへ行いきましょう！」




　陽詩ひなたは、いらいらしながらエレベーターが三階がいに着つくのを待まった。

　扉とびらが開あくか開あかないかのうちに飛とび出だし、乗じょう船せん口ぐちへ走はしる。

　ロビーは、ウラジオストク観かん光こうのために下げ船せんする人ひと々びとで、混こみあっていた。

「クリス！」

　陽詩ひなたは大おお声ごえを上あげ、人ひとをかき分わけて、下げ船せんの行ぎょう列れつの前まえへと出でようとする。

　すでに開ひらかれている乗じょう船せん口ぐちのドアの前まえに、船せん長ちょうの大おおきな姿すがたが見みえた。

　彼かれは陽詩ひなたの声こえを聞ききつけたか、鋭するどい視し線せんをこちらに投なげ、かたわらのクルーに指し示じを出だした。

　クルーはあわてて陽詩ひなたにかけよってきて、がっちりと腕うでをつかむ。

「ごめん、きみは船ふねを下おりられないんだよ。パスポートのない、特とく別べつ乗じょう船せん客きゃくだからね」

　陽詩ひなたは、手てを振ふりほどこうともがき、叫さけんだ。

「離はなして！　船せん長ちょうに話はなしがあるだけなんだ！　ぼくのクリスを……」

「船せん長ちょうは、お客きゃくさまのご案あん内ないで下げ船せんするところだ。戻もどってくるまで、待まっていよう」

「待まってたら、クリスが連つれていかれちゃうんだよ！」

　船せん長ちょうのとなりには、陶とう子こに変へん装そうしたヘレンの姿すがたがあった。茜あかねの後うしろ姿すがたも見みえる。その横よこにいた曽そ我がは陽詩ひなたに気きづき、心しん配ぱいそうに船せん長ちょうに訴うったえかけているようだ。

　船せん長ちょうは微笑ほほえみを浮うかべて、曽そ我がに首くびをふってみせた。大だい丈じょう夫ぶ、心しん配ぱいない……。

「くっそーっ！」

　陽詩ひなたは叫さけんだ。

　船せん外がいから合あい図ずがあったのか、船せん長ちょうは手てを上あげてにこやかに合あい図ずを返かえし、陶とう子こをエスコートして歩あるき出だした。茜あかねも、曽そ我がも、それに続つづいて船ふねの外そとへと姿すがたを消けしていく。その後うしろから、犬いぬ用ようのキャリーケースを重おもそうに肩かたから下さげた係かかり員いんが付ついていった。

　もしかして、あの中なかにクリスが？

「クリスーーッ！」

「ほら、おとなしくして」

　クルーが陽詩ひなたの腕うでを強つよく握にぎる。その手てに、千ち帆ほ里りが横よこから手てをかけた。
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「ごめんなさい、その子こはわたしの担たん当とうのお客きゃくさまなんです。わたしがあずかります」

　クルーはまゆをひそめた。

「下げ船せんはできないから止とめておけと、船せん長ちょうからきつく言いわれているので……」

「大だい丈じょう夫ぶ、わたしが責せき任にんを持もちますから」

　千ち帆ほ里りはクルーに断だん言げんすると、陽詩ひなたの耳みみにささやいた。

「陽詩ひなたくん、こっちに来きて！」

　陽詩ひなたは、力ちからずくで乗じょう船せん口ぐちから引ひき離はなされた。

　千ち帆ほ里りは、乗じょう船せん口ぐちの横よこにあるバルコニーに、陽詩ひなたを押おし出だす。

　初はじめて船ふねに乗のったとき、外そとの空くう気きを吸すいに出でた場ば所しょだ。

「陽詩ひなた、あれを見みて！」

　そこで待まっていた麻ま由ゆ香かが、腕うでを伸のばして船ふねの外そとを指さした。美み都とも小こ林ばやしも、身みじろぎもせず、船せん外がいの様よう子すを見みている。

　陽詩ひなたも手てすりを握にぎりしめ、目めの前まえの岸がん壁ぺきを見みた。

　乗じょう船せん口ぐちにつけられた階かい段だんを、客きゃくが次つぎ々つぎと下おりていき、ターミナルビルへと向むかって行いく。

　ところが、その先せん頭とうを歩あるいていたはずの船せん長ちょうは、黒くろっぽい防ぼう護ご服ふくに身みを包つつんだ人ひと々びとに取とり囲かこまれていた。

　船せん長ちょうは、相あい手てに何なにやら必ひっ死しに説せつ明めいしているようだ。身みぶりを交まじえ、大おお声ごえで叫さけんでいる。

　だが、彼かれらは首くびをふり、両りょう脇わきからがっちりと船せん長ちょうを拘こう束そくした。ターミナルビルの方ほうへと、船せん長ちょうを引ひきずろうとしている。

　その後うしろにいたヘレンと曽そ我がも、防ぼう護ご服ふくの人ひと々びとに取とり囲かこまれ、身み動うごきがとれない。

　一いっ方ぽう茜あかねは、ヘレンたちからかなり遅おくれて歩あるいていた。

　ヘレンたちの異い変へんに気き付づいた茜あかねは、くるりとふり返かえった。そして、キャリーケースを持もった係かかり員いんの肩かたを、思おもい切きり強つよく押おしたのだ。

「船ふねに帰かえって！　早はやく！」

　茜あかねの叫さけび声ごえが風かぜに乗のって聞きこえてくる。

「その犬いぬはわたしたちとは関かん係けいない。陽詩ひなたくんに返かえして！　急いそいで!!」

　係かかり員いんは、あわてて船ふねに向むかって走はしり出だした。

「茜あかねさん！」

　陽詩ひなたが大おお声ごえで叫さけぶ。

　茜あかねは陽詩ひなたに気きづき、まっすぐこちらを見みた。

「ごめんね。小こ太た郎ろうをお願ねがい!!」

　小こ太た郎ろう？　陽詩ひなたはハッとした。そういえば、小こ太た郎ろうの姿すがたがない！

　陽詩ひなたの耳みみに、さっき聞きいたヘレンの声こえがよみがえってきた。

　──さっさとケンネルに預あずけていらっしゃい──

　そうか、茜あかねさんは小こ太た郎ろうをケンネルに預あずけさせられ、替かわりにクリスといっしょに船ふねを下おりることになってしまったのか。

　陽詩ひなたは胸むねを突つかれて叫さけんだ。

「分わかった！　大だい丈じょう夫ぶだよ、小こ太た郎ろうのことは心しん配ぱいしないで!!」
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　茜あかねは小ちいさくうなずくと、両りょう手てで顔かおをおおってその場ばにしゃがみこんだ。

　その茜あかねも、黒くろい防ぼう護ご服ふくの人ひとたちに取とり囲かこまれて、姿すがたが見みえなくなった。




　陽詩ひなたは乗じょう船せん口ぐちに走はしった。

「クリス……」

　下げ船せんする客きゃくもとだえ、ロビーは静しずかになっていた。

「クリスーーーッ！」

　乗じょう船せん口ぐちに、キャリーケースを下さげた係かかり員いんのシルエットが現あらわれた。

　陽詩ひなたは転ころげるようにかけよって、息いきの上あがっている彼かれから、キャリーケースをむしり取とった。

　ずっしりと重おもいケースを、ふんばって絨じゅう毯たんの上うえに下おろすと、上うえのふたを開あける。

　中なかにクリスが横よこたわっていた。

「ク、クリス……？」

　おそるおそる手てを入いれ、毛け皮がわに触ふれる。

　あ……。あったかい……。

　陽詩ひなたの目めに、涙なみだがあふれた。

　よかった、生いきてる……。白しろいおなかが、ゆっくり上じょう下げしてる。

「クリス……？」

　上うえから、小こ林ばやしの声こえがした。ハッとして見み上あげると、小こ林ばやしも泣ないている。

「よかった、よかったね……」

　陽詩ひなたは、小こ林ばやしのひざにかじりついて、声こえを上あげて泣なき出だした。
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「うん、大だい丈じょう夫ぶ」

　リズが聴ちょう診しん器きを耳みみから外はずして言いった。

「心しん臓ぞうの音おとはしっかりしてる。まだ鎮ちん静せい剤ざいが効きいてるんだろうけど、ほら、そろそろ切きれてきたんじゃないかな？」

　美み都との部へ屋やのベッドの上うえに寝ねかされたクリスは、前まえ足あしの先さきをピクピクッと動うごかしている。

「犬いぬ用ようの鎮ちん静せい剤ざいだと思おもうわ。旅りょ行こうでの移い動どうとか、病びょう気きやケガの治ち療りょうとかで、けっこう使つかうのよね。ま、わたしはあまりお勧すすめはしないけど……」

「ありがとう、リズ。安あん心しんした……」

　陽詩ひなたはリズの大おおきな体からだに抱だきついた。

「リズも獣じゅう医いさん？　ぼくのお母かあさんは獣じゅう医いで、お父とうさんはトリマーなんだ」

「あらまあ、陽詩ひなた。そりゃ、あなたが動どう物ぶつ好ずきなのも当あたり前まえね。わたしは獣じゅう医いじゃないけど、いつかご両りょう親しんに会あって、いろいろお話はなししたいわ」

　リズはにっこり笑わらって、制せい服ふくのポケットに聴ちょう診しん器きを突つっこんだ。

「さて、ケンネルに戻もどらないと。夜よるにはクリスを預あずけに来くるわよね？　小こ太た郎ろうも待まってるわよ」

　リズはまたねと言いって、手てを振ふりながら部へ屋やを出でていった。

　部へ屋やにいた全ぜん員いんが、ホッと息いきをついた。

「よかったね、クリス……」

　麻ま由ゆ香かがベッドに座すわりこんで、クリスのおなかをそっとなでる。

「で？」

　小こ林ばやしが、かたわらに立たっている千ち帆ほ里りに向むかって、口くちを開ひらいた。

「聞きかせてくれますか？　どんな手て品じなを使つかったのか……」

　千ち帆ほ里りは驚おどろいたように目めをみはった。

「何なんのことでしょう。わたしは何なにも……。手て品じなをつかったのは、陽詩ひなたくんでしょ？　ヴァイオリン盗とう難なんの件けんも、陶とう子こさんの麻ま薬やく密みつ輸ゆの件けんも、謎なぞを解といたのは全ぜん部ぶ陽詩ひなたくんだわ。わたしには、見けん当とうもつかなかった。反はん省せいしきりの、新しん人じんクルーです……」

「陽詩ひなたくんのすごさはもちろん認みとめるよ。人ひと見み知しりに見みえて、実じつはものすごい推すい理り力りょくと大だい胆たんな行こう動どう力りょくをもっているのは、もとから承しょう知ちです。うちの少しょう年ねん探たん偵てい団だん団だん長ちょうだからね」

　小こ林ばやしは、陽詩ひなたに親おや指ゆびを上あげてみせる。

「そうじゃなくて、港みなとで船せん長ちょうとヘレン母おや娘こ、それに曽そ我がさんを拘こう束そくできたのは、だれの力ちからかってこと。何なにもしなかったなんて言いわせないよ、千ち帆ほ里りさん！」

　口くちを引ひき結むすんで、じっと考かんがえこんでいる千ち帆ほ里り。小こ林ばやしは、ためらうように言いった。

「実じつは……、千ち帆ほ里りさんとは初はじめてじゃない気きがする。前まえに一いち度ど会あっていませんか？」

　千ち帆ほ里りは目めをみはった。

「覚おぼえていたんですか？　びっくり！　そんなそぶり、ぜんぜん見みせなかったじゃありませんか！」

「そりゃ、お互たがいさまでしょ！」

　小こ林ばやしは笑わらい出だした。

「たしか、横よこ浜はまの海かい上じょう保ほ安あん本ほん部ぶですよね？　ぼくがクリスを連つれて、訓くん練れんに行いったとき」

　千ち帆ほ里りはうなずいた。

「でも、ちゃんとごあいさつしたわけでもなく、玄げん関かんで頭あたまを下さげただけですよ？　わたしは配はい属ぞくされたばかりで、犬いぬを連つれた訓くん練れん士しさんが珍めずらしかったから覚おぼえていたんですけど……。小こ林ばやしさん、あのときは車くるまいすユーザーではなかったから、今こん回かいちょっとびっくりしました」

「待まって！　訳わけわからなくなってきた」

　麻ま由ゆ香かが、片かた手てを上あげて会かい話わを止とめた。

「千ち帆ほ里りさんは、この船ふねのクルーになる前まえに、海かい上じょう保ほ安あん本ほん部ぶでお仕し事ごとしてたってこと？」

　困こまったような顔かおで、千ち帆ほ里りは笑わらった。

「いいえ、実じつはまだそっちに所しょ属ぞくしています。この船ふねに乗のったのは、内ない偵ていのためなんです。ここで犯はん罪ざいが行おこなわれているんじゃないかという極ごく秘ひの情じょう報ほうが、最さい近きん何なん件けんか寄よせられていて……」

「内ない偵てい？」

「ひそかに調しらべること……」

　黙だまって聞きいていた美み都とが、麻ま由ゆ香かの疑ぎ問もんを冷れい静せいに解かい説せつした。

「そうなんです。だから、陽詩ひなたくんがやった謎なぞ解ときは、本ほん来らいわたしがやるべき仕し事ごとだったんです。その前まえの、沼ぬま田たさんのカメの密みつ輸ゆも!!」

　千ち帆ほ里りは、自じ分ぶんの頭あたまをポカポカなぐる。

「あらら……」

　麻ま由ゆ香かが気きの毒どくそうに千ち帆ほ里りを見みやった。

　大おおげさにため息いきをつくと、千ち帆ほ里りはポケットにあったスマホを突つきだして見みせた。

「せめて、最さい後ごの締しめだけはと思おもって、総そう力りょくを挙あげて手て配はいしました！　海かい上じょう保ほ安あん本ほん部ぶと、プリマヴェッラ号ごうの親おや会がい社しゃ、ウラジオストクの麻ま薬やく取とり締しまり班はん、などなど……。こう見みえて、ロシア語ごも少すこしはできるんですよ。彼かれらがすべて、迅じん速そくに動うごいてくれたおかげですけど」

　そうか……。陽詩ひなたは納なっ得とくした。だから千ち帆ほ里りさんは、船せん長ちょうさんとヘレンさんの関かん係けいや、麻ま薬やくのことをすぐにわかってくれたんだ。よかった……。

「さっそく、本ほん部ぶから連れん絡らくがあって、ドッグフードに見みせかけた麻ま薬やくをすべて押おう収しゅうしたとのことです。これはけっこうなお手て柄がらなんですよ。あと、カメもね」

「曽そ我がさんは？」

　美み都とが聞きく。

「あの人ひとは罪つみになるのかしら？」

「うーん、どうかな……。あの人ひとは麻ま薬やく取とり引ひきには関かん係けいないらしいから」

　小こ林ばやしがまゆを寄よせた。

「ストラディバリウスが盗ぬすまれたとウソをついて、美み都とちゃんや千ち帆ほ里りさんを犯はん人にん呼よばわりしたのは、名めい誉よ棄き損そん罪ざいに当あたるかもしれない。それから、そのウソのせいで、この船ふねがストラディバリウスを捜さがすため、むだな手て間まと費ひ用ようをかけたのは間ま違ちがいない。それは、偽ぎ計けい業ぎょう務む妨ぼう害がい罪ざいかな。まだ、保ほ険けん金きんをだまし取とったわけじゃないから、そっちの罪つみには問とえないかも……」

「なんかくやしい……」

　美み都とは、切きれ長ながの目めを細ほそめて怒おこる。

「大たいした罪つみじゃなさそうだもの。……でも、音おん楽がくに対たいする罪つみは、音おん楽がくの神かみさまがお許ゆるしにならないと思おもうわ。彼かれは、音おん楽がくそのものを冒ぼうとくしてるのよ！」

「冒ぼうとくってなあに？」

「神しん聖せいなものを、汚けがしているってこと！」

　全ぜん員いんが強つよくうなずく。

　千ち帆ほ里りがみんなの顔かおを見みまわして、微笑ほほえんだ。

「ね、みなさん。また横よこ浜はま港こうに戻もどるには、どうしても五いつ日かかかるわ。その間あいだは、心こころ置おきなくこの船ふねの旅たびを楽たのしみましょう！　わたしも、ただの見み習ならいクルーとして、みなさんのお世せ話わを一いっ所しょ懸けん命めいがんばりますから。なんなら、もっと大おおきくて豪ごう華かなお部へ屋やを用よう意いしてもらいましょうか？　九階かいにある、スイートルームとか……」

　麻ま由ゆ香かが顔かお色いろを変かえた。

「冗じょう談だんじゃない！　わたしたち、そこのバスルームに閉とじこめられたんだよ？　最さい悪あく！」

　陽詩ひなたは苦にが笑わらいをする。そうだよな……。

　縄なわばしごを上のぼったのも、麻ま由ゆ香かにとっては一いっ刻こくも早はやく忘わすれたい記き憶おくだろう。

「じゃ、それはいいとして……。美み都とさん！」

　千ち帆ほ里りは美み都との片かた手てを取とり、両りょう手てで優やさしくしっかりと握にぎった。

「またヴァイオリンを聴きかせてくださらない？　今こん度どは劇げき場じょうででも……」

　美み都とは怒おこって、手てを引ひこうとした。

「だから、今こん度どこそヴァイオリンがないの！」

「それが、あるんです！」

　千ち帆ほ里りは目めを輝かがやかせて、美み都との手てを握にぎり直なおした。

「陽詩ひなたくんたちが行方ゆくえ不ふ明めいになる前まえに、専せん属ぞくのミュージシャンたちに聞きいてみたの。そしたら、なんと、スペアのヴァイオリンを持もっている人ひとがいたんです！　美み都とさんのためなら、喜よろこんで貸かしてくださると言いってくれました。ただ、ストラディバリウスとは比くらべ物ものにならない、安やす物もののヴァイオリンだって恥はずかしがっていましたけど……」

　美み都とは、目めと口くちを大おおきく開ひらいた。それから、にやっと笑えみを浮うかべる。

「どんなヴァイオリンだって、わたしの手てにかかれば名めい器きよ。当あたり前まえじゃない!!」

　わお！

　全ぜん員いんが大おおきな拍はく手しゅをした。

「美み都とちゃん、やった！　また美み都とちゃんのヴァイオリンが聴きける！」

　麻ま由ゆ香かが叫さけんだときだ。

「ワン！」

　後うしろで大おおきな鳴なき声ごえがした。

　ベッドの上うえにクリスが立たって、うれしそうにしっぽを振ふっている！

「クリス！」

　陽詩ひなたはクリスに飛とびかかって、いっしょにベッドに転ころがった。

「ワォン、ワォン！」

　陽詩ひなたとクリスはじゃれあって、ベッドの上うえを転ころげまわる。

　クリス……。ほんとに無ぶ事じでよかったな、ぼくの相あい棒ぼう！

[image: ]

「クリス、あんたにもうひとつの肩かた書がきをあげる」

　麻ま由ゆ香かがクリスに指ゆびを突つきつけて言いった。

「探たん偵てい犬けん・麻ま薬やく捜そう査さ犬けんクリス。わかった？」

「ワン！」

　クリスは元げん気きよく返へん事じをした。

　小こ林ばやしはくすっと笑わらった。

「ほんとは、麻ま薬やく探たん知ち犬けんって言いうんだけどね」

「ワン！」

　どっちでもいいよと、クリスは言いっているようだ。

　ぼくもどっちでもいい。陽詩ひなたは思おもった。ずっと一いっ緒しょにいられるならね！




　ウラジオストク港こうは、もう闇やみに包つつまれている。どこかで汽き笛てきが鳴なった。





─終おわり─　　
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　つばさ文ぶん庫この読どく者しゃのみなさん、こんにちは！　『探たん偵てい犬けんクリス』も三巻かん目めになりました。

　今こん回かいは、一、二巻かんとはがらりとおもむきを変かえ、舞ぶ台たいは海うみの上うえ。陽詩ひなたとクリスとその仲なか間またちが、豪ごう華か客きゃく船せんに乗のりこんで活かつ躍やくします！

　陽詩ひなたの同どう級きゅう生せいの美み都とは、小しょう学がく生せいながら天てん才さい的てきヴァイオリニスト。ある日ひ美み都とに招しょう待たいされた陽詩ひなたたちは、停てい泊はく中ちゅうの豪ごう華か客きゃく船せん「プリマヴェッラ号ごう」でのコンサートへ行いくことになりました。

　ところが！　ひとときの乗じょう船せん体たい験けんだったはずの陽詩ひなたたちは、船ふねを下おりそこない、気きがつくと太たい平へい洋よう上じょうをロシアへと向むかっていたのです。

　その上うえ陽詩ひなたたちには、高こう価かなヴァイオリンを盗ぬすんだ疑うたがいがかけられてしまいました。無む実じつを証しょう明めいするためには、ヴァイオリンとそれを盗ぬすんだ犯はん人にんを捜さがし出ださねばなりません。

　容よう疑ぎ者しゃは、乗じょう客きゃくと乗のり組くみ員いん合あわせてゆうに二千せん人にん超ちよう。そのためか、クリスの自じ慢まんの鼻はなや、陽詩ひなたの推すい理り力りょくもいつのようには働はたらきません。ヴァイオリンの行方ゆくえは？　そして真しん犯はん人にんは……？

　みなさんは、豪ごう華か客きゃく船せんに乗のったことがありますか？　えっ「夏なつ休やすみにクルーズしたことがある」ですって？　すごいなぁ。わたしはもちろん……、一いっ回かいもありませんっ！（笑わらい）

　でも、この物もの語がたりを書かくために、本ほんやネットでたくさん調しらべたので、もう何なん度ども乗のったような気き分ぶんです。一いっ生しょうに一度どくらいは、リアルで世せ界かい一いっ周しゅうの船ふな旅たびをしてみたいですけどね。

　外がい国こくの港みなとを巡めぐる旅たびなら、いろいろな国くにの人ひとたちと共ともに過すごすことになります。きっと船せん内ないでは、さまざまな肌はだや髪かみや目めの色いろの人ひと々びとが集つどい、さまざまな言こと葉ばが飛とび交かい、さまざまな文ぶん化かや習しゅう慣かんが披ひ露ろうされるでしょう。そして、さまざまな仕し事ごとを担になう、さまざまな境きょう遇ぐうの乗のり組くみ員いんに支ささえられてこそ、楽たのしい旅たびが続つづけられるのだと実じっ感かんするでしょう。

　陽詩ひなたたちといっしょに、世せ界かいをぎゅっとつめこんだような船ふねの旅たびを楽たのしんでくださいね。もちろん、スリル満まん点てんの冒ぼう険けんを味あじわいながら、謎なぞ解ときにも挑ちょう戦せんしてください。

　かっこいい表ひょう紙しと、ストーリーを盛もり上あげる挿さし絵えを描かいてくださったＫｅＧケージさんに、心こころからの感かん謝しゃを……。また、「次つぎは、豪ごう華か客きゃく船せんでいきましょう！」と、すてきな提てい案あんしてくださった担たん当とう編へん集しゅう者しゃの山やま口ぐち真ま歩ほさん、サポートありがとうございました！
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